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　高くそびえ立つ鋼こう鉄てつの柱と、魔ま術じゆつで強化されたプラスチックの空。

　幾層にもわかれた無機質な地下の街並みを、眩まばゆい人工の照明が照らしている。

　絃いと神がみ島じまの中でも、もっとも〝魔族特区〟らしさを感じさせる未来的な風景──人工島北地区アイランド・ノース。企業や大学の実験施設が建ち並ぶ、広大な研究所街である。

　人の温もりの乏しい無機質な街の片隅に、その建物は放置されていた。

　欧州ロタリンギアに本社を置く大手医薬品会社、スヘルデ製薬の研究所跡地だ。

　ほぼ直方体に近いビルの内側は、教会の聖堂を連想させる背の高い部屋になっていた。

　ひと気のない通路の隅には、うっすらと埃ほこりが積もっている。

　ステンドグラスの代わりに壁かべ際ぎわに並んでいるのは、円筒形の水すい槽そうである。

　水槽の直径は、それぞれ一メートルほど。高さは二メートル弱といったところだろう。左右合計で二十基ほど、整然と配置されている。

　それらは人工生命体ホムンクルスを創つくり出だすための、調整槽と呼ばれる容器だった。

　ここはかつて、人工生命体ホムンクルス技術を応用した、新薬の実験施設だったのだ。

　しかし、過当競争と売り上げ低迷に伴う経営悪化によって、スヘルデ製薬は絃神島から撤てつ退たい。この研究所も、その際に閉鎖されたはずだった。

　にもかかわらず、調整槽の中には琥こ珀はく色いろの液体が満たされ、循環ポンプと濾ろ過かフィルターが静かな駆動音を響ひびかせている。そして藍あい色いろの髪をした人工生命体ホムンクルスの少女が、ゆらゆらと溶液中を漂ただよいながら眠り続けていた。

　少女の肌には、電子回路のような複雑な模様が、青白く輝かがやきながら浮き上がっている。

　生体組織に転写プリントされた、魔法術式の術じゆつ紋もんである。

　その術紋を満足げに見上げているのは、擦すり切れたジーンズを穿はいた長身の男だった。

　髪をぼさぼさに長く伸ばしており、手には金属製のウイスキーボトル。素肌の上に直じかに白衣を羽は織おった姿は、医師や科学者には見えない。時代遅れのロック歌手か、反社会的な芸術家という雰ふん囲い気きだ。

　その白衣の男が、不意に振り返ってニヤリと笑った。

　ちょうど彼の背後から、重々しい足音が聞こえてきたところだ。

「よぉ、あんたか……午後のお祈りは終わったかい、殲せん教きよう師し殿どの？」

　近づいてくる大柄な人影に向かって、男が皮肉っぽく呼びかける。

　調整槽の陰から現れたのは、聖職者のような法ほう衣えをまとった男だった。

　金髪を軍人のように短く刈り込んだ、長身の外国人である。

　左目には、眼帯のような金属製の片眼鏡モノクルを嵌はめている。

　ただでさえがっしりとした体格である上に、彼が身に着けた法衣の下には、金属製の鎧よろいが見えていた。軍用の装そう甲こう強化服である。

　西欧教会の司教でありながら、魔族を駆く逐ちくする高位祓ふつ魔ま師しの技能をも身につけた特殊な聖職者──ロタリンギアの殲せん教きよう師し。

　ルードルフ・オイスタッハというのが彼の名前だ。

「アスタルテの調整は進んでますか、人形師」

　オイスタッハが、穏おだやかな口調で男に呼びかけた。藍あい色いろの髪の人工生命体ホムンクルス──アスタルテの調整を男に依頼したのは、この殲教師なのだ。

「術じゆつ紋もんの書き換えは済んでるよぉ。なあ、スワニルダ」

　人形師と呼ばれた男が、誰にともなく呼びかける──と、彼の背後の薄うす闇やみの中で、なにかが起き上がる気配があった。銀色のドレスを身に着けた、ほっそりと美しい影である。

「肯定。上書きした術紋が肉体に完全に浸透するまで、残り四時間十五分です」

　抑よく揚ようのない無機質な声で、スワニルダと呼ばれた影が答えた。

　美しい純白の髪を持つ、十代半ばの少女である。

　完全に左右対称の人工的な美貌は、アスタルテによく似ている。

　しかし彼女の造形と動作の滑なめらかさは、すでに人工生命体ホムンクルスとしての範はん疇ちゆうを逸脱していた。生物ではなく、絵画や彫刻と同じ、芸術作品の美しさだ。

　そんなスワニルダの美貌には一いち瞥べつもくれずに、オイスタッハは質問を続ける。

「依頼した術式は、完成したのですね」

「当然さぁ。俺を誰だと思ってる？」

　人形師は不敵な表情を浮かべて、ウイスキーのボトルを乱暴にあおった。強いアルコールの臭においが周囲に漂ただよい出す。

「とはいえ、あんたが持ってきた七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの戦せん闘とうデータは役に立ったよ。よくあんなものが手に入ったなぁ？　獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器だろ？　神様のお導きってやつかい？」

「背教者である貴方あなたが、神の意思を語りますか？」

　オイスタッハが不機嫌そうに眉まゆを寄せた。

　そんな殲教師の生き真ま面じ目めな反応に、人形師がくっくっと喉のどを鳴らす。

「そう怖い顔しなさんな。ほら、シミュレーションの結果だ。気になるだろ」

　人形師が素っ気なく右手を挙げた。

　スワニルダと呼ばれた人形が、滑らかな動きで制御卓コンソールを操作し、調ちよう整せい槽そうの端末にデータを表示する。アスタルテの体内に植えつけた人じん工こう眷けん獣じゆうの、最新の能力値を示したものである。

「やはり魔ま力りよくの完全無効化は無理ですか」

　オイスタッハが淡々と呟つぶやいた。残念そうな言葉のわりに、本気で落胆した気配はない。この結果を最初から予想していたのだろう。

「人工眷獣の膨ぼう大だいな魔力で無理やり補っちゃいるが、素そ体たいになってるのはしょせん人工生命体ホムンクルスだ。獅子王機関の剣けん巫なぎのようにはいかないさ」

　酒臭い息を吐きながら、人形師は肩をすくめてみせる。

「だがまあ、完全無効化は無理でも、魔ま力りよくを反射するだけならなんとかなるだろ。あとは力で押し切ることだな」

「十分です。キーストーンゲートの結界を破れるなら、それでいい」

　オイスタッハが、強固な決意を滲にじませた口調で呟つぶやいた。

　キーストーンゲートとは、絃いと神がみ島じまの中央に位置する建物の名前だ。絃神島を構成する四基の人工島ギガフロートの連結部として、島全体を支える要かなめ石いしの役目を与えられた巨大複合建造物である。そのキーストーンゲート最下層こそがオイスタッハの目的地なのだ。

　そしてキーストーンゲートに侵入するために、オイスタッハが用意した〝道具〟がアスタルテだった。強力な結界で護まもられた隔かく壁へきを突破するためには、彼女に植えつけられた人じん工こう眷けん獣じゆうと、神しん格かく振しん動どう波は駆動術式が不可欠だったのだ。

「ただし、今回の再調整で、アスタルテの寿命は相当縮んだぜ」

　調ちよう整せい槽そうに浮かぶ人工生命体ホムンクルスの少女を見上げて、人形師が言った。心なしか彼の声こわ音ねには、依頼主であるオイスタッハを責めるような響ひびきがある。

「せっかくこいつには、普通の人間の何十倍もの寿命を設定してやったのにな。このまま眷獣を使い続ければ、保もってあと二、三週間ってとこだな」

「問題ありません。それだけあれば、この島を完全に沈めてもまだ余裕がある」

　断言するオイスタッハの口調は冷ややかだった。

　聖職者である彼にとって、神の摂せつ理りに逆らって生み出された人工生命体ホムンクルスは、忌いむべき魔族の同類だ。使い捨てにしたところで、良心の呵か責しやくを覚えるはずもない。

　無言で首を振りながら、人形師はオイスタッハに背中を向ける。アスタルテの調整はすでに終わって、殲せん教きよう師しからの依頼は果たした。彼の仕事はすでに終わりだ。

「やれやれ。ものの価値のわからない男だな」

　美しい人形の少女を連れて、白衣の男は研究所の外へと向かう。鬱うつ陶とうしげに長髪をかき上げる彼の口元には、殲教師への侮ぶ蔑べつが浮かんでいた。

「人形ってのは、永遠に生き続けるから価値があるんだぜ。所有者である人間が滅びても、な。そうだろぉ、スワニルダ？」

　男は、愛いとおしげに純白の髪の人形に呼びかける。

　人形の少女は、無表情なまま静かにうなずいた。

「肯定──」
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　　　　　　　　　　１

「ああああっ!?　まだ寝てる！」

　眠っていた暁あかつき古こ城じようを叩たたき起こしたのは、妹の甲かん高だかい叫び声だった。

　制服に着替えた暁凪なぎ沙さが、古城の毛布を剝はぎ取って、部屋中のカーテンを次々に開け放つ。ありふれた暁家の風景だ。

　夜行性の吸血鬼にとって、強烈な朝あさ陽ひを浴びながらの早起きは地獄の苦しみである。それは世界最強の吸血鬼などと呼ばれる第だん四よん真しん祖そにとっても例外ではない。

　しかしそんな兄の事情を知らない凪沙は、容よう赦しやなく古城の背中を揺らし、

「起きなよ、古城君！　朝だよ！　また遅刻するよ！　さっきも一度起こしてあげたでしょ！」

「……人の耳元で怒鳴るなよ。頭がガンガンするじゃねーか」

　うつ伏せに眠っていた古城が、弱々しくうめきながら顔を上げる。寝起きの悪さには定評のある古城だが、今日はいつにも増して声が頼りない。

　凪沙は少し呆あきれたように、腰に手を当てて古城を見下ろし、

「部活のミーティングがあるから、凪沙はもう行くよ。朝ご飯は用意してあるから、ちゃんと食べてね。サラダのトマトも残しちゃダメだよ！」

「おー……わかったわかった」

　古城は妹に気け怠だるく手を振った。慌あわただしく出かけていく凪沙の足音を聞きながら、のろのろとベッドの上に起き上がる。その瞬しゆん間かん、かすかな寒気を覚えて、古城はくしゃみを連発した。重力で落下しそうになった鼻水を、慌てて引っ張り出したティッシュで拭ぬぐう。

「うー……なんだこれ。オイスタッハのオッサンに殺されたときの後遺症か……？」

　原因不明の体調不良に、古城は戸惑いながら首を振った。

　頭の芯しんがズキズキと疼とう痛つうを訴えていた。全身が重く、関節が軋きしむ。呼吸のたびに喉のどが痛んだ。単なる寝不足というわけではなさそうだ。

　心当たりとして真っ先に思い出したのは、ルードルフ・オイスタッハのことだった。あのロタリンギアの殲せん教きよう師しに巨大な戦せん斧ぷでぶった切られて、古城は危うく死にかけた。正確に言えば、一度は完全に命を落としたのだ。吸血鬼の真祖が持つ呪のろいにも似た再生能力によって、いちおう生き返りはしたものの、目には見えないダメージが残っていてもおかしくはない。

　ダイニングテーブルの上には、凪沙が用意した朝食が置かれていた。

　今朝のメインはカツサンドだ。昨日の夕飯で余ったヒレカツを流用したものだが、細かく刻んだ千せん切ぎりキャベツに、八はつ丁ちよう味み噌そを混ぜこんだ特製ソースで味付けした本格派である。見た目は実に美味うまそうだが、体調不良のせいで食欲が湧わかない。やはり内臓が弱っているらしい。

「悪いな、凪沙。あとで喰くうから」

　古こ城じようは独ひとり言ごとで妹に詫わびつつ、カツサンドにラップをかけて冷蔵庫に入れる。

　そうこうしている間にも、登校しなければならない時間が迫っていた。

　ひどい倦けん怠たい感かんを引きずりながらも制服に着替え、古城は玄関のドアを開ける。と、

「──おはようございます、先輩」

　まるで古城を待ち構えるようにマンションの廊下に立っていたのは、凪なぎ沙さと同じ、彩さい海かい学園中等部の制服を着た女子生徒だった。

　黒いギターケースを背負った、綺き麗れいな顔立ちの少女である。体つきは華きや奢しやだが、儚はかなげな雰ふん囲い気きは感じられない。むしろ美しい刃物のような、しなやかで強きよう靭じんな印象が強い。

　獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜な──

　古城を監視するために送りこまれてきた、政府特務機関の見習い攻こう魔ま師し。あるいは国家公認ストーカーとでも呼ぶべき中学生だ。

「あのさ、姫柊……こんなふうに毎朝うちの前で待っててくれなくてもいいんだが」

　じっと見上げてくる雪菜を眺めて、古城が溜ため息いき混じりに忠告した。

　いくらマンションの廊下とはいえ、朝の通勤時間帯ともなればそれなりに人目がある。ただでさえ雪菜の容姿は目立つのだ。古城を見張っている彼女の姿を、ほかの住人に見られたら、妙な噂うわさが立ちそうで恐こわい。

「いえ。先輩の監視がわたしの任務ですから」

　しかし雪菜は、きっぱりとそう言って首を振る。どうやら監視の手を緩ゆるめる気はないらしい。それどころか雪菜は古城を見つめたまま、すぐ目の前にまで近づいてきて、

「それよりも先輩、なにかあったんですか？」

「ん？　なにかって？」

「いえ。顔色があまり優れないようですけど……声も少し嗄しやがれてるみたいですし」

「毎朝こんな感じじゃなかったか？　この朝の直射日光は吸血鬼にはつらいぜ、まったく」

　無駄によく晴れた空を眺めて、古城は忌いま々いましげに呟つぶやいた。

　絃いと神がみ島じまは太平洋のド真ん中、東京の南方海上三百三十キロ付近に浮かぶ人工島だ。南国特有の強烈な陽ひ射ざしが、古城の体力をじりじりと奪っていく。

「吸血鬼……」

　雪菜はハッとしたように眉まゆを寄せ、観察するような視線を古城に向けてきた。

　古城は、居心地の悪い気分を覚えつつ、投げやりに笑って、

「それでも今日は涼しいから助かってるけどな。ていうか、ちょっと肌寒いか？」

「肌寒い？」

　古城の呟きを聞きつけて、雪菜がますます不審げな表情になる。

「あの、先輩……ちょっと屈かがんでもらえますか、すみません」

「屈むって……こうか？」

　古こ城じようは言われるままに膝ひざを曲げた。小柄な雪ゆき菜なと、ちょうど目線の高さが同じくらいになる。雪菜はそれを確認してうなずくと、

「はい。ありがとうございます」

　そう言って、いきなり正面から古城に顔を寄せてきた。古城の前髪を無造作にかき上げ、同じく全開にした自分のおでこを、古城の額にくっつけてくる。

　古城はその間、なにも考えられずに硬直していた。

　互いの唇から唇までの距離は十センチ足らず。迂う闊かつに動けば、そのまま触れてしまいそうだ。

「ひ、姫ひめ柊らぎ？」

「そのまま動かないでください」

「い、いや……そんなこと言われても……」

　雪菜の端整な顔が目の前にあるというだけでも落ち着かないのに、その雪菜と身体からだの一部が接触しているのだ。おまけに彼女の髪からは、えも言われぬいい匂においが漂ただよってきて、この状況で動くなと言われても無理がありすぎる。

　しかし動揺する古城とは裏腹に、雪菜は表情を険しくして、

「やっぱり……！」

「え？」

「先輩、熱がありますね」

「熱って……俺が？」

　古城は驚いて目を瞬またたいた。

　吸血鬼の平熱というのがどの程度のものかは知らないが、言われてみれば、普段よりも少し熱っぽいのではないかと自覚する。古城の耳に触れる雪菜の指先が、やけに冷たく感じられた。

「もしかして、風邪かぜを引いていませんか？　なにか自覚症状は？」

「いや、べつに。ちょっと全身が怠だるくて、身体の節々が痛むくらいだが。あとはたまに、咳せきとくしゃみと鼻水が……」

「完全に風邪の症状じゃないですか」

　雪菜が呆あきれたように溜ため息いきをついた。古城は気まずい気分で目を逸そらす。

「だな……言われてみれば、たしかに」

　発熱、悪お寒かん、頭痛、関節痛、筋肉痛に鼻水、くしゃみ。ぐうの音ねも出ないほどの典型的な風邪である。

「だけど、それはおかしくないか。俺が風邪を引くなんてことがあり得るのか？」

「あの、先輩……馬鹿は風邪を引かないという俗説は、実は迷信なんですよ」

　雪菜が、どこか哀あわれむような眼まな差ざしで古城を見つめて言った。

　古城はたまらずに咳せきこんで、

「それくらい知ってる！　てか、なんで俺が馬鹿だから風邪を引かないなんて話になった!?」

「あ……すみません……その、てっきり……」

　てっきりなんだ、と古こ城じようは荒々しく息を吐く。

「そうじゃなくて、不老不死の吸血鬼が風邪かぜを引くのかって話だよ！」

「あ、ああ……そういうことですか」

　古城の質問の意図をようやく理解して、雪ゆき菜なは少し焦ったように説明を続けた。

「あまり知られていませんけど、魔ま族ぞく特有の感染症というのも存在するんです。特に絃いと神がみ島じまには世界各地から多くの魔族が集まってますし、人口密度も高いですから、知らないうちにどこかで保菌者キヤリアと接触してしまったのではないかと」

「魔族だけが発症する病気ってことか……」

「はい。先輩の症状から判断して、おそらく吸血鬼風邪と呼ばれる病気だと思います」

「そのまんまの名前だな……まあいいけど」

　古城が気の抜けたような声で言う。あまり恰かつ好こういい病名ではないが、わかりやすくて助かるのも事実だ。

「吸血鬼なら、誰でも一度はかかる病気だと聞いたことがあります。子どものころに経験すると免疫が出来て、それ以降は滅めつ多たに発症しないそうですけど」

「そうか……俺の場合は吸血鬼になったばかりだから……」

「そうですね。免疫抗体がなかったせいで、発病した可能性が高いです」

　雪菜が冷静に指摘した。

　普通の人間だった古城が奇怪な成り行きで吸血鬼の力を手に入れたのは、ほんの数カ月前のことだった。魔族特有の病気の抗体を、古城が持っていないのは当然だ。

「じゃあ、この病気って、普通の人間には感染しないのか？」

「ええ、おそらく。吸血鬼特有の症状ですし」

「だったら学校に行っても問題なさそうだな」

「……え!?」

　古城の何気ない発言を聞き咎とがめて、雪菜が大きく目を見開いた。

「駄目です、先輩！　風邪のときは安静にしてないと！」

「そう言われてもな……しょせん子どものかかる病気だろ？　出席日数もちょっと心配だし、この程度の熱ならなんとか乗り切れるんじゃないかって」

「いえ、吸血鬼風邪は大人になってから罹り患かんすると、重症化しやすいといわれてるんです。高熱が何日も続いたり、情緒不安定になって奇行に走ったり……あとは、その、生殖機能に後遺症が残ってしまうこともあるとか」

　緊張感に欠けた態度の古城を、雪菜が必死に説得する。

「せ、生殖機能……？」

　古城もさすがに動揺を覚えた。生殖機能にダメージということは、つまり男性として子孫を残せなくなってしまう、という意味だろうか。

「はい。ですから、その、大人しく治療に専念したほうが良いかと」

「そ、そうだな。風邪かぜは引き始めが肝心だよな」

　古こ城じようは力強く同意した。実際問題、風邪を引いたと自覚したせいか、急激に全身の気け怠だるさが増している。雪ゆき菜なに言われるまでもなく、この状況で登校するのは厳しそうだ。

「暖かくして、休んでいてください。わたしがお手伝いしますから」

　ふらつきながら自宅に戻ろうとする古城を、雪菜がそっと背中から支えてくる。

「手伝う……って、姫ひめ柊らぎ？　学校は？」

　古城が戸惑いながら訊きき返した。発病中の古城はともかく、体調に問題ない雪菜までもが、授業を欠席する理由はないはずだ。それでも雪菜は迷いなく首を振り、

「今日は休みます。凪なぎ沙さちゃんの代わりに、先輩の看病をしないといけませんし」

「いやでも、姫柊にそこまでしてもらう理由はないっていうか、べつに手伝ってもらうようなこともないしな──」

　古城が困惑したような口調で言う。

　その瞬しゆん間かん、雪菜がむっと唇を尖とがらせた。自分がいても役に立たないと思われてる、というふうに、古城の言葉を受け取ったらしい。

「いいえ、力ずくでも看病します。わたしは先輩の監視役ですから！」

　なぜかムキになったような口調で、雪菜が強硬に主張する。

　本気で銀色の槍やりを取り出そうとする雪菜を見て、古城はそれ以上の抵抗を諦あきらめた。
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　リビングのソファに毛布まみれで横たわり、古城は一人でぼんやりとテレビを眺めている。ちょうど朝の料理番組をやっているところだ。

　そんな古城のすぐ傍そばで、雪菜は辞書のような分厚い本をめくっていた。彼女の隣に置かれているのは獅し子し王おう機き関かんの備品とおぼしき重厚なアルミケースと、近所のスーパーの買い物袋だ。

「あのさ、姫柊」

「はい。なんでしょうか？」

　雪菜は本に視線を落としたまま、不安そうな古城の呼びかけに答えてくる。

「さっきから気になってたんだが、なんだ、その本？」

「医学書です。吸血鬼風邪の治療法を調べてます」

　そう言って雪菜は、読みかけの本を開いて古城に向けた。そこには難解な化学式やグラフが、びっしりと印刷されていた。たかが風邪の対策を調べるのになぜそこまで本格的な学術論文が必要なのかと、古城は逆に恐こわくなる。

「そうか……じゃあ、姫ひめ柊らぎが買ってきたその荷物は……？」

「材料です。お薬の」

「薬？」

「はい。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の病院だったら吸血鬼風邪かぜのお薬くらい、すぐに処方してくれると思うんですけど、先輩は未登録魔族ですから、受診すると面倒なことになりますよね」

「ああ、そうか。魔族登録証がないから、俺は医者に診みてもらえないのか……」

　古こ城じようは顔をしかめながら自分の手首を眺めた。〝魔族特区〟では、登録魔族の医療費は無料だ。一般人への販売が禁止されている魔族専用の医薬品も手に入る。だがそれは、市民として登録されているまともな魔族だけの話である。

　ただでさえ古城は、普通の人間が真祖化したという極めて特殊な吸血鬼なのだ。うっかり病院に行って正体がバレたらどんな騒ぎになるか、想像するだけでも恐ろしい。

「ですから、わたしが調合します」

　面倒なことになったと落ちこむ古城に微笑ほほえみかけながら、雪ゆき菜なが胸を張って宣言する。

「姫柊が……調合？」

「古典的な製法ですけど、薬効成分としては市販の医薬品と同じですから。材料が手に入ってよかったです」

　そう言って雪菜が取り出したのは薬や研げんだった。時代劇などでよく見かける、薬草などをすり下ろすための器具である。

　古こ色しよく蒼そう然ぜんとしたその姿に、古城は胡う乱ろんげな視線を向けて、

「へえ……材料って、たとえばどんなのだ？」

「そうですね、まずはネギとか」

　雪菜が買い集めてきた材料の中には、たしかに新鮮な長ネギが見えている。

「ネギ？」

「はい。焼いたネギを喉のどに巻いておくと、ネギに含まれる硫りゆう化かアリルという成分が粘膜を刺激して、喉の痛みや鼻詰まりを和やわらげてくれるんです」

　堂々と胸を張りながら、得意げな口調で説明する雪菜。古城は脱力してソファから滑り落ち、

「おばあちゃんの知恵袋かっ！　それ、吸血鬼と全然関係ないよな!?」

「あ、あとはニンニクも！　ニンニクの強い殺菌作用と強壮効果が、風邪の治療に最適です」

「たしかに効果はあるんだろうけど、吸血鬼にニンニク喰くわせるってのはどうなんだ……？」

　古城が半はん眼がんで雪菜に訊きいた。う、と雪菜は言葉に詰まる。

「そ、そういうことでしたらスッポンの生き血とか……！」

「いくら吸血鬼だからって、血が吸えればなんでもいいってわけじゃねーから！」

　雪菜が取り出した小こ瓶びんを睨にらんで、古城は声を荒らげた。ただでさえ風邪で食欲がないときに、スッポンはハードルが高すぎる。

　用意したアイテムにことごとくダメ出しを喰くらってしまった雪ゆき菜なは、少し拗すねたように唇を引き結んで、

「そうですか……ではやはり、これを使うしかないですね」

　雪菜は緊張した面おも持もちで、厳重にロックされたアルミケースの蓋ふたに手をかけた。

「それは？」

「呪じゆ術じゆつに使う触しよく媒ばいです。本来は、暗殺用の毒物を作るための材料なんですけど」

「毒……!?」

　古こ城じようの声が甲かん高だかく裏返る。

　雪菜は、獅し子し王おう機き関かんに派遣された第だい四よん真しん祖その監視役。人類にとって危険だと判断した場合、古城を抹まつ殺さつする権限を与えられているのだという。つまりその触媒とやらは、古城を暗殺するために用意されたものということになる。

「前に寮で同室だったルームメイトが、わざわざ送ってきてくれたんです。もしものときには、これを使うようにと」

「元ルームメイトへに毒物を送ってくるか普通!?　どんな性格してんだ、そいつは!?」

「あの、大丈夫です。毒は薬なり、という中世の有名な錬れん金きん術じゆつ師しの言葉もありますし。分量を間違えさえしなければ」

「全然安心できないんだが！　むしろ余計に不安になったわ！」

　古城がふて腐れように唇を歪ゆがめた。中世の錬金術師が、水銀などの薬物中毒によって数多く命を落としたのは有名な話である。

「なあ、姫ひめ柊らぎ。そういえば、俺、食欲がなかったから、まだ朝飯を喰ってないんだけど」

　古城はふと思いついて、無理やり話題を変えてみた。雪菜が少し驚いたように目を瞬またたく。

「え？　そうなんですか？」

「ああ。だから、薬は飲まないほうがいいかなって。ほら、強い薬はなるべく空腹時を避けて服用しないとな」

「そうですね。たしかに先輩の意見ももっともです」

　雪菜は真ま面じ目めな表情で考えこむ。基本的に素直な性格なのだ。

　そうそう、と古城は大おお袈げ裟さにうなずいてみせる。このままどうにか時間を稼いで、薬のことをうやむやにしてしまおう、という計画である。

　しかし雪菜はおもむろに立ち上がって、キッチンのほうへと歩き出すと、

「では、お薬を調合する前に、食事を用意しますね。凪なぎ沙さちゃんのエプロン、お借りします」

「え？　食事を用意するって、姫柊が？」

　予想外な雪菜の反応に、古城は戸惑いを隠せない。その間にも雪菜はエプロンを身に着け、そして自分の通学鞄かばんの底から唐突にナイフを取り出した。

「ええ、もちろん。おかゆだったら食べられますか？」

「ちょっと待て……そのごっついコンバットナイフはなんだ？」

　雪ゆき菜なが握る無ぶ骨こつな軍用ナイフを見て、古こ城じようが声を震わせる。

　しかし雪菜は、きょとんと不思議そうに首を傾かしげて、

「ですから、おかゆの用意を。薬味のネギを切ったり、おダシを取ったり」

「包丁は!?　包丁があるだろ!?」

「はい。でも、やはり使い慣れた刃物のほうが便利ですから。これなら豚の大だい腿たい骨こつでも切断できますし」

「いやいや、おかゆのダシは豚とん骨こつでとらないから！　ラーメンのスープじゃないんだから！」

　喉のどの痛みをこらえながら、古城は必死にツッコミを入れた。

「それに使い慣れてるもなにも、そもそも姫ひめ柊らぎって料理できるのか……？」

「はい。もちろん」

　古城の言葉を挑発と受け取ったのか、雪菜が強気に答えてくる。

「獅し子し王おう機き関かんでサバイバル訓練も受けてますから、知識だけなら、ひととおりは。野豚の解体やスッポンの捌さばき方もいちおう」

「その知識は今は要らないから！」

　勘弁してくれ、と天井を仰いで呟つぶやく古城。そんな古城の気持ちを知ってか知らずか、雪菜はいそいそと借り物のエプロンを身に着けて、さっそく料理の準備を始めたのだった。

　　　　　　　　　　３

　古城が目を覚ましたのは、それから数時間後のことだった。

　雪菜が作ったおかゆを食べて、彼女が調合した薬を無理やり吞のまされたはずなのだが、なぜかその前後の記憶がない。無理に思い出そうとすると、全身に原因不明の震えが走った。世界には、忘れているほうが幸せということもあるのかもしれない。

「目が覚めましたか？」

　気け怠だるく寝返りを打った古城の耳に、気遣うような声が聞こえてくる。ふと見ると心配そうな顔をした雪菜が、すぐ傍そばで古城のことを見つめていた。

「姫柊……ずっとついててくれたのか？」

「はい。あ……いえ、べつに先輩の寝顔をずっと見ていたというわけでは……」

　雪菜が赤面しながら早口で言い訳する。

　古城はソファの上に上体を起こして、時間を確認した。

　時計の針は正午をだいぶ過ぎている。三時間ほど眠っていたらしい。薬が効いたのかどうか知らないが、体力もいくらか回復したようだ。

「熱は少し下がったみたいですね。でも、すごい汗……ちょっと待っててください」

「え……？」

　立ち上がった雪ゆき菜ながバスルームに向かい、お湯を張った洗面器とタオルを持って戻ってくる。

「身体からだ、拭ふきますね。脱いでください」

「脱げって……ここでか？」

　古こ城じようがギョッとして訊きき返す。雪菜は、当然です、というふうにうなずいて、

「汗で濡ぬれたままだと、風邪かぜが悪化しますよ」

「いや、いい。いいよ。それくらいは一人でやるから！」

　そう言って雪菜からタオルを受け取ろうとした瞬しゆん間かん、古城は目眩めまいに襲おそわれてよろめいた。急に立ち上がろうとしたせいで、軽い立ち眩くらみを起こしたのだ。

　雪菜は、それを素早く支えながら、ほら、と古城を優しく咎とがめ、

「まだ無理はしないでください。背中だけでも手伝いますから」

「ああ。悪いな……」

　古城がゴホゴホと咳せきこみながら言った。任務ですから、と雪菜は澄まし顔で首を振り、古城がシャツを脱ぐのを手伝おうとする。

　出し抜けに暁あかつき家の玄関チャイムが鳴ったのは、その直後のことだった。

　ピンポン、という軽やかな電子音に、二人は驚いて動きを止める。

「こんな時間に、誰だ？　宅配便か？」

　気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、古城が不機嫌な声でそう言った。

「ちょっと見てきますね」

　雪菜は、警戒したように足音を殺して玄関へと歩き出す。

　しかし彼女が玄関に辿たどり着く前に、ドアノブがガチャリと音を立てて回った。開いたドアの隙すき間まから聞こえてきたのは、古城たちもよく知っている声だった。

「お……なんだ。玄関の鍵かぎ、開いてるじゃねーか」

「不用心ね。なにやってんのよ、古城ったら」

　勝手なことを言いながら、二人組の来客が無断で部屋に上がりこんで来る。なんの前触れもなく訪れた危機的状況に、古城はゴフッと喉のどを詰まらせた。

「矢や瀬ぜ!?　浅あさ葱ぎもか!?　なんであいつらが……!?」

「ど、どうしましょう……先輩!?」

　慌あわててリビングに戻ってきた雪菜が、青ざめながら訊いてくる。雪菜が握っているのは自分の靴だった。かろうじて浅葱たちに気づかれる前に、玄関から回収してきたらしい。

「と、とりあえず隠れろ、姫ひめ柊らぎ！」

　古城が上うわ擦ずった声で雪菜に言う。看病のためとはいえ、下級生の女子を自宅に連れこんでいるだけでも問題なのに、今の古城は上半身裸なのだった。このままでは、ろくでもない誤解を受けるのは間違いない。

「は、はい！」

　雪ゆき菜なもそのことは自覚しているのか、古こ城じようが寝ているソファと壁の間のわずかな隙すき間まへと、咄とつ嗟さに素早く滑りこんだ。

　ほとんど同じタイミングで、藍あい羽ば浅あさ葱ぎがリビングに入ってくる。ソファに座る古城の姿に気づいて、制服姿の浅葱はその場で足を止め、

「こ、古城!?　なんて恰かつ好こうしてんのよ、あんた!?　風邪かぜ引いて休んでたんじゃなかったの!?」

　彼女が握っていたコンビニ袋が足元に落ちて、その中身が床に散らばった。

「他人ひとん家ちに勝手に入ってきたやつに、なんで俺が怒られてんだよ。汗かいたから着替えようと思ってただけだって」

　古城はなるべく冷静を装って言い返す。

　浅葱は両手で目元を覆おおいながらも、ちらちらと半裸の古城を見つめて、

「あ、ああ、そういうことね。それならそうともっと早く言いなさいよ！」

　逆ギレ気味に浅葱に命じられて、無茶言うな、と古城は嘆息する。

　すると、浅葱のあとから部屋に入ってきた矢や瀬ぜが、なぜか嬉うれしそうに古城に近づき、

「オーケーオーケー、だったら俺が背中を拭ふいてやるよ。一人じゃなにかと不便だろ」

「うぇ……!?」

　矢瀬の目つきに、なにやら不ふ穏おんな気配を覚えて、古城は表情を引き攣つらせる。それを見た矢瀬はますます攻撃的に唇を吊り上げて、

「なんだよ、その嫌そうな顔は。それとも浅葱に任せたほうがよかったか？」

「どっちも要らねーよ。一人でできるから！　もうだいたい拭き終わったところだし！」

「ほぉう……一人で、か。一人で、ねえ」

　意味ありげな矢瀬の呟つぶやきに、古城の動きが凍りつく。矢瀬はその隙に古城の手から、汗拭き用のタオルを奪い取り、

「って、馬鹿！　どこ触ってんだこら!?」

「まあまあ。遠慮するなって」

「そもそも学校はどうしたんだよ、おまえら？　まだ授業は終わってないだろ？」

「午後イチの授業が自習になったから、昼休みを使って見舞いに来てやったんだ。感謝しろよ」

　乱暴に押さえつけた古城の背中を拭きながら、恩着せがましい口調で矢瀬が言った。

　古城の恰好にもようやく慣れてきたらしい浅葱が、テーブルの上にコンビニ袋を置いて、

「凪なぎ沙さちゃんがいないと困るだろうと思って、ご飯も買ってきてあげたのよ。レトルトのおかゆとかだけど」

「そ、そうか……悪いな、助かる」

　古城は素直に感謝の言葉を口にした。病人用の食事が前もって用意されていれば、雪菜も、あえて危険な手料理に再び挑もうとはしないはずだ。

「言っとくけど、金払ったのは俺だからな……って、どうした、浅あさ葱ぎ？」

　さりげなく自分の貢献をアピールしようとした矢や瀬ぜが、訝いぶかしげな声で浅葱に呼びかけた。真剣な表情でリビングの中を見回していた浅葱は、ううん、と素っ気なく首を振り、

「てっきり、あの子がいるんじゃないかと思ったんだけど」

「あの子って……ああ、中等部の転校生ちゃんか」

　浅葱たちの鋭い指摘に、古こ城じようの顔から血ちの気けが引く。ソファの陰に隠れている雪ゆき菜なが、全身を強こわ張ばらせたような気配があった。この状況で雪菜が見つかったら、今度こそどうやっても言い訳できそうにない。

「ひ、姫ひめ柊らぎがこんなところに隠れてるはずないだろ。ストーカーじゃないんだから」

　古城は頼りない口調で説得を試みた。矢瀬は案外あっさりと納得して、

「ああ。そりゃまあ、そうだよな」

「うん……まあね」

　浅葱もいちおうは同意する。雪菜が欠席しているという情報は、幸運にも浅葱たちにはまだ伝わっていないらしい。それでも浅葱は、部屋の中の様子を用心深く観察し、その直後、

「お、なんだこの荷物？　長ネギにニンニクにスッポンに……危険物取り扱い注意？」

　声を弾ませて騒ぎ出したのは、矢瀬だった。雪菜が放置していたアルミケースに興味を覚えたらしい。その中身が毒物だったことを思い出し、古城の背中に冷や汗が噴き出す。

「ば、馬鹿！　それに迂う闊かつに触るなって！」

「お!?　そう言われると余計に気になってくるな」

「だからっ……！　ていうか、おまえら、帰れよもう！」

　なけなしの体力を振り絞って古城が怒鳴る。その間に浅葱は、くんくん、と鼻をひくつかせ、

「気のせい……かしらね」

　雪菜の残り香を探しあてたかのように、疑わしげな口調で呟つぶやいていた。

　古城は首筋にゾッと悪お寒かんを覚えて、祈るような気分で溜ため息いきをつく。

「勘弁してくれ……」
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　派手に騒ぐだけ騒いで、浅葱と矢瀬は帰っていった。彼女たちなりに古城のことを心配して見舞いに来たのだろうが、結果として古城の体力をごっそりと奪っていった形である。

　二人が完全に立ち去ったのを確認して、雪菜はソファの隙すき間まから這はい出した。

　緊張で体力をすり減らしていたのは、雪菜も同じだ。気配を完全に殺していたはずなのに、浅葱に嗅かぎ当てられそうになったときには愕がく然ぜんとした。獅し子し王おう機き関かんの訓練でも、ここまで追い詰められた記憶はほとんどない。

「……先輩、大丈夫でしたか？」

　弱々しい溜ため息いきをつきながら、雪ゆき菜なが古こ城じように呼びかける。

　ソファの上でうなだれている古城は、さっきからほとんど身動きをしていない。

「あの、先輩？」

　返事がないことを怪け訝げんに思って、雪菜は、古城の顔をのぞきこんだ。そしてハッと息を吞のむ。どこか虚うつろな古城の瞳が、紅あかく輝いていたからだ。

　古城のまとっている雰ふん囲い気きが、普段の彼とは違っていた。吸血鬼の真祖と呼ぶに相応ふさわしい、冷え冷えとした威圧感と威厳を感じる。その強大な気配に雪菜は圧倒されそうになる。

「──俺はいい。それよりも姫ひめ柊らぎは大丈夫か？」

　古城が悠ゆう然ぜんと脚を組み直しながら訊きいてくる。声が掠かすれているところを見るに、体調が復活したわけではなさそうだ。むしろ悪化しているような印象すら受ける。にもかかわらず、古城の冷厳とした口調には、雪菜をからかっているような余裕すら感じられた。

「はい。わたしは、なんとか……って、先輩!?　血が……！」

「ああ……これか。風邪かぜで鼻の粘膜が弱ってるのかもな」

　古城の口元が、鮮血で紅く濡ぬれていた。流れ出した鼻血を、掌てのひらで乱暴に拭ぬぐった痕こん跡せきらしい。唇に残った血の跡を、古城が舌先でちらりと舐なめ取った。その唇の隙すき間まから、鋭く伸びた牙きばがのぞく。

「今度こそ安静にしててください。いえ、その前に水分補給を──」

　雪菜が新しいティッシュを取って、古城の口元を拭おうとした。だがその前に古城の手が、雪菜の手首をつかんで強く引き寄せる。

「せ、先輩!?　熱が……！」

　抱きとめられる形になった雪菜が、異変に気づいて声を洩もらした。

　古城の全身が異様な熱気を放っている。体温がでたらめに上昇しているのだ。普通の人間なら、意識をなくしていてもおかしくない危険な状態だ。

　しかし、そんな重病人であるはずの古城が見せた行動は、雪菜の想定外のものだった。雪菜の背中に手を回し、硬直する彼女を抱き寄せたのだ。

「姫柊の身体からだは、ひんやりしてて気持ちいいな」

　雪菜の首筋に頰ほおを寄せ、耳元に古城が囁ささやいてくる。吹きかけられた彼の吐息に、雪菜はぞくりと身体を震わせた。

「え……!?」

「それになんか、いい匂においもするし」

「ど、どさくさにまぎれてなにを言ってるんですか！　そんなことより、早くベッドに！」

　雪菜が必死に説得して、どうにか古城をなだめようとする。そんな雪菜の精いっぱいの抵抗を古城は素っ気なく突き放し、

「嫌だ」

「はい!?」

「姫ひめ柊らぎも一緒に添い寝してくれるなら、考えてもいい」

「こ、こんなときに、ふざけないでください！　い、いくら熱があるからって！」

　雪ゆき菜なの声に怒気が混じる。自分がこんなにも心配しているのに、それをまともに取り合おうとしない古こ城じように、だんだん腹が立ってきたのだ。

　しかし古城は雪菜を強く抱きしめたまま、優しい声でぼそりと告白する。

「心配なんだ。姫柊のことが」

「え？」

　思いがけない古城の言葉に、雪菜の心臓が大きく跳ねた。熱で潤うるんだ古城の瞳が、至近距離から雪菜を見つめている。

「俺のせいで、いつも姫柊に無理をさせてるんじゃないかって。今日だってこんなふうにつき合わせてしまって」

「先輩……」

　強こわ張ばっていた雪菜の身体からだから力が抜けた。古城に押し倒されるような形で、ソファの上に、二人で抱き合ったまま倒れこむ。古城の息が首筋にかかるが、雪菜は抵抗しなかった。

「大丈夫です、先輩。これがわたしの任務ですから。それに、その……こうして先輩と一緒にいるのも、い、嫌ではありませんし……」

　古城の背中に手を回しながら、雪菜がぎこちない口調で言う。

　しかし古城の返事はなかった。雪菜の上に倒れこんだまま、古城は動きを止めている。雪菜はしばらく無言で彼の反応を待っていたが、やがて訝いぶかしげに眉まゆを寄せて目を開けた。

「……って、先輩!?」

　雪菜にぐったりともたれたまま、古城は意識をなくしていた。高熱に苦く悶もんするような表情を浮かべながら、不規則な寝息を立てている。

　情緒不安定になって奇行に走るのが、吸血鬼風邪かぜの症状のひとつだ。普段とは違う古城の雰ふん囲い気きも風邪のウィルスが原因だったらしい。彼が最後に口にした言葉が、熱に浮かされての妄もう言げんなのか、それとも彼の本音だったのか──今となっては確かめるすべはない。

「もう！」

　雪菜は傷ついたように頰ほおを膨らませて、古城の下から抜け出した。

　古城は、何事もなかったようにぐっすりと眠り続けている。そのことになんとなく腹立たしさを覚えて、雪菜は彼の頰を指先でつねった。直後──

「──っ!?」

　マンションの外に異様な気配を感じて、雪菜が弾はじかれたように立ち上がる。

　考えるよりも先に、身体からだが動いていた。壁かべ際ぎわに立てかけてあったギターケースから、銀色の槍やりを抜き出して構える。金属製の柄つかが滑なめらかにスライドして、三枚の刃やいばが展開した。

　魔ま力りよくを無効化し、ありとあらゆる結界を斬きり裂く破は魔まの槍。〝雪せつ霞か狼ろう〟と名づけられた獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器だ。

　雪ゆき菜なが構えた槍の切きっ先さきは、窓の外へと向けられている。

　古こ城じようたちの自宅があるのはマンションの七階。その窓の外の空中に、奇怪な影が浮かんでいた。花嫁のような銀色のドレスを着た、小柄な人影。整いすぎた人じん外がいの美貌を持つ少女である。

「あなたは……!?」

　刺さるような冷たい視線を浴びながら、雪菜はベランダへと飛び出した。

　雪菜が警戒している理由は、少女が殺気を放っていたからではない。その逆だ。少女からはなんの感情も感じない。ただ無表情に雪菜たちを見ているだけ。

　まるで意思を持たない機械のように──

「人工眷けん獣じゆうへの魔力供給源を捕ほ捉そく……」

　少女の唇が言葉を紡ぐ。決められた手順プログラムを実行するだけの無機質な声こわ音ねだ。ガラス玉のような緑色の瞳が見つめていたのは、眠り続ける古城の姿だった。

　彼女が伸ばした左手が、雪菜の胸元へと向けられる。

「目撃者の排除を開始。執行エクスキユート──」

　その呟つぶやきが終わる前に、少女の左腕が上下に大きく割れた。腕の中から現れたのは、山刀マチエツトに似た巨大な刃だ。

　なにもない虚こ空くうを蹴けって、少女が跳んだ。

　刃と化した左腕を振り上げ、そのまま雪菜を襲しゆう撃げきしようとする。

　だが、それよりも雪菜の動きのほうが早かった。ベランダの手すりを蹴って雪菜は空中へと舞い上がり、銀色の槍で少女の左腕を受け止める。そして──

「伏ふし雷いかずちっ！」

　相手の攻撃の威力を利用した雪菜の踵かかと蹴げりが、垂直に少女の顎あご先さきを襲った。

　呪じゆ力りよくを帯びた打撃をまともに喰くらって、少女の上体が大きく仰のけ反ぞる。

　しかし彼女が地上へと落下することはなかった。少女の右手から伸びた透明な糸が、彼女の身体からだを空中につなぎ止めたのだ。

　ふと気づけばマンションの周囲には、無数の糸が、蜘蛛くもの巣のように張り巡らされていた。彼女はその糸を利用して宙に浮き、古城のことを観察していたのだ。

「目撃者の脅威度判定を更新。高レベルの攻魔師と推定。確保プロセス失敗フエイリユア。離脱──」

　屈強な獣じゆう人じん種しゆすら昏こん倒とうさせる雪菜の蹴りを受けながら、少女が苦痛を感じている気配はなかった。驚く雪菜の目の前で、少女の身体が上昇を始める。

　人間の関節では不可能な動きで糸をたぐり、逃走しようとしているのだ。

「屋上に……!?」

　少女の目的地に気づいて、雪ゆき菜なは頭上を見上げた。そこに少女の仲間が待機している可能性は高い。迂う闊かつに追撃するのは危険だ。

　それでも、このまま彼女を放置するわけにはいかなかった。

　少女の狙いは、おそらく古こ城じよう。そして雪菜は彼の監視役なのだから。

　雪菜は槍やりを握り直して部屋に戻り、眠っている古城の横顔を見つめた。

「先輩、少しだけ待っててください──」

　独ひとり言ごとのようにそう呟つぶやいて、屋上へと走り出す。
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　太陽光発電のパネルに覆われたマンション屋上には、真昼の熱気が籠こもっている。

　その強い陽ひ射ざしの中に立っていたのは、時代遅れのロック歌手に似た薄汚れた白衣の男だった。非常階段を駆け上がってきた雪菜を無ぶ遠えん慮りよに眺めて、彼は無造作に酒さか瓶びんを傾ける。

「アスタルテの眷けん獣じゆうに送りこまれている魔ま力りよくを追跡してたら、意外な連中に当たったな。なあ、スワニルダ？　獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎがいるってことは、第だい四よん真しん祖そが実在するって噂うわさも本当か？」

「肯定」

　男の呼びかけに答えたのは、銀色のドレスを着た影だ。透明な糸を操って、空中から古城を監視していた少女。彼女のほっそりとした左腕の先端は、巨大な刃物に変形したままである。

　感情のない緑色の瞳が、敵対する雪菜を静かに映している。

「人形師様マイスター、当該剣巫の装備は、オリジナルの七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーと推定されます。蓋がい然ぜん性せいは八十八パーセント──」

「なるほどねぇ。ロタリンギアの殲せん教きよう師し殿どのが、どこで七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの戦闘データなんてものを手に入れたのか不思議に思ってたんだが、これでひとつ謎なぞが解けたなぁ。察するにキーストーンゲートでオイスタッハを止めたのも、おまえらってわけか」

　雪菜の槍を一いち瞥べつしながら、男は不敵に微笑ほほえんだ。

　彼らと正面から対たい峙じした雪菜は、〝雪せつ霞か狼ろう〟を油断なく構えて銀色のドレスの少女を睨にらむ。純白の髪を持つ美貌の少女。彼女の正体に、雪菜はすでに気づいていた。

「人工生命体ホムンクルス……いえ、機械人形オートマタですか……！」

「どうせなら、人造人間ヒユーマノイドと呼んで欲しいねぇ。スワニルダは、そこらの量産品の人形とは違う。俺が心血注いで造り上げた、最愛の女性ヒトだからさ」

　男はそう言って、彼がスワニルダと呼んだ少女を抱き寄せる。

　それに対するスワニルダの反応はごく自然で、とても人形とは思えなかった。むしろ普通の人間よりも、より完全な人間に近く感じられる。

「人工生命体ホムンクルスを素そ体たいにした機械人形オートマタの製造は、聖せい域いき条約で禁止されているはずです」

　雪ゆき菜なが怒りを圧おし殺したような声で指摘した。

　まるで生きているかのように自然な機械人形オートマタ──スワニルダの完成度の秘密は、彼女が本当に生命を持っているからだ。

　スワニルダは、人工生命体ホムンクルスの細胞を機械と融合させて生み出した機械化人工生命体サイバネテイツクス。すなわち文字どおりの〝生ける人形〟なのだ。

　だがそれは、スワニルダという一人の少女の肉体を切り刻み、単なる機械モノへと近づける行為に等しい。今の彼女は、もはや生物とも機械とも判別できない、どっちつかずの不安定な存在だ。そんなものを創つくり出すことが、道義的に許されるはずもない。だからこそ人工生命体ホムンクルスの機械化は、魔族と人類の共存を目的とする聖せい域いき条約でも、絶対の禁きん忌きとされているのだ。

　しかし人形師と呼ばれた男は、そんな雪菜の怒りを平然と受け流す。

「聖域条約、か……ハッ、芸術の価値を理解できない凡ぼん俗ぞくどもに、〝永遠〟すら生み出す俺の才能を縛しばれるとでも？」

「……才能？」

「そうさ。彫刻家が石から作品を彫り出すように、俺は人工生命体ホムンクルスから芸術を創り出す。俺の死後も生き続ける〝永遠〟のアートをな」

「そんなことのために……彼女を機械人形オートマタに……!?」

　激げつ昂こうする雪菜と人形師のやりとりを、スワニルダは表情も変えずに聞いていた。

　彼女の姿を見て、雪菜は思い出す。生命を弄もてあそぶような形で生み出された人工生命体ホムンクルス──その実例を雪菜はもうひとつ知っていた。

「まさか、アスタルテさんを造ったのも……！」

「ああ。俺だ。ロタリンギアの殲せん教きよう師し殿どのの依頼でね」

　人形師は、悪びれた様子もなく即答する。

「何週間も生きられないような欠陥品には、正直、興味はなかったんだが、あれが〝永遠〟を手に入れたのなら話はべつだ。ちょっと連れ戻そうと思ってね」

「アスタルテさんを……連れ戻す？」

　雪菜が更に表情を硬くする。

　アスタルテは、本来は吸血鬼にしか使し役えきできないはずの眷けん獣じゆうを体内に埋めこんだ試験体だ。

　眷獣の実体化に必要な魔ま力りよくを供給できない彼女は、自らの寿命を削って、眷獣に与え続けていた。その結果、彼女の命は保もってあと数週間といわれていたのだ。

　しかし古こ城じようとの出会いによって、状況は変わった。

　古城はアスタルテから眷獣の支配権を奪い、彼女の眷獣が第だい四よん真しん祖その魔力で動けるように、無理やり契約を書き換えた。いわば魔力の仕送りだ。

　だから現在のアスタルテは、寿命を奪われることなく眷獣が使える。彼女は世界で唯一の、真しんに眷獣と共生可能な人工生命体ホムンクルスになったのだ。

「彼女を連れ戻して、どうするつもりですか？」

　雪ゆき菜なが人形師を睨にらんで訊きく。人形師は美味うまそうに酒を舐なめながら唇を吊つり上げ、

「決まってるだろ。スワニルダの部品にするのさぁ。至高の芸術作品を生み出すためのなぁ」

「そんなことはさせません。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎの権限で、あなたをここで逮捕します」

　右手で槍やりを構えたまま、雪菜は左手で呪じゆ符ふを取り出した。式しき神がみを応用した拘束用の呪符だ。

　アスタルテの罪はすでに裁かれて、彼女はようやく平へい穏おんな日常を手に入れようとしている。

　人形師が彼女の生みの親だとしても──いや、だからこそ、彼にアスタルテを渡すわけにはいかないのだ。

「ふん……」

　しかし人形師は、身構える雪菜の全身を、舐め回すようにじっくりと観察して、

「おまえ、綺き麗れいな肌をしているな」

「な、なにを……!?」

「ちょうどいい。そろそろ、スワニルダの表皮を張り替えたいと思ってたところだ。おまえも〝永遠〟の一部にしてやるよぉ」

「っ!?」

　歪ゆがんだ欲望の視線を向けられて、雪菜の全身に悪お寒かんが走る。

　その直後、スワニルダがゆっくりと右腕を上げた。

　彼女の指先から伸びた透明な糸が、陽光を浴びて輝いていた。糸が伸びた先に置かれていたのは、革製の大型スーツケースだ。ケースの蓋ふたが勝手に開き、中から新たな人形が現れる。

　新たな人形の数は二体。

　球体関節を剝むき出しにして、鋭い刃のような四し肢しを持つその姿に、スワニルダのような生々しさはなかった。彼女たちは完全な戦闘用の機械人形オートマタなのだ。人形師は、雪菜を彼女たちと戦わせるつもりで、屋上へと誘おびき寄よせたのだろう。

「ヘルシリア、スアーダ、戦闘出力で起動。統合演算開始。執行せよエクスキユート──」

　スワニルダが人形たちに攻撃を命じた。

　昆虫のような複眼を輝かせ、二体が左右から雪菜を襲ってくる。

　一瞬のズレもない完全な同時攻撃だった。

　刃やいばと化した四し肢しが大気を裂き、人体ではあり得ない角度から雪菜を襲ってくる。

　その凄すさまじい速度に雪菜は圧倒された。感情を持たない人形たちの攻撃に殺意はなく、そのことが逆に雪菜を幻惑させる。回避のタイミングがつかめない。

「速い……っ！」

　左から、右から、絶え間なく続く人形たちの猛攻に、雪菜は次第に追い詰められていく。

　戦闘用にチューンされた人形たちの斬ざん撃げきは、速く、そして重かった。それでも一体ずつが相手なら、雪菜がてこずるほどの相手ではない。攻撃を終えた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、反撃するのは難しくないはずだった。だが、それを許さないのが、対ついになる人形の存在だ。

　人形たちは、互いの隙すきを補い合って雪菜の反撃を防ぎ、雪ゆき菜なの逃げ道を塞ふさいでいく。

　自らの意思を持たない二体の人形は、司令塔であるスワニルダに操られることで、一個の精密機械のような、完全な連携攻撃を可能にしているのだ。

「へえ。さすがは獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ。よく防ぐな……霊れい視しで一いつ瞬しゆん先の未来を視みてるのか」

　人形師が本気で感心したように呟つぶやいた。彼にしてみれば、雪菜が人形たちの攻撃を防ぎ続けていることのほうが、むしろ驚きなのだろう。

「だが、読み合いで機械人形オートマタの演算能力に勝てるかな？　ああ、そうだ……その娘の肌には、なるべく傷をつけないようにな、スワニルダ」

「命令受諾アクセプト──」

　純白の髪の人形が、たん、と軽く足元を蹴けった。左腕の巨大な刃物を構えたまま、雪菜を目がけて加速する。

「しまっ……！」

　迫り来るスワニルダに気づいて、雪菜は表情を凍らせた。人形二体の猛攻を受けていた雪菜に、三体目の敵を防ぐ余裕はない──

　金属と骨がぶつかるような、鈍い激突音が響く。

　それまで無表情だったスワニルダの瞳に、初めて戸惑いの光が浮かんだ。

　人形師が、ぐっ、と唇を歪ゆがめる。雪菜の心臓を貫く直前、横殴りの衝撃がスワニルダを襲って、刃やいばの軌道を逸そらしたのだ。

　突然飛び出してきて雪菜を救ったのは、気け怠だるそうな表情を浮かべた部屋着姿の少年だった。その唇の隙間からは鋭い牙きばがのぞき、彼の全身は眩まばゆい黄金の稲妻に包まれている。

「先輩……!?」

　雪菜が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。風邪で寝ていたはずの古城が、膨大な魔ま力りよくを撒まき散らしながら現れたことに困惑しているのだ。

　一方の古城は、寝癖のついた前髪を面倒くさそうに搔かき上げて、

「……たく、他人ひとん家ちの屋上で、なに騒いでんだよ、おまえら」

　どこか冷え冷えとした口調でそう言った。

　紅あかく燃える瞳で睨にらまれたスワニルダが、二体の人形を引き連れて距離を取る。第だい四よん真しん祖その襲しゆう撃げきから、主人である人形師を護まもろうとしたのだろう。

「先輩、どうしてここに……!?」

　銀色の槍やりを旋せん回かいさせて、体勢を立て直しながら雪菜が訊きいた。

　そんな雪菜を、古城は不機嫌そうに睨ねめつける。

「姫ひめ柊らぎが心配だったからに決まってるだろ！　一人で勝手に出て行きやがって！」

「で、ですけど、体調は──」

「体調？　全然問題ねェな……生まれ変わったみたいにスッキリした気分だぜ。ご機嫌だ」

　そう言って古こ城じようは獰どう猛もうに笑った。その発言を裏付けるかのように、彼の全身を覆う稲妻が、黄金の輝きを増していく。

「……え？」

　そんな古城の雄々しい姿を、雪ゆき菜なは不安げな表情で見つめた。

　たしかに今の古城には、意識を失う直前までの、衰弱した印象は感じられない。顔色もそう悪くない。

　だからといって普段の古城とも印象が違う。

　雪菜が知っている暁あかつき古城は、第だい四よん真しん祖その力を持て余し、疎うとんでいるような少年だったはずだ。しかし今の古城はそうではない。己の力を完全に掌しよう握あくし、愉たのしんでいるような気配すらある。
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「手を出さないでくれないか、第四真祖。俺たちは、アスタルテへの魔力供給源が何者なのか確認できれば、それでよかったんだ。おまえにはもう用はない。俺たちの邪魔をする気なら、おまえの代わりに、そこにいる剣けん巫なぎの娘を引き裂いて肉片に変えるぞ」

　空になった酒さか瓶びんを投げ捨てて、人形師が言った。世界最強と呼ばれる吸血鬼と対たい峙じしながらも、萎い縮しゆくした様子は微み塵じんもない。不老不死の真祖を滅ぼすことはできないまでも、無力化する手段ならいくらでも持っている、と古城を蔑さげすむような眼まな差ざしで無言のうちに語っている。

　しかし古城は、その人形師を猛たけ々だけしく睨ねめつけて牙きばを剝むいた。

「それはこっちのセリフだぜ。人形遊びなら家でやれよ、オッサン」

「……遊び……だと？」

　人形師が、嫌悪感もあらわに表情を歪ゆがめた。芸術家を自称する彼にとって、自分を素人しろうと同然のコレクターと同列に扱われるのは、許されない侮辱なのだろう。

　しかし殺気を孕はらむ人形師の瞳を見返して、古こ城じようはなおも挑発的に首を振る。

「他人の趣味をどうこう言う気はねェけどな、等身大のフィギュアはさすがに引くぜ！　ドン引きだ！　つか、そいつらの服装はあんたの趣味かよ？　エロすぎんだろ！」

「俺の、芸術を！　そこらの俗物どものオモチャと一緒にするなっ！」

　人形師が怒りにまかせて荒々しく吼ほえた。

　アスタルテへの魔ま力りよく供給源を突き止めるという、彼の目的はすでに達成されている。もはや人形師には危険を冒おかしてまで雪ゆき菜なや古城と戦う理由はない。だがそれを冷静に判断するだけの分ふん別べつは彼の頭から消えている。おそらくそれが古城の目的だったのだろう。人形師の逃走を防ぐため、わざと怒りの矛先を自分に向けさせたのだ。

　そんな古城の冷徹な判断に、雪菜はますます不信感を募らせる。

　こんな頭脳的な戦闘スタイルは、雪菜が知っている古城のやり方ではない。

　いや、正確にいえば、むしろこれが本来の彼の性格なのかもしれない。

　バスケ部のエースだった中学時代の古城なら、試合中に相手を挑発するような駆け引きにも慣れていたはずだ。つまり今の古城は、そのころの身勝手で好戦的な性格に戻っている。普段隠している本音が、だだ洩もれになっている状態なのだ。

「やつを殺せ、スワニルダ！　何度でもだ！」

「命令受諾アクセプト──」

　人形師の命令に従って、スワニルダが戦闘を再開した。三体の人形がそれぞれ散開して、古城たちを包囲する。歯車や発条バネの音を軋きしませて、彼女たちは変形を始めていた。胸部が大きく左右に割れて、無ぶ骨こつな回転式機関砲が現れる。

　機関砲の弾丸として装そう塡てんされているのは、長さ十センチほどの金属針だった。対吸血鬼用の金属杭投射銃ニードルガン──何十年も前に製造が禁止された、非人道的殺傷兵器だ。

「先輩、気をつけてください。彼女たちは──」

「ああ。アスタルテに似てるけど、生命力は感じねェな。ただの人形か」

　ギリ、と奥歯を鳴らして古城が息を吐く。

「だったら、手加減の必要はねえな！　悪く思うなよ──！」

　そう言い終える前に古城が動いた。吸血鬼ならではの凄すさまじい跳躍力と敏びん捷しよう性せいだった。機関砲を構えた人形の懐ふところまで、いっきに間合いを詰めて潜りこむ。

　古城が無造作に放った拳こぶしが、機関砲の砲身をへし折った。その衝撃に耐えきれずに吹き飛んで、人形ヘルシリアが屋上のフェンスへと叩たたきつけられた。

　もう一体の人形スアーダは、古こ城じようの背中に向けて金きん属ぞく杭くいを射出する。仲間ヘルシリアを巻き添えにしてでも、古城を殺そうとしたのだ。

　しかし古城は、稲妻をまとう右手を無造作に振って、毎分数百発の速度で飛来する金属杭のすべてを叩たたき落とした。その雷らい撃げきは人形スアーダをも巻きこんで、彼女の全身を焼き焦がす。

「な……!?」

　一方的に人形たちを蹂じゆう躙りんする古城の姿に、雪ゆき菜なはただ絶句する。

　雪菜を追い詰めた戦闘人形オートマタたちの反撃を、古城は歯し牙がにもかけていない。スワニルダの演算能力をもってしても、古城の動きをとらえきれないのだ。今の古城はあまりにも強すぎる。

「……ヘルシリア、損傷率四十七パーセント。スアーダ、損傷率不明。再起動を試行。失敗フエイリユア」

　スワニルダは戦闘を続けていたが、すでに勝敗は決していた。

　彼女の右手につながれていた糸が、次々に音を立てて切れていく。

　古城が放つ稲妻が銃撃を撃ち落とし、人形たちが振り下ろす刃を吸血鬼の筋力が粉砕する。倒れて動けなくなった人形を、古城は酷こく薄はくに踏みにじる。

「第だい四よん真しん祖その力を、完全に制御している……これが先輩の……本気の姿!?」

　その間、雪菜は一人で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　古城に対して初めて恐怖を感じる。今の古城は、完全に吸血鬼としての能力を使いこなしていた。それだけでなく、魔ま族ぞくとしての凶悪な本性まで剝むき出しにしているように感じられる。

　今の古城はまさしく世界最強の吸血鬼だ。天災にすら匹敵するといわれる怪物だ。だからこそ彼を監視するために雪菜が派遣されてきたのだ。彼を抹殺するための、破は魔まの槍やりを携えて。

「ちっ……」

「機関部に深刻な損傷が発生。予備回路起動。自壊モード」

　苛いら立だたしげに舌打ちする人形師に、スワニルダが淡々と報告する。

　彼らの意図を察した雪菜が青ざめた。

「先輩！」

「自爆する気か！」

　古城も状況を把握する。壊れかけの人形たちが、最後の力を振り絞って跳躍。頭上から雪菜たちを襲ってくる。そのまま雪菜たちにしがみつき、自爆しようとしているのだ。

　しかし古城の反応は、彼女たちよりも速かった。

　古城の右腕から撒まき散らされた魔力が密度を増して、巨大な獣の姿に変わる。自らの意思を持つほどに濃縮された魔力の塊かたまり。吸血鬼が自らの血の中に従える、異界からの召しよう喚かん獣じゆう。眷けん獣じゆうだ。

「疾く在れきやがれ、〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟──」

　古城の魔力が実体化させたのは、巨大な雷光の獅し子しだった。

　全長十数メートルを超える巨体が、まさしく紫し電でんの速度で疾しつ駆くし、二体の人形を薙なぎ払う。雷光の獅子の一撃は人形たちを瞬しゆん時じに焼き尽くし、残ざん骸がいすら残さずに消滅させた。

　その余波は巨大な爆風となって周囲に吹き荒れ、絃いと神がみ島じまの人工の大地を地震のように激しく揺らす。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの力は、たかが機械人形オートマタを相手にするには、あまりにも大きすぎたのだ。

　叩たたきつけてくる灼しやく熱ねつの衝撃波を、雪ゆき菜なは銀色の槍やりを楯たてにしてどうにか防ぐ。魔ま力りよくを無効化する〝雪せつ霞か狼ろう〟は、真祖の眷獣にも対抗し得る唯一の武器だ。

　しかし古こ城じようの攻撃に巻きこまれたのは雪菜だけではない。

「スワニルダ！」

　人形師が絶叫する。彼を庇かばうように立っていた純白の髪の機械人形オートマタが、激しい火花を散らしてよろめいていた。彼女の体内に埋めこまれた機械が、落らく雷らいの影響をもろに浴びたのだ。

　クソが、と吐き捨てるようにうめいて、人形師がスワニルダを抱き留めた。

　その直後、彼の周囲に炎の紋様が浮かび上がる。

　足元に撒まいた強い酒アルコールを触しよく媒ばいにして、魔法陣を描いたのだ。

　スワニルダの身体からだを抱えたまま、人形師の姿が消滅した。

　練達者級の魔法使いでなければ制御できないといわれる、空間転移の術式である。退廃的な外見に反して、人形師の正体は、凄すさまじい技量を持つ高位魔術師だったらしい。雪菜の霊れい視しをもってしても、彼らを追跡することは不可能だ。

「逃がしたか……ま、あれだけ痛めつけとけば、少しは懲こりただろ」

　人形師たちがいなくなった屋上を見回して、古城が、どこか清すが々すがしげな口調で言う。周囲にこれだけの魔力を撒まき散らしておきながら、まるで反省した様子がない。

　雪菜はそんな無責任な態度の古城を、泣き出しそうな顔で睨にらみつけ、

「やりすぎです、先輩！　制御できたからよかったようなものの、こんな街中で第四真祖の眷獣を使うなんて！　一歩間違えばこの都市まちが消滅してたかもしれないんですよ！」

　他人ひと事ごとのように肩をすくめる古城に、雪菜は本気で憤ふん慨がいする。

　雪菜は古城の監視役だ。もしも古城が人類にとって危険な存在となったときには、彼を抹殺しなければならない。もちろん雪菜もそんなことを望んでいるわけではないが、古城がこのまま第四真祖の力に溺おぼれ、それを己の欲望のままに弄もてあそぼうとするのなら、彼を止めないわけにはいかない。世界最強の吸血鬼の力は、あまりにも危険過ぎるからだ。

　しかし古城は、詰め寄ってくる雪菜を軽くあしらうように攻撃的に微笑ほほえんで、

「上手くいったんだから、問題ないだろ。姫ひめ柊らぎが無事だったのなら、それでいいよ」

「え？　あ……た、助けてくださって、ありがとうございました……じゃなくて！」

　平然と答えてくる古城に、雪菜は思わず感謝の言葉を口にする。雪菜の怒りが途切れた一いつ瞬しゆんの隙すきを見計らって、古城は彼女の手を握って乱暴に引き寄せた。

「でも、そうだな。どうせなら、感謝の気持ちは態度で示してくれないか」

「た、態度って……!?」

「そうだな。たとえば、こんなふうに──」

　古こ城じように力強く抱きしめられて、雪ゆき菜なは一いつ瞬しゆん、呼吸を止める。咄とつ嗟さに抵抗しようとしたが、吸血鬼である古城の力には逆らえない。

「だ、だめです、先輩！　わたしは先輩の監視役ですし、こ、こんなところでは人に見られてしまいますから──」

　弱々しい声で雪菜が叫んだ。いつになく積極的な古城に惹ひかれるものを感じながらも、やはり彼の本性は危険な吸血鬼だったのだろうか、と苦悩する。

　そんな彼女の葛かつ藤とうも知らずに、古城は雪菜を押し倒そうと更さらに体重を預けてきた。

　そして──

　そのまま重力に引かれて、勢いよく屋上に倒れこむ。

　頭ず蓋がい骨こつがコンクリートに激突する、ゴッという音が鈍く響いた。

　それきり古城は動かなくなる。

「あ、あの……先輩？」

　うつ伏せに倒れたままの古城を見つめて、雪菜は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　なにが起きたのかわからないまま、雪菜は失神した古城を抱き起こし、

「熱あつっ……！」

　そのときになってようやく雪菜は、古城が発熱していたことに気づく。

　あれだけ激しく動き回ったのだから当然だが、明らかに異常なほど体温が上がっていた。

　原因は、風邪かぜだ。

　情緒不安定になって奇行に走るのは、吸血鬼風邪の症状のひとつ。

　妙に好戦的だった古城の態度も、第だい四よん真しん祖その能力を完全に使いこなしていたことも、高熱に浮かされての奇行に過ぎなかったということらしい。

　おそらく次に目を覚ましたとき、古城は自分が真祖の力を制御していたことや、人形師たちと戦ったことも、すべて忘れてしまっているだろう。

　彼の異変に振り回されて散々苦悩させられた雪菜は、なんですかもう、と深い溜ため息いきをつく。

　だが古城は、そんな意識も定かではない状態で、雪菜のことを助けに来てくれたのだ。

「あなたは本っ当に仕方のない吸血鬼ヒトですね……ばか！」

　眠りに落ちた古城を膝ひざ枕まくらして、雪菜は彼の髪に優しく触ふれた。

　吸いこまれそうに青い夏空の下で、爽さわやかな午後の海風が、二人の頰ほおを撫なでていく──

　　　　　　　　　　６

　翌日──

　目覚めた古城の視界に飛びこんできたのは、至近距離から自分を見下ろす凪なぎ沙さの顔だった。見慣れた自宅マンションの一室。古こ城じようのベッドの上である。

「あ、起きた。気分はどう、古城君？」

　気遣うような妹の声に戸惑いながら、古城はゆっくりと上体を起こした。

　窓から見える空は、夕ゆう陽ひを浴びて赤く染まっている。夕暮れが近いのだ。それを見上げて古城は更さらに困惑した。眠る前からの記憶がまったくない。

「凪なぎ沙さ？　あれ……俺は……？」

「風邪かぜ引いてぶっ倒れたの。心配したんだよ。丸一日ずっと眠りっぱなしだったんだから。雪ゆき菜なちゃんにもお礼言っておいてね。昨日は凪沙の代わりに学校休んで看病してくれたんだよ」

　凪沙が呆あきれたように溜ため息いきをついた。

　ベッドの隣にちょこんと座っていた制服姿の雪菜に気づいて、古城は半信半疑で眉まゆを寄せ、

「そう……なのか？」

「やっぱり覚えてないんですか？　昨日のこと」

　雪菜が小首を傾かしげながら訊きいてきた。ああ、と古城は額を押さえて首を振る。

　体調は、もう悪くない。熱もないし、喉のどの痛みも感じない。

　少し身体からだが重い気がするが、それは起き抜けのせいだろう。しかし昨日あったはずの出来事は、どうやっても思い出せなかった。

「いや、全然……朝、凪沙に叩たたき起こされて、なんとなく怠だるかったことくらいしか……」

「そうですか。では、昨日、わたしにしたことも忘れてしまったんですか？」

　雪菜が責めるような目つきになって、古城を上うわ目め遣づかいに睨にらんでくる。

　え、と驚いたように目を見張る凪沙。

「ちょ……ちょっと待った。俺が姫ひめ柊らぎになにかしたのか？」

　古城は言葉にならない不安を覚えて、掠かすれた声で訊き返した。

　そんな古城をじっと見つめて、なぜか雪菜は安心したようにふっと息を吐く。

「ふふっ……教えてあげません」

「なんだそれ？　気になるだろ！」

　落ち着かない気分で心臓を押さえて、古城が喚わめいた。凪沙が無言で怒りのオーラを放ち始めていた。病気で学校を休んでいたはずの兄が、自宅で自分の同級生に手を出していた、と知った妹としては当然の反応だ。しかしもちろん古城には、身に覚えなどまったくない。

　完全に追い詰められた古城が、救いを求めるような眼まな差ざしを雪菜に向ける。

　その頼りない第だい四よん真しん祖その表情を満足そうに見返して、雪菜は優しく微笑ほほえんだ。

「早く元気になってくださいね、先輩」

To Be Continued...　　　　　　
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　モノレールから降りてきた若い乗客が、眩まばゆい青空に目を細めた。

　すらりとした長身に、優美で華やかな顔立ちの少女だ。

　彼女が着ているのは、関西地区にある名門女子校の夏の制服。左の肩に背負っているのは、キーボードを運ぶための黒い楽器ケースだった。

　ポニーテールの長い髪が、強い海風に吹かれて揺れている。

　獅し子し王おう機き関かんより正式に六式重装降魔弓デア・フライシユツツを与えられた攻こう魔ま師し──〝舞ま威い媛ひめ〟煌きら坂さか紗さ矢や華かである。

「うー……暑あっつ……」

　額の汗を拭ぬぐいながら、紗矢華は苛いら々いらと溜ため息いきを洩もらす。

　彼女が訪れているのは絃いと神がみ島じま。東京の南方海上三百三十キロ付近に浮かぶ、常とこ夏なつの〝魔族特区〟である。すでに初秋にもかかわらず、島の気温は四十度に近かった。亜熱帯の強烈な陽ひ射ざしが、カーボンファイバーと樹脂と金属と、そして魔術で造られた人工の大地を容よう赦しやなく炙あぶり続けている。

　アスファルトの路上には、陽かげ炎ろうがゆらゆらと揺れていた。

　本土から到着したばかりの彼女の体力を、蒸し暑く湿った大気がじわじわと奪っていく。

「ハイテクな人工島っていうから少しは期待してたのに、なんなのよもう……暑いし、電車は混んでるし、暑いし、路線図は不親切だし、暑いし。おまけにこの道って、もしかして──」

　周囲の建物を一いち瞥べつして、紗矢華は不安そうに唇を歪ゆがめた。

　緩やかな上り坂に沿って建ち並んでいるのは、派手な装飾を施ほどこされたホテルの群れだ。旅行者向けの宿泊施設ではない。明らかに男女のカップルを意識した、いわゆるラブホテルというやつである。それに気づいて、紗矢華は軽く動揺する。

　まだ昼間とはいえ、高校の制服姿の女子が一人きりでホテル街をうろついていたら、傍はた目めにどんなふうに思われるか、想像するだけでも不愉快だった。

「ねえねえねえ、きみ、一人？　暇してる？」

「こんなところでどうしたの？」

　そんな紗矢華の行く手を遮るように、たまたま通りすがった二人組の男たちが、唐突に声をかけてくる。普段からナンパ慣れしているのか、やけに馴なれ馴なれしい態度である。

「う……」

　彼らの手首に装着された金属製の腕輪に気づいて、紗矢華は表情を硬くした。

　それは魔族登録証と呼ばれる装身具だった。〝魔族特区〟の正式な住民であることを示す身分証であり、同時に生体センサーを内蔵した監視装置だ。すなわち彼らは普通の人間ではない。絃神島の全人口の約四パーセントを占めるといわれている〝登録魔族〟なのである。

　もちろん魔ま族ぞくだからといって、彼らが人間に危害を及ぼすようなことは滅めつ多たにない。むしろ魔族登録証によって監視されているぶん、一般人よりも安全という考え方もある。

　とはいえ、相手が魔族だろうが人間だろうが、しつこくつきまとわれれば迷惑なことには変わりなかった。それでなくても紗さ矢や華かは獅し子し王おう機き関かんの任務で単独行動中なのだ。魔族に絡まれて目立つような真似まねは、絶対に避けなければならない。

「…………」

　紗矢華は顔を伏せたまま、彼らを無視して、そのまま歩き続けようとした。しかし魔族の男たちは、素早く前に回りこんで、紗矢華の逃げ道を塞ふさいでみせる。

「おおっと、どこ行くのさ？　ちょっと俺らと涼しいところで遊んで行こうぜ？」

「すみませんけど、急いでいるので」

「またまた、ちょっとくらい大丈夫でしょ。ていうか急いでるのなら送っていくよ。俺たち、この辺りには詳しいから」

「結構です」

「ねえ、ところで、きみ名前は？　荷物持とうか？」

「…………」

　強引に会話を続ける男たちにうんざりしながら、紗矢華は必死で怒りをこらえていた。

　いかに登録魔族といえども、相手は単なるナンパ男。任務中の舞ま威い媛ひめが、本気を出すような相手ではない。なんとかして穏おん便びんに彼らをやり過ごし、上司との待ち合わせの場所ポイントまで、急いで辿たどり着かなければ──そんなことを懸命に自分自身に言い聞かせる。が、

　その紗矢華の逆げき鱗りんに触れたのは、男たちの何気ない無神経なひと言だった。

「きみ、高校生でしょ？　背、高いね？　何センチ？」

　男がその言葉を口にした次の瞬しゆん間かん、紗矢華の身体からだは自覚する前に動いていた。

　男の顔面へと押し当てられた掌しよう底ていが、零ゼロ距離から強烈な一撃を叩たたきこむ。

「塡ちん星しよう──歳さい破は！」

「へ!?」

　紗矢華の攻撃を喰くらった男は、自分になにが起きたのか理解する前に、完全に白目を剝むいていた。そして、その場にへなへなと座りこむ。紗矢華が使ったのは八はつ将しよう神じん法ほう──獅子王機関の舞威媛が操る無音暗殺術である。屈強な魔族の肉体といえども、脳を直接揺らされては意識を保つのは不可能だ。

「な……!?　お、おまえ、攻魔師か──!?」

　仲間が突然やられたことに動揺して、もう一人のナンパ男が、慌あわてて腕の魔族登録証を引きちぎった。おそらく彼の正体は獣じゆう人じん種しゆなのだろう。獣化して紗矢華に対抗しようとしたのだ。

　しかし男が完全に獣化を終える前に、彼の動きは止まっていた。

　恐怖におののく男の瞳には、巨大な刃やいばが映っている。

　背中の楽器ケースから取り出した銀色の長ちよう剣けんを、紗さ矢や華かが男の首筋に押し当てていたのだ。男が抵抗を続けるなら、紗矢華の剣は彼の喉のどをあっさりと斬きり裂いていただろう。

　恐怖に硬直した男のみぞおちに、紗矢華が乱暴な膝ひざ蹴げりを放つ。

　悲鳴を上げることもできないまま、二人目の男も悶もん絶ぜつした。

「これだから……！　これだから男は嫌いなんだけど！」

　憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうのまま、紗矢華が吐き捨てるように独りごちる。

　モデルっぽいといえば聞こえはいいが、女子にしては高めの自分自身の身長が、紗矢華には密ひそかなコンプレックスなのだ。わざわざそれを思い出させてくれたナンパ男たちは、完全に意識を失って、彼女の足元に転がっている。

「……って、やばっ！」

　さすがにやりすぎた、と紗矢華が後悔するより先に、遠くからサイレンの音が近づいてきた。

　おそらく特区警備隊アイランド・ガードの保安部隊が、魔族登録証の異常を感知して駆けつけてきたのだろう。獅し子し王おう機き関かん所属の攻こう魔ま師しが、登録魔族相手に暴力を振るったとなると、間違いなく大問題になってしまう。それに気づいて紗矢華はダラダラと冷や汗を流す。

　獅子王機関の舞ま威い媛ひめ、煌きら坂さか紗矢華の絃いと神がみ島じまでの初任務は、こうして始まったのだった──
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「まったく……こんな街中で、一般市民相手に〝煌こう華か麟りん〟を振り回すとは、まったくなにを考えてるんだか。舞威媛の質も落ちたもんだね」

　数時間後。意気消沈して歩く紗矢華の胸元に抱かれて、一匹の猫が説教を垂れていた。

　しなやかな体つきの美しい黒猫である。瞳の色は輝くような金色で、細い首輪には同じ色の金きん緑りよく石せきが嵌はめこまれている。

　しかし魔術に詳しい者が見れば、その猫が普通の生物ではないことに、すぐに気づくだろう。彼女は強力な遠隔術式によって動かされている使つかい魔まなのだ。

「す、すみません。だけど、相手は魔族だったんですよ……！」

　紗矢華は、猫に向かって弱々しい口調で言い訳した。

　黒猫を操って喋しやべっているのは、獅子王機関の特任教官である縁えん堂どう縁ゆかり──すなわち紗矢華のかつての師匠だった。高たか神がみの杜もりを卒業して、正式な舞威媛の肩書きを与えられた今でも、紗矢華は彼女に頭が上がらない。尊敬しているから、というだけではなく、縁堂縁という人物の恐ろしさを、骨の髄ずいまで叩たたきこまれているからだ。

「登録魔族は立派な一般市民さね。この〝魔族特区〟ではね」

　その縁ゆかりが、気負いのない洒しや脱だつな口調で言う。

　紗さ矢や華かは拗すねたように唇を尖とがらせて、

「だいたい獅し子し王おう機き関かんの出張所が、あんないかがわしい建物ばかりの地区にあるのが問題なんだと思うんですけど！」

「ほー……なにがどういうふうにいかがわしいのか、詳しく説明してもらおうじゃないか。あれはなにをするための建物なんだい？」

　黒猫に悪戯いたずらっぽい視線を向けられて、紗矢華が、うぐ、と声を詰まらせた。もちろん猫は、答えをわかった上で紗矢華に言わせようとしているのだ。もはや凄すご腕うでの呪じゆ術じゆつ師しというよりは、ただのセクハラ上司である。

　そのくせ猫は不意に真ま面じ目めな口調になって、

「あの土地は霊れい的てきな死角になってて、人払いの結界を維持するのに便利なんだよ。地形的に外からの呪術攻撃にも強いしね」

「はあ」

　そうですか、と紗矢華はやる気なくうなずいた。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟における獅子王機関の支所が、あんなラブホテル街のド真ん中に建っていたのは、いちおうそれが理由らしい。

「あの……それより私が呼ばれた理由を教えてください。さっさと任務を終わらせて、行きたいところがあるんですけど」

　気を取り直しながら紗矢華がそう言うと、猫は不機嫌そうに目を細めた。そして首輪の隙すき間まに挟んであった写真を、器用に紗矢華の前に差し出してくる。

「これは？」

「ザカリー・多タ島ジマ・アンドレイド──欧州ヒスパニア国籍の日系人。国際指名手配中の魔導犯罪者さね。通称は〝人形師〟」

「……〝人形師〟？」

「この男は凄腕の魔術師でね。特に生体操作を得意にしていたらしい。この男が調整した人工生命体ホムンクルスは芸術品と呼ばれて、今でも凄すさまじい高値で取り引きされてる。セビリアの大学では医療魔術の教授を任されていたそうだよ」

「大学教授、ですか」

　写真の中の男性を見つめて、紗矢華は軽く困惑した。

〝人形師〟の異い名みようを持つ人物は、思ったよりも若い。白衣を羽織った長髪の男だ。不敵な自信に満ちた表情は、凄腕の魔術師という彼の評価を納得させるものだった。

「そんな人が、どうして魔導犯罪者に……？」

「この男はたしかに凄腕の魔術師だが、良心ってものが決定的に欠けていたのさ」

「良心？」

「こいつは自分の研究のために、二百名以上の人間と魔族を違法な実験で殺している。人工生命体ホムンクルスの犠ぎ牲せい者しやは、その十倍以上ともいわれてるそうだよ」

「んなっ……!?」

　猫の素っ気ない説明に、紗さ矢や華かは呆ぼう然ぜんと息を吞のむ。単なる猟奇殺人犯と呼ぶには、犠牲者の数があまりにも多すぎた。もはや殺人事件というよりは大量虐ぎやく殺さつだ。

「おまけに魔ま導どう犯罪者として指名手配されたあとも、アンドレイドに仕事を依頼する連中は後を絶たなかった。こいつが造り出す人工生命体ホムンクルスや機械人形オートマタには、それだけの価値があるってことなんだろうさ」

「……その凶悪犯が、絃いと神がみ島じまにいるんですか？」

　紗矢華が硬い声で訊きき返す。舞ま威い媛ひめである自分が、どうして突然、絃神島に呼ばれたのか、その理由がようやく理解できた気がした。

「先週、この島で捕まった密売人が証言したのさ。アンドレイドに、軍用機械人形オートマタの部品を売った、ってね」

「軍用機械人形オートマタ……」

「相手が国際指名手配中の魔導犯罪者なら、そいつの処分は獅子王機関ウチの管かん轄かつだ。〝人形師〟が持ってる技術や顧客リストも、手に入れたいところだね」

「ザカリー・アンドレイドを見つけ出して確保するのが、私の任務なんですね」

　そう言って紗矢華は、肩に掛けた楽器ケースの取っ手を強く握り締めた。

　実験と称して数多くの命を奪った魔導犯罪者が、軍用機械人形オートマタの部品を手に入れたのだ。このまま彼を放置しておけば、ろくでもない結果を招くのは確実だろう。

「やれるかい？」

　世間話のような何気ない口調で猫が訊いてくる。

　もちろん、と紗矢華は力強くうなずいた。

　対魔族戦闘に特化した剣けん巫なぎと違って、獅し子し王おう機き関かんの舞威媛は、呪じゆ詛そと暗殺が本来の任務しごとだ。現代の日本では実際に暗殺を行うような機会はないが、犯罪者の追跡や監視にも、暗殺者の技能は役に立つ。一般の警官では手に負えないような凶悪な魔術師が相手なら、それを捕まえるのに、紗矢華よりも最適な追跡者はほかにない。

「では、任せたよ。少しは成長したところを見せておくれ」

「はい」

　師匠の使い魔である黒猫に向かって、紗矢華は深々と頭を下げた。そして、ちらちらと上うわ目め遣づかいで、猫の瞳をのぞきこむ。

「あ、あの……それでですね、師し家け様さま。この任務が終わったら、有給休暇を、その、申請したいんですけど……せっかく絃神島まで来たから、雪ゆき菜なの様子を見ていこうと思って」

　猫の反応をうかがいつつ、紗矢華がおずおずと願い事を切り出した。

　紗矢華の親友でもある元ルームメイトが、獅子王機関の任務で絃神島に派遣されたと聞いたのは、ほんの数日前のことである。噂うわさによれば彼女は今、世界最強の吸血鬼とも呼ばれる第だい四よん真しん祖その監視役を命じられているらしい。それを知らされて以来、紗さ矢や華かは彼女が心配で、いてもたってもいられない気分だったのだ。

　そんな紗矢華にとって今回の任務は渡りに船だった。さっさと事件を解決し、空いた時間で姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なに会いにいく。一いち分ぶの隙すきもない完かん璧ぺきな計画だ。

　あとは上司である縁ゆかりに休暇の許可をもらうだけ──だったのだが、

「……師し家け様さま？」

　猫からの反応が妙に薄いことに気づいて、紗矢華は訝いぶかしげに顔を上げた。

　紗矢華の腕に抱かれた猫は、みゃあ、と短く鳴いて退屈そうにあくびをする。いかにも愛あい玩がん動物らしいその仕草からは、先ほどまでの人間臭さは感じられない。

　どう見てもただの猫である。主人である縁えん堂どう縁が使つかい魔まとの接続を切ったのだ。

「ちょっと、どうなってるんですか、師家様!?　私の有給の許可は!?　返事してください、師家様っ!?　馬鹿ああああああ──っ！」

　紗矢華の必死の呼びかけにも、もちろん猫はなにも答えない。

　街中で猫に向かって必死に叫び続けている紗矢華から、通りすがりの人々は、そっと目を逸そらして足早に立ち去っていくのだった。
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　人工島北地区アイランド・ノースは、企業や大学の実験施設が建ち並ぶ研究所街だ。何層もの地下街が積み重なった、殺風景で未来的な地区である。

　その片隅にある古い建物を、日傘をさした小柄な女性が見上げている。

　豪ごう奢しやなドレスと長い黒髪。人形のように整った顔立ちは幼い。美女というよりも美少女、あるいは幼女という形容がしっくりくるほどだ。

　彩さい海かい学園の英語教師にして、特区警備隊アイランド・ガードの指導教官をも任されている国家攻魔官──〝空くう隙げきの魔女〟南みな宮みや那な月つきである。

「旧スヘルデ製薬の研究所跡地、か……」

　閉鎖された建物の入り口を見上げて、那月はつまらなそうに呟つぶやいた。

　スヘルデ製薬は、欧州ロタリンギア王国に本社を置く製薬会社だ。人工生命体ホムンクルスを利用した新薬の臨床実験を行うため、〝魔族特区〟に研究施設を持っていた。ただし景気低迷と採算の悪化を理由に、研究所はすでに閉鎖されている。この建物は、その成なれの果てである。

「おまえが調整されたのは、この建物で間違いないな、アスタルテ？」

　背後を振り返って、那月が訊きいた。

　その質問に答えたのは、藍あい色いろの髪を持つ人工生命体ホムンクルスの少女だった。抑揚の乏しい無機質な口調で、彼女は淡々と説明する。

「肯定。最終調整終了日は、私のキーストーンゲート襲しゆう撃げき実行日と同一です」

「なるほど、暁あかつき古こ城じようの証言どおりというわけか。あんな素人しろうとの高校生コドモに出し抜かれるとは、特区警備隊アイランド・ガードめ……失態だな」

　そう言って那な月つきは、苛いら立だたしげに溜ため息いきをついた。

　人工生命体ホムンクルスアスタルテを連れたロタリンギア正教の殲せん教きよう師しが、絃いと神がみ島じまの中枢部であるキーストーンゲートを襲撃したのは、ほんの十日ほど前のこと。アスタルテが操る人工眷けん獣じゆうに、ゲートを警備する特区警備隊アイランド・ガードは蹂じゆう躙りんされ、人工島最下層への侵入を許してしまう。

　そんな危機的な状況から絃神島を救ったのは、那月の教え子でもある第だい四よん真しん祖そ──暁古城と、彼の監視役として政府から派遣されてきた獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎだった。古城たちは、絃神島で起きていた魔族襲撃事件から犯人の正体を割り出して、殲教師の企みを知ったのだ。

　そのとき古城たちが突き止めた殲教師たちの隠かくれ家がが、この研究所の跡地なのだった。

「ところで、アスタルテ。おまえのその服装はなんだ？」

　研究所の門をくぐる直前、ふと思いついたように那月が訊きく。

　アスタルテが身に着けているのは、就職活動中の女子大生を思わせる紺色の地味なスーツだ。サイズが合っていないのか、袖そで周りがぶかぶかで、可愛かわいらしくはあるが、正直あまり似合っているとは言い難い。

「質問認識。人工島管理公社からの支給品と回答」

「臨時職員用の制服か」

　淡々としたアスタルテの返事に、那月がフンと鼻を鳴らす。

「地味で無個性な服を与えておけば、おまえの正体を隠せるとでも思ったか。美意識に欠けた公社の職員どもが考えそうなことだな」

「〝美意識〟についての情報が不足。この服装の問題点についての補足説明を要求します」

　かすかに首を傾かしげて、アスタルテが訊き返した。

　那月は唇の端を吊つり上げて笑い、

「おまえの服は、あとで私が直じき々じきに選んでやる、という話だ。私のアシスタントをやってもらうからには相応の服装というものがある。覚えておけ、アスタルテ。〝可愛いは攻撃力〟だ」

「命令受諾アクセプト──」

　馬鹿正直な態度でうなずくアスタルテ。那月は満足げに目を細めると、研究所の敷地内へと足を踏み入れた。

　殲教師がこの研究所を隠れ家にしていたのは、アスタルテの体内に植えつけた人工眷獣の調整をするためだ。そのとき使われた調整データの痕こん跡せきは、おそらく今もまだ所内のどこかに残されている。

　ほかの魔ま導どう犯罪者の手に渡る前に、その貴重なデータを回収する──それが那な月つきの目的だった。人工眷獣の危険性は、キーストーンゲート襲しゆう撃げき事件で証明されている。アスタルテのような存在が量産される可能性を、残しておくわけにはいかないのだ。

「……人工生命体ホムンクルス用の調ちよう整せい槽そうか。思ったよりも大がかりだな」

　研究所の実験区画に辿たどり着いた那月は、フロアを見回して顔をしかめた。

　教会の聖堂を連想させる、天井の高い広い部屋だった。

　そこに整然と並べられているのは、円筒形の水槽だ。高さ二メートルを超える水槽の中には、濁った琥こ珀はく色いろの液体で満たされて、廃棄された人工生命体ホムンクルスの残ざん骸がいが浮かんでいる。それはおぞましいというよりも、どこかもの悲しい光景だった。

「眷けん獣じゆうを人工生命体ホムンクルスに植えつけるような器用な真似まねが、ロタリンギアの生なま臭ぐさ坊ぼう主ず一人にできるとは思えん。協力者がいたと考えるのが自然だが──おまえの設計者になにか心当たりはあるか、アスタルテ？」

「否定ネガテイヴ。起動前の記憶はすべて抹消されています」

　アスタルテが首を振る。無感動な薄水色の瞳からは、彼女の内心は推おし量はかれない。

　那月は静かに息を吐き、

「だろうな……それもオイスタッハに人工生命体ホムンクルスの調整を依頼された何者かの仕し業わざ、ということか」

　そう呟つぶやいて、彼女は不意に足を止めた。フロアに残る異臭に気づいて細い眉まゆを寄せる。

「フロアの入り口で待機していろ、アスタルテ。この建物に近づく者がいた場合の対応は任せる。おまえの判断で行動して構わん。排除するなり捕まえるなり、好きにしろ」

「命令受諾アクセプト」

　那月の指示に従って、アスタルテが通路を戻り始める。

　彼女をしばらく無言で見送って、那月はくるりと日傘を回した。アスタルテを追い払ったのは、那月のせめてもの心配りだった。感情を制御された人工生命体ホムンクルスといえども、仲間の残骸が漂っているような場所を見るべきではない。

「さて……と」

　制御端末の前に移動して、那月は機器の状態を一いち瞥べつした。

　研究所の電源はまだ今も生きているらしく、モニターには調整槽の状態が表示されている。しかしそこに示された数字はすべてデタラメだ。プログラムが正常に動作していないらしい。

「データはすべて消されている……が、藍あい羽ばあたりなら、この状態からでも復元サルベージするかもしれんな」

　モニターを冷ややかに睨ねめ下ろして那月は呟いた。

　那月の教え子でもある藍羽浅あさ葱ぎという少女は、人工島管理公社に高給で雇われた天才的なハッカーだ。ハードウェアさえ生き残っていれば、わずかな電子的な痕こん跡せきから、消去されたはずのプログラムを復活させることぐらいやりかねない。

「眷けん獣じゆう共生型の人工生命体ホムンクルスを生み出す技術か。人工島管理公社の連中にくれてやるのも癪しやくだが……どうしたものかな」

　ふむ、と那な月つきがめずらしく考えこむ。

　人工眷獣の技術を魔ま導どう犯罪者に渡すわけにはいかないが、だからといって人工島管理公社に任せれば安心できる、というわけでもない。公社の人間が、その技術を悪用しないという保証はどこにもないからだ。

　研究所内に残された機器を物理的に破壊してしまえば確実だが、問題は、那月が直接手を下すわけにはいかないということだった。那月は、公社の依頼でこの研究所の調査に来ているのだ。その彼女が自らデータを破壊するような真似まねをすれば、明白な契約違反である。無断で施設を破壊するには、それに足るなにかしらの大義名分が必要だった。

「…………」

　具体的な対応策を思いつかないまま、那月は施設の地下へと向かう。

　金属製の隔壁をくぐると、不快な臭気が鼻を突いた。

　薄暗い地下研究室の内部には、無数の医療機器やベッドが墓標のように立ち並んでいた。

「機械人形オートマタか……趣味の悪い真似をする……」

　診療台の上にはバラバラに解体された人ひと型がたの骸むくろが、無造作に打ち捨てられている。

　剝むき出しにされた傷口からは、錆さびた金属製の骨格や、プラスチック製の人工筋肉がのぞいていた。まるで人形の部品を使って生み出された、醜しゆう悪あくなアートを見ているようだ。

「いや……この手口、見覚えがあるな……」

　診療台の上の残ざん骸がいを眺めて、那月は小さく唇を歪ゆがめた。

　生きているかのような精巧な機械人形オートマタを生み出し、それを容よう赦しやなく部品として使い捨てる冷酷な技師。そして、人工生命体に眷獣を植えつけるような凶悪な行為を、平然とやってのける魔導犯罪者。その条件を満たす人物の名を、那月は一人だけ知っていた。

　だが、那月がその男の名を口にする前に、ギシリ、と金属の軋きしむ音が聞こえてくる。

　診療台に横たわっていた無数の機械人形オートマタが、那月の接近に気づいて、突然動き出したのだ。

「ほう……やる気か？」

　立ち上がる機械人形オートマタの姿を見て、那月が獰どう猛もうに微笑ほほえんだ。

　機械人形オートマタたちの瞳は真紅に輝き、その肉体のあちこちから、銃口や刃物が迫せり出してくる。明らかな戦闘態勢だ。おそらく機械人形オートマタたちの主人は、追跡者たちを殺すための罠わなとして、自らの作品をこの研究所に残していったのだ。

「三原則のせいで、自律型の機械人形オートマタは人間を攻撃できないはずだが──」

　自らに向けられた銃口を見返して、那月は興味深そうに呟つぶやいた。

　市販されている機械人形オートマタの起動コアには、第一非殺傷原則ひとをきずつけてはならないというプロテクトが施ほどこされている。その強固な安全装置セイフテイがある限り、機械人形オートマタが那な月つきを傷つけることはできないはずだった。

　しかし研究所に残されていた機械人形オートマタたちは、なんの迷いもなく那月に向かって発砲した。撒まき散らされた銃弾の雨が、那月の身体からだを引き裂く──と思われたその瞬しゆん間かん、彼女の姿は波紋のような揺らぎを残して、虚こ空くうに溶けこむように消滅していた。

　そして前触れもなく、那月は機械人形オートマタたちの背後に出現する。

　それでも機械人形オートマタたちは、ギシッと全身を軋きしませながら、人間にはあり得ない速度で那月の動きに反応した。だが、そんな彼女たちの全身に、空中から出現した銀色の鎖が、凄すさまじい速度で絡みつく。

「やはり一点モノワンオフの自作コアというわけか。機械人形オートマタのコアを組み立てられる魔ま導どう技師──なるほど、アスタルテの設計者の正体がわかったな」

　拘束された機械人形オートマタたちを眺めて、那月は気け怠だるげに嘆息した。

　完全に動きを封じられながらも、機械人形オートマタたちは動きを止めない。自らの関節を引きちぎるようにして、機械人形オートマタたちは強引に那月を攻撃しようとする。痛覚を持たない彼女たちは、自らの肉体が壊れてしまうことも恐れない。完全に破壊されて停止するまでは、主人の命令を忠実に実行し続けるのだ。

「貴重なサンプルだ。大人しくしていてもらおうか──」

　那月はチッと舌を鳴らして、左手に持っていた黒いレースの扇せん子すを振った。

　その直後、糸が切れたようにガクンと機械人形オートマタたちの動きが止まる。

　コトン、と硬い音を立てて床に転がったのは、精巧な回路に埋めこまれた鉱石の結晶だ。機械人形オートマタの起動コアである。空間制御の魔術によって、那月は機械人形オートマタの心臓部であるコアだけを、彼女たちの体内から抜き出したのだ。

「やれやれ、手間を掛けさせてくれたな──」

　ドレスについた埃ほこりを払って、那月が短い溜ため息いきをつく。

　起動コアを失った機械人形オートマタには、もはや那月を攻撃することはできない。研究所内に仕掛けられた罠わなは、これでひとまずは片付いたことになるはずだった。が、

「──っ!?」

　新たな呪じゆ力りよくの気配を感じて、那月は弾かれたように背後を振り返った。

　暗闇の中に浮かんでいたのは、銀色の翅はねを持つ小さな蝶ちようだ。

　わずかだが、蝶の身体からだから呪力を感じる。機械人形オートマタたちとは別系統の呪術だ。

　それに気づいた那月は左手に持った扇子を振り、不可視の衝撃波を放って蝶を撃ち落とす。

　薄っぺらな金属片へと姿を変えて、蝶の残ざん骸がいは音もなく床へと舞い散った。

「式しき神がみ……だと!?」

　ちぎれた金属片を見下ろして、那月は忌いま々いましげに唇を嚙かむ。

　銀色の蝶に、警戒するほどの戦闘力はなかった。単なる偵察用の式神だ。

　問題は、その式しき神がみが那な月つきを監視していたということ。そして那月にすらそれを気づかせなかったということだ。凄すさまじく高度な隠いん蔽ぺい能力を備えた術式と、それを完全に制御する熟練度──この蝶ちようを操っていた術者はただ者ではないだろう。

「この気配……術者が近くにいるな……」

　呪じゆ力りよくの痕こん跡せきを逆探知して、那月がチラリと唇を舐なめる。

　これほどの技量を持つ式神使いとの遭遇が、単なる偶然とは思えない。罠わなとして残されていた機械人形オートマタたちのこともある。この式神使いも機械人形オートマタたちと同様に、那月の〝敵〟だと考えたほうが自然だ。

「ふん、面白い。調査の妨害が目的か──何者かは知らんが、私の邪魔をするというのなら、高くつくぞ、式神使い！」

〝魔族殺し〟の異い名みようを持つ小柄な魔ま女じよは、吐き捨てるようにそう呟つぶやくと、冷え冷えとした殺気を漂わせ、美しく静かに微笑ほほえんだ。
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「──私の式神が撃ち落とされた!?」

　静電気に似た不快な刺激に顔をしかめて、煌きら坂さか紗さ矢や華かは低くうめいた。

　呪術を破られた反動で、指先がかすかに痺しびれている。偵察用に放った式神が、目標に接近する前に一方的に撃ち落とされたのだ。敵の攻撃の正体すら、確認することができなかった。

「噓うそでしょ……隠蔽ステルス化は完かん璧ぺきだったはずなのに……！」

　そう呟いて紗矢華は、背負っていた楽器ケースから剣を抜く。

　紗矢華がいるのは、〝人形師〟アンドレイドの潜伏先と思われる古い研究所の跡地だった。所内には〝人形師〟が仕掛けた罠わなが多数残されている。早い段階でそれに気づいた紗矢華は、迂う闊かつに動き回るのを避けて、式神による隠おん密みつ偵察に徹していたのだ。

　しかし、式神が撃破されたことで、紗矢華自身の姿を隠していた結界も破れ、〝人形師〟の罠のいくつかが発動したらしい。研究所内に残されていた機械人形オートマタが起動して、紗矢華に近づいてくる気配がある。

　敵の数は全部で二体。銃器を内蔵した武装機械人形オートマタだ。

「できれば使いたくなかったんだけど、そうも言ってられないか──〝煌こう華か麟りん〟！」

　銀色の長ちよう剣けんを振り上げて、紗矢華は柱の陰から飛び出した。

　武装機械人形オートマタが紗矢華に反応して、両腕に内蔵されていた機関銃を連射する。しかし紗矢華は、降りそそぐ銃弾に構わず、剣を無造作に振り下ろした。

〝煌華麟〟と名付けられた紗矢華の剣には、空間結合そのものを切断するという付加効果がある。あくまでも呪術的に再現しただけの疑似空間切断だが、そうやって生み出された空間の断層は、いかなる物理攻撃をも完全に遮断することが可能だった。機関銃の弾丸程度で、その絶対防御を撃ち破るのは不可能だ。

　そして銃撃が途絶えた一いつ瞬しゆんの隙すきを衝つき、紗さ矢や華かの斬ざん撃げきが機械人形を薙なぎ払う。金属製の骨格ごと中枢部を破壊され、機械人形オートマタはあっさりと動きを止めた。

　続けて紗矢華は、壁越しにもう一体の機械人形オートマタへと剣を突き出した。

　空間そのものを斬きり裂く彼女の剣にとっては、分厚いコンクリートの壁すら存在しないのと同然だ。起動コアを貫かれた機械人形オートマタは、為なすすべもなくその場に崩れ落ちる。

「とりあえず、これで邪じや魔ま者ものは片付いたけど……問題はさっきの魔術師よね……」

　再び柱の陰に身を潜めて、紗矢華は乱れた呼吸を整えた。

　紗矢華の現在地は、研究所の地下四階だ。敵の魔ま術じゆつ師しとの距離は、まだ十分に離れている。今の銃声に気づかれたとしても、紗矢華の正確な位置を把握することはできないはずだ。

「あの魔術師も、〝人形師〟の仲間なの？　まったく……機械人形オートマタの相手だけでも面倒だってのに……！」

　ぼそぼそと口の中で文句を垂れつつ、紗矢華は再び式しき神がみを放った。

　今回の目的は敵の正体を確認することだ。そのためなら敵に発見されても構わない。だからステルス性能よりも探知能力を優先した術式を組み上げる。

　金属製の呪じゆ符ふは銀色のフクロウへと姿を変え、音もなく闇の中へと飛び立った。紗矢華が得意とする強行偵察型の式神である。が、

「──っ!?」

　送り出して一分も経たたないうちに、紗矢華の目の前で青白い火花が散る。式神が撃ち落とされたのだ。

「噓うそ……どうして!?　さっきまで西館にいたはずなのに……!?」

　呪術の反動に耐えながら、紗矢華は必死で混乱した思考をまとめようとする。

　二体目の式神が撃ち落とされたのは、最初に敵を発見した場所から二ブロック以上離れた場所だった。紗矢華が目を離したわずかな時間に、移動できる距離ではないはずだ。

　しかし紗矢華が冷静さを取り戻す前に、冷たい手に触れられたような悪お寒かんが襲ってくる。敵の探知魔術が紗矢華をとらえたのだ。

「呪力の残ざん滓しを辿たどって逆探知された!?　まさか、そんな──!?」

　剣の柄つかを強く握りしめながら、紗矢華は愕がく然ぜんと息を吞のむ。

　式神が残したわずかな呪力の痕こん跡せきを利用して、術者の位置を特定する。理屈はわかるが、それを実現するには凄すさまじく高度な術式の制御が必要だ。実戦でそんな高難度魔術が使える人間は、獅し子し王おう機き関かんにすら数えるほどしかいない。

　敵の魔術師の底知れぬ力量を思い知らされて、紗矢華の全身に汗が噴き出す。

「まずい……このままここにいたら……！」

　焦しよう燥そう感かんに衝つき動かされて、紗さ矢や華かは通路へと飛び出した。ほんの数秒前とは立場が完全に逆転している。今は紗矢華が監視される側なのだ。

　しかし逃げだそうとした紗矢華の行く手を遮るように、銀色の輝きが視界を横切る。

　金属同士がぶつかる澄んだ音色が、薄暗いフロアに鳴り響く。

「く、鎖!?　いったいどこから──!?」

　紗矢華の行く手を阻はばむ輝きの正体は鎖だった。どこからともなく出現した銀色の鎖が、槍やりのように降りそそいできて紗矢華の逃走経路を塞ふさいだのだ。

　くっ、と紗矢華は唇を嚙かむ。今の紗矢華は、鳥とり籠かごにとらわれた雛ひな鳥どりも同然だ。このままでは嬲なぶり殺しを待つだけである。

　その間にも銀色の鎖は数を増やして、じわじわと包囲の輪を縮めていく。もはや迷っている暇はなかった。紗矢華は制服の胸元へと右手を突っこみ、つかめるだけの呪じゆ符ふをつかんで引っ張り出す。

「──響かぎりよ！」

　そして紗矢華が祝詞のりとを唱え終えた直後、竜たつ巻まきのように渦うずを巻いた鎖が、彼女の全身へと絡みつき、その姿を完全に覆い隠した。

「手て応ごたえが……なかった？」

　南みな宮みや那な月つきが不機嫌な声で呟つぶやいた。

　スヘルデ製薬研究所の一階。調ちよう整せい槽そうが置かれたフロアである。空間制御の術式を使って那月が放った攻撃は、間違いなく完かん璧ぺきなタイミングだった。

　敵の式しき神がみ使つかいの位置は完全に把握していたし、〝戒めの鎖レージング〟による包囲網に死角はない。那月の攻撃は、確実に敵をとらえていたはずなのだ。

　しかし那月の鎖が搦からめ捕とったのは、敵が造り出した新たな式神だけだった。咄とつ嗟さに生み出した新たな式神を身代わりにして、術者はまんまと那月の包囲を抜け出したのだ。

「手加減したとはいえ、あれを防ぐとはな……あの式神使い、何者だ？」

　日傘を握る指先に力をこめながら、那月は愉快そうに口角を上げる。

　鎖による包囲を破られたとはいえ、式神使いを見失ったわけではない。もう一度同じ攻撃を仕掛ければ、今度こそ確実に相手を捕らえることができるだろう。

　そんな那月の余裕の笑みが、次の瞬しゆん間かん、困惑の相に変わる。那月が探知していた敵の気配が、唐突に予想外の変化を見せたのだ。

「気配が分散した？　敵は一人ではなかったということか……？」

　戸惑う那月を嘲あざ笑わらうかのように、式神使いの気配が増えていく。ひとつの気配がふたつに、そしてよっつに──やがてその数は最終的に十六にまで分裂した。

　ただでさえ難度の高い遠距離探査魔術を使っていた那な月つきが、そのすべての気配を追跡し続けるのは不可能だ。

「アクティブ・デコイか……面倒な真似まねをしてくれるな」

　敵の術式の正体に気づいて、那月が小さく舌打ちする。

　式しき神がみ使つかいは、自分と同じ気配を発する囮おとりの式神をばらまくことで、那月の探査魔術を欺あざむいた。呪術経路を探知されていることを逆手に取ってみせたのだ。

「咄とつ嗟さの思いつきにしては悪くない判断だが、無駄だ。まとめて潰つぶさせてもらう」

　広げた扇せん子すごと、那月が左腕をゆっくりと振る。

　わざと気配を発しているぶん、囮の式神の位置をつかむのは容易だった。いくら数が多くても、居場所さえわかっていれば攻撃するのは難しくない。

　空間を自在に操る那月にとって、敵との距離や障害物は問題ではない。虚こ空くうから撃ち放たれる彼女の銀ぎん鎖さは、研究所の階層を飛び越えて、式神使いの囮を次々に撃ち抜いていく。

　囮は瞬またたく間まに数を減らして、やがて最後の一体が消滅した。

　そのときになって初めて、那月の表情に戸惑いが浮かぶ。

「本体を見失った……だと？」

　囮にまぎれて逃走するのが、式神使いの目的のはずだった。

　しかし破壊した十六体すべての囮の中に、術者本体はいなかった。

　だからといって、十六体もの式神を同時に制御しながら、術者だけが自分の気配を殺して、移動できるとも思えない。呪術の原理上、それは絶対に不可能なのだ。

「最初の位置から動いていないのか？　だったら、なんのために囮デコイを放った……？」

　敵の思惑を理解できずに、一いつ瞬しゆん、那月の動きが止まる。

　それを狙い澄ましたようなタイミングで、敵が新たな式神を放った。

　先ほどまでの偵察用の式神ではない。猛もう禽きんを模もした攻撃用の大型式神だ。それは研究所内の通風口を利用して、正確に那月のいる場所へと迫ってくる。

「そうか、私の居場所を割り出すのが狙いか──！」

　式神使いが放った十六体の囮は、単なる逃走用の目め眩くらましではなかった。あえて囮を破壊させることで、攻撃の起点と軌道を割り出して、那月の居場所を特定する──それが敵の本当の目的だったのだ。

「いい腕だ。だが、惜しいな──」

　敵が放った攻撃型の式神が、那月のいる一階フロアに到達する。

　だがその前に、那月は広げたままの日傘を無造作に振った。

　その瞬間、彼女の身体は虚空へと溶けこみ、そしてまったく離れた別の場所へと移動していた。空間を操って八十メートルほど跳んだのだ。

「見つけたぞ、式神使い！」

　そして那な月つきは、再び敵の術者へと攻撃を放つ。強力な攻撃型の式しき神がみを動かしているせいで、術者は気配を消すことができない。敵が隠れている場所は完全に視みえていた。

　那月が空間を越えて放った銀ぎん鎖さが、今度こそ式神使いを完かん璧ぺきに拘束する──

「な……に!?」

　だが、術者の身体からだを捕らえたと思えた瞬しゆん間かん、銀鎖から伝わってくる手て応ごたえが消失した。それに気づいて那月の表情が険しさを増す。

「〝戒めの鎖レージング〟を斬きったのか!?」

　那月の攻撃にミスはなかった。だが、那月が放った銀色の鎖が、式神使いの反撃によって切断されたのだ。神々に鍛えられた〝戒めの鎖レージング〟が──

　そんなことができるのは〝戒めの鎖レージング〟と同等の神気をまとった武器か、あるいは──

「空間切断能力……!?　何者だ？」

　那月自身の攻撃によって、敵の周囲の空間が揺らいでいた。

　そのせいで式神使いの気配が追跡できない。完全に見失っている。

　それはつまり、那月が敵を取り逃がした、ということだ。

「侮あなどっていたか……いいだろう、ここからは本気でやらせてもらうぞ」

　かつてない難敵との遭遇に、那月は我知らず微笑を浮かべる。

　　　　　　　　　　５

　しなやかな長身を、狭苦しい非常階段の下に隠して紗さ矢や華かは心臓を押さえていた。

　息を殺したまま敵の追撃がないことを確認して、ようやく胸を撫なで下ろす。

「あ……ぶなかった……！」

　長ちよう剣けんを握り締めた紗矢華の掌は、汗でしっとりと濡ぬれていた。それほどまでに追い詰められた状況だったのだ。

　あらゆる遮しや蔽へい物ぶつを無視して、空間の隙すき間まから襲ってくる奇怪な銀鎖。おそらくは名のある神じん器ぎか魔ま具ぐの類たぐいだろう。よりによってそんなものの使い手と遭遇するとは、まったく想定外の災難だ。

「なんなのよ、あいつ！　あんなのがいるなんて全然聞いてなかったんだけど！　これだから、師し家け様さまが持ってくる任務はイヤなのよ！」

　気配を消すための結界を張り巡らせながら、紗矢華は深々と溜ため息いきをつく。

　敵の攻撃を利用して姿を隠すことには成功したが、そのせいで身動きができなくなってしまった。どうにかして相手を無力化しないことには、研究所からの脱出すら不可能だ。

　問題は、敵の正体が紗矢華にはなにもわからないということだった。相手が使う魔術の正体はおろか、紗さ矢や華かを攻撃してきた理由すらわからない。

「だいたい追尾式ホーミングの式しき神がみが振り切られたって、どういうこと……!?　あいつの居場所は正確につかんでいたはずなのに──」

　苛いら々いらと親指の爪つめを嚙かみながら、紗矢華は目標を見失った式神の制御を解除した。

　紗矢華の式神は、間違いなく敵の位置をとらえていた。本物の猛もう禽きんと同じ速度で飛ひ翔しようする攻撃型の式神を、人間が振り切ることは不可能だ。撃げき墜ついされたというのならまだしも、逃げられることなどあり得ない。

「使える囮デコイはあと九体か。余裕はないけど、でも……！」

　紗矢華は制服の胸元から、新たな呪じゆ符ふを取り出した。

　式神の追跡を振り切るために、敵はなんらかの魔術を使ったはずだ。その術式の正体を確かめる。分ぶの悪い勝負だが、どのみちこのままでは紗矢華に勝ち目はない。

　自分自身の姿を模した七体の式神を作り出し、紗矢華はそれらを、バラバラの方向へと送り出した。手元には一体だけを残しておく。

　今度の囮おとりは、最低限の呪じゆ力りよくだけを発生する隠いん蔽ぺい型だ。敵の目には、紗矢華本人が、気配を殺して逃走しているように見えるはずである。

「この距離でもまだ気づかれてない……向こうの索さく敵てき能力は、それほど高くないと見て間違いないわね。だったら──」

　凄すさまじい緊張と重圧を覚えながら、紗矢華は式神の制御に集中する。今回の紗矢華の作戦は、タイミングが成功の鍵かぎだった。ほんの一いつ瞬しゆんの油断が、死に直結しかねない危険な賭かけなのだ。

　そして紗矢華の張り詰めた神経が、ついに限界を迎える寸前──

　分散させた囮の一体が、銀色の鎖に襲われた。

　鞭むちのように襲い来る鎖の一撃を喰くらって、式神の身体からだが弾け飛ぶ。

「かかった……！　そこか！」

　その瞬間、紗矢華も動いていた。

　破壊される直前に、囮の式神は、攻撃を仕掛けてきた術者の位置をつかんでいた。その位置情報を使って、生き残っていた囮たちに敵への攻撃を命じたのだ。

　式神たちを変形させて、人型から狼に似た猛獣の姿へと組み立て直す。

　呪力の消耗は激しいが、そのぶん式神の攻撃力と移動速度は桁違いに向上していた。それらが一斉に陣形を組んで、敵を包囲するように距離を詰めていく。

　敵の術者がどれだけの移動速度を誇ろうとも、まともなやり方では、この包囲網から逃れることはできない。強引に包囲を破ろうとすれば、魔術を使わざるを得ないはずだ。それこそが紗矢華の望んだ状況だった。敵の術式を見極めるために、紗矢華がそれを仕組んだのだ。

　だが──

「噓うそ!?」

　背後からの突然の奇襲を喰くらって、紗さ矢や華かの式しき神がみが破壊された。

　続けざまに二体。そして、さらに二体。いずれも、まったく予期せぬ方角からの攻撃だ。

「なんなのよ、こいつの移動速度！　式神が……やば……っ！」

　式神による包囲が破られて、紗矢華の作戦は呆あつ気けなく破は綻たんしていた。追い詰めていたはずの敵の魔ま術じゆつ師しが、包囲網の外側から式神たちを攻撃してきたのである。

　すべての式神たちが破壊されるまで、十秒もかかっていない。あっという間の出来事だ。

　咄とつ嗟さに床に伏せた紗矢華の眼前で、手元に残しておいた最後の囮おとりが破壊された。引き裂かれた呪じゆ符ふに埋もれながら、紗矢華は祈るような気分で目を閉じている。

　紗矢華の身代わりの式神をズタズタに破壊して、銀色の鎖は再び虚こ空くうへと消え去った。

　予想を遥はるかに上回る敵の戦闘能力だった。紗矢華の小こ賢ざかしい作戦を、相手は圧倒的な力で粉砕してみせたのだ。だがその圧倒的な力が、逆に敵の正体を明らかにしていた。

「間違いない、空間跳躍テレポートを使ってる！　そんな芸当ができる高位魔術師が相手ってこと!?」

　はあはあ、と荒い息を吐きながら、紗矢華はゆっくりと起き上がる。

　敵は空間制御魔術の使い手だ。練達者級の高位魔術師か、あるいは魔女──魔術の力量だけでいうならば、あらゆる面で紗矢華を上回る相手である。

　しかし紗矢華は、獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめ。呪じゆ詛そと暗殺の専門家だ。敵の正体さえつかんでしまえば、対抗する手段はいくらでもある。

「オーケー……それならそれでやりようはあるわ。獅子王機関の舞威媛を舐なめないでよね」

　紗矢華はそう言ってポニーテールの後ろ髪を払いのけ、新たな呪符を取り出した。

「動き出した……か。数が多いな」

　新たに出現した式神たちの気配を察知して、那な月つきは不ふ興きようげに目を細めた。

　個々の式神にこめられた呪力は、たいして強くない。完全な囮デコイを造り出せるほどの装備は、もう相手には残っていないのだろう。式神使いが操っているのは、偵察用の平凡な式神ばかりだ。

　だが、その代わりに数が多い。式神の数は四十体近く。それらが一斉に散開して、那月を取り囲むように迫ってくる。

「探知発見を優先しての群ぐん狼ろう作戦か。悪くない判断だが──」

　那月は空間跳躍テレポートで、式神の包囲の外側へと移動した。

　偵察用の式神たちは、放っておいて問題ない。警戒するべきは、雑魚ざこの群れにまぎれこんだ攻撃型の式神だ。その数は、わずか四体だけ。おそらくそれが敵の本命だろう。が、

「無駄だ。私には包囲戦術は通用しないぞ。まず一体──」

　那月は銀ぎん鎖さを撃ち放って、正確に攻撃型式神だけを破壊した。偵察用の式神に那月の位置が特定されるが、そのときには那な月つきはとっくにべつの場所へと転移している。

「この程度か？」

　続けざまに、さらに二体の式しき神がみを破壊して、那月は拍子抜けしたような気分で呟つぶやいた。自分から攻撃を仕掛けてきたわりには、敵の動きはあまりにも単調だ。大量に放たれた式神たちも、ほとんど有効に機能していない。

「いや……簡単すぎる……私が空間制御を使うことにも、そろそろ気づいてるはずだ──」

　理屈ではなく、本能的な違和感を覚えて、那月はうめく。そして最後の攻撃型式神を狙って、彼女が空間跳躍テレポートを仕掛けた直後──

「なにっ!?」

　那月の視界を、凄すさまじい閃せん光こうと爆炎が埋め尽くした。炎が研究所の通路を見たし、四方からの爆風が彼女を襲ってくる。着地した那月のすぐ近くで、爆発系の呪じゆ術じゆつが炸さく裂れつしたのだ。

「地じ雷らい原げん!?　これが狙いか──！」

　立て続けに巻き起こる爆発に、那月が頰ほおを引き攣つらせた。

　大量に放たれた探査用式神の群れも、その中に紛れこませた攻撃型の式神も、すべては陽動に過ぎなかった。那月が最終的に移動する場所を予測して、敵はあらかじめ自爆するタイプの式神を大量に敷ふ設せつしておいたのだ。

　普通に歩いて移動すれば、すぐに見抜ける稚ち拙せつな罠わなだが、空間を跳び越えてきた那月は、それに気づくことができなかった。那月はまんまと誘いこまれたのだ。

「やれやれ……この日傘は気に入ってたんだがな」

　研究所の一区画を焼き尽くすほどの凄すさまじい炎が、那月の周囲を取り囲んでいる。

　無数のレースをあしらった豪ごう奢しやな日傘が、炎に包まれて燃え落ちた。

　しかし那月は無傷だった。虚こ空くうから出現した二本の腕──黄金の鎧よろいに包まれた機械仕掛けの巨大な腕が、彼女を包みこんで護まもっている。

　それは魔女の〝守護者〟と呼ばれる、悪魔の眷けん属ぞくの腕だった。

　那月はただの魔術師ではない。悪魔との忌いまわしき契約によって、超常の力を手に入れた魔女なのだ。契約の代償と引き換えに与えられた〝守護者〟に、那月は常に護られている。それは、契約を破れば、たちどころに彼女の魂を刈り取る監視者でもあるのだが──

「この私に〝守護者〟を使わせるか。たいしたものだ」

　口元の笑みを扇せん子すで隠して、那月が愉快そうに呟いた。

　いまだに燃え残る炎を衝撃波で消し去り、指先で虚空に魔法陣を描き出す──

「ならば次はこちらの番だな。呪符もそろそろ心こころ許もとなくなってきたころだろう？　さあ、どうする、式神使い？」
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　頭上で膨れあがる巨大な魔ま力りよくを感知しながら、紗さ矢や華かは薄暗い通路を走っていた。

　焼けつくような焦りが、じわじわと紗矢華の背中を這はい上あがってくる。

　なにしろさっきの攻撃は、手持ちの装備のほとんどを注つぎこんだ、とっておきだったのだ。それを敵が無傷で切り抜けるという事態は、さすがに想像していなかった。

「噓うそでしょ……あの攻撃を防ぐなんて、いったいどうやって!?　空間制御術式を組み立てる余裕なんてなかったはずなのに──！」

　髪が乱れるのも構わずに、紗矢華は階段を駆け上がる。

　式しき神がみを作り出すための呪じゆ符ふは、もう何枚も残っていない。離れた距離からの撃ち合いでは、紗矢華に勝ち目がないことは明らかだった。残された選択肢はただひとつ──距離を詰めての直接攻撃だけだ。

　問題は、敵の正体がいまだに判明していないということだ。が、それについて悩んでいる余裕は、紗矢華にはもう残されていなかった。

「見つかった!?　なによ、こいつら!?」

　接近してきた異様な物体に気づいて、紗矢華は慌てて立ち止まる。

　彼女を待ち受けていたかのように、仄ほの明あかるく輝く獣の集団が、狭い非常通路を埋め尽くしていた。見た目は小さなクマのぬいぐるみに似ている。が、その数は少なくとも三十体以上──

　それらが一斉に紗矢華に向かって、短い手脚を振り回しながら突進してくる。

「そうか、魔女の使い魔フアミリア！　なんて数！」

　魔力で紡がれた半実体のクマたちを見つめて、紗矢華はギリッと歯は嚙がみした。

　使い魔フアミリアたちの体長は、三十センチにも満たないが、その一体一体に封入された魔力は、手しゆ榴りゆう弾だん数発ぶんにも相当する。これだけの数に一斉に爆発されたら、家一軒くらい楽に吹き飛ばす威力があるだろう。もちろん紗矢華の身体からだなど木こっ端ぱ微み塵じんだ。

「まず……い！　このままじゃ……！」

　迫り来るクマの集団に押されてじりじり後退していた紗矢華は、ついに通路の行き止まりに追い詰められる。それを見たクマたちが勢いを増した。

　そのまま紗矢華を目がけて一斉に飛びついてくる。紗矢華ごと自爆するつもりなのだ。

「こ、〝煌こう華か麟りん〟──！」

　クマたちが爆発する直前に、紗矢華は剣を振っていた。剣撃の軌跡が空間に断層を生み出し、衝撃をすべて遮断する。

　同時に紗矢華は、残った呪符をすべて使って最後の囮デコイを生み出した。

　クマたちの第二波は、その囮デコイを追って紗矢華の前を通り過ぎて行く。

　最後のクマが視界から消えるのを確認して、紗さ矢や華かはへなへなその場にくずおれた。〝煌こう華か麟りん〟が生み出す防御障しよう壁へきは、ほんの一いつ瞬しゆんしか効果が続かない。少しでもタイミングが狂っていたら、紗矢華の肉体は今ごろ粉々に飛び散っていたはずだ。

　だがその最悪の状況は、なんとか乗り切ることができたらしい。

「死……ぬかと思った……！　でも、一瞬だけど、視みえたわよ、あなたの正体！」

　銀色の長ちよう剣けんを杖代わりにして、紗矢華はよろよろと立ち上がる。

　使い魔フアミリアを操っている魔ま力りよくの経路を逆探知して、ほんの一瞬、術者である魔女の姿を知覚することができた。相手の居場所も今度こそ特定できた。

　意外なことに魔女の正体は、十一、二歳ほどの小柄な少女だった。

　顔立ちは作りもののように端整で、恐ろしく豪華なドレスをまとっている。そして幼い容姿には不釣り合いな、奇妙な威厳を撒まき散らしていた。なんにしても普通の人間とは思えない。

「あれって、人形よね……ただの機械人形オートマタではないんだろうけど……」

　通常、機械人形オートマタが、魔術を使うことはあり得ない。だが、紗矢華が追跡している相手は、稀き代だいの才能を持つといわれる〝人形師〟アンドレイドだ。特殊な魔術装置を内蔵した、新型の機械人形オートマタを用意していてもおかしくはない。

　そもそも敵の術者が使う魔術は、普通の人間にしては強力過ぎるのだ。相手が特殊な機械人形オートマタだと考えれば、むしろそのほうが納得できる。

「とにかく相手が人間でないのなら遠慮する理由もないし、切り札を使わせてもらうわよ」

　自分自身に言い聞かせるように呟つぶやいて、紗矢華は長剣を胸の高さに掲かかげた。

　そんな彼女の手の中で、〝煌華麟〟が変形する。刀とう身しんが前後に大きく割れて回転し、そこに現れたのは強きよう靭じんな弦つるだった。長剣から、美しいアーチを描く洋よう弓きゆうに形が変わる。

　それが六式重装降魔弓デア・フライシユツツと呼ばれる〝煌華麟〟の真の姿なのだった。

「チャンスは一度きり……ね！　上等！」

　紗矢華は制服のスカートをたくし上げ、太ふと腿ももに巻いていたホルスターから金属製のダーツを取り出した。そのまま右手を一いつ閃せんすると、それが伸びて銀色の矢に変わる。

　その呪じゆ矢しを吹き抜けになった天井へと向けて、紗矢華は弓を引き絞る。

「獅し子しの舞ぶ女じよたる高たか神がみの真ま射い姫ひめが讃たたえ奉たてまつる──」

　敵の魔女がいる場所は捕ほ捉そくできている。複雑に入り組んだ研究所の建物に遮られているが、それらの障害物を跳び越えて攻撃できるのは、なにも空間を操る魔女だけではない。

　要は、障害物すべてをぶち抜いて、呪じゆ力りよくを直撃させれば済むことだ。

「極きよつ光こうの炎えん駒く、煌こう華かの麒き麟りん、其そは天てん樂がくと轟ごう雷らいを統すべ、憤ふん焰えんをまといて妖よう霊れい冥めい鬼きを射い貫つらぬく者なり──！」

　ありったけの呪力を流しこんで、紗矢華は呪じゆ矢しを解き放つ。

　銀色の矢が轟ごう然ぜんと大気を引き裂いて、美しい軌跡とともに飛ひ翔しようする──

「とらえたぞ、式しき神がみ使つかい──！」

　新たな魔ま法ほう陣じんを空中に描いて、那な月つきが猛たけ々だけしく歯を剝むいた。

　式神使いの位置は、地下第三階層の非常通路。探査魔術を起動するまでもなく、凝縮された膨大な呪じゆ力りよくの存在が伝わってくる。那月の使い魔フアミリアであるクマたちの攻撃を、無傷で切り抜けてみせたらしい。

「疑似空間断層で、使い魔フアミリアの攻撃を無効化したか。だが、そのやり方では、障しよう壁へきの連続展開はできないはずだな」

　そう言って那月は、レースの扇せん子すを悠ゆう然ぜんと振り上げた。

　式神使いが紡ぎ上げた呪力が、さらに密度を増していく。祝詞のりとの詠唱による過剰な増幅を行っているのだろう。大規模な呪術を使うつもりなのだ。

　だが、敵の術式の発動よりも、那月の攻撃のほうが速い──

「それとも四十九本の〝戒めの鎖レージング〟の時間差攻撃──避よけてみせるか？」

　那月が扇子を振り下ろす。空間に目には見えない無数の亀き裂れつが走り、銀色の鎖が撃ち出された。それらは目標である式神使いを完全に包みこみ、そして四方から一斉に搦からめ捕とる──

「──なにっ!?」

　勝利を確信した那月の表情が、驚きよう愕がくに凍りついたのはその直後だ。

　式神使いが放った攻撃が、凄すさまじい衝撃波を撒まき散らして、那月の銀ぎん鎖さを弾き飛ばす。

「弓……？　いや、鳴なり鏑かぶら矢やか！　なんだ、そのデタラメな霊力量は……!?」

　凄すさまじい地鳴りで、建物全体が揺れていた。

　気圧の急激な変化によって、鼓膜が苦痛を訴えてくる。式神使いの攻撃は、単に巨大な衝撃波を撒まき散らしただけではなかった。その衝撃波が生み出す轟ごう音おんを呪文の詠唱に変えて、気象にすら影響を与えるほどの巨大な魔術術式を実行したのだ。

「まさか、この建物ごと私を吹き飛ばすつもりか──!?」

　崩壊していく研究所を眺めて、那月は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　式神使いが使った術式は、大規模破壊用の呪術砲撃だ。本来なら、数十人がかりで実行する儀式魔術級の呪じゆ詛そである。たしかにそのレベルの攻撃ならば、障害物である壁や床をぶち抜いて、那月を直接狙い撃つことができるだろう。

　さすがの那月も、自分がこんな手段で狙われるとは予想していなかった。

「この状況で空間跳躍テレポートは……無理か！　どうする!?　〝輪環王ラインゴルト〟の封印を解くか……!?　だが……！」

　放たれた膨大な呪力の余波で、空間制御の魔術が起動できない。封印した状態の不完全な〝守護者〟の力では、あの砲撃を完全に防ぐのは無理だろう。

　しかし那な月つきには〝守護者〟の封印を解けない理由がある。那月の〝輪環王ラインゴルト〟は強力すぎて、迂う闊かつに解き放てば、絃いと神がみ島じまに甚じん大だいな被害をもたらす可能性があるからだ。

「教官マスター──」

　葛かつ藤とうする那月のすぐ近くで、感情の籠こもらない静かな声がした。この期ごに及んでも無表情な人工生命体ホムンクルスの少女が、那月の背後に気配もなく立っている。

「アスタルテ……!?」

「報告リポート。大規模な制圧型魔ま導どう兵器の発動を感知。なんらかの対応が必要だと判断しました」

　ふ、と那月が微苦笑を洩もらす。独自の判断で行動しろという那月の命令を、アスタルテは律儀に守ったのだ。そして彼女のその判断が、那月の危機を救ったことになる。

「眷けん獣じゆうを実体化させろ、アスタルテ！　今すぐにだ！　責任は私が取る。全力でやれ！」

　那月の命令に、人工生命体ホムンクルスの少女がうなずいた。

　式しき神がみ使つかいの呪じゆ術じゆつ砲撃が、那月たちの足元にまで到達する。だがそれよりも一いつ瞬しゆん速く、アスタルテの背中から生えた虹にじ色いろの翼が、那月たちを包みこんでいた。

「命令受諾アクセプト。執行せよエクスキユート、〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟──」
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　頭上には夕暮れの空が広がっていた。南国特有の鮮やかな夕景だ。赤く染まった陽ひの光が、舞い上がった砂さ塵じんと土つち埃ぼこりをくっきり照らし出している。

　肩に降り積もったコンクリートの破片を払いのけながら、紗さ矢や華かはのろのろと顔を上げた。

　視界に映ったのは、半壊したスヘルデ製薬研究所の建物である。紗矢華の呪術砲撃によって、地下の大部分は崩れ落ち、地上部分もごっそりとえぐり取られている。まるで巡航ミサイルの直撃か、大規模な爆弾テロにでもあったかのような光景だ。

「やっ……た！　いくらなんでも、これなら──」

〝煌こう華か麟りん〟を剣の形に戻して、紗矢華は安あん堵どの息を吐く。呪術砲撃のタイミングは完かん璧ぺきだった。最大規模の熱衝撃波が、確実に魔女を巻きこんだ。どれだけ凄すご腕うでの空間制御の使い手でも、あれだけの霊れい力りよくの余波から逃れることはできなかったはずだ。

　敵の正体が最後までわからなかったのは残念だが、あれほどの強敵と遭遇して、生き残れただけでも上出来だろう、と紗矢華は自分自身に言い聞かせる。と、

「えっ!?」

　その紗矢華の身体からだが、突然ふわりと宙に浮いた。虚こ空くうから出現した銀ぎん鎖さが紗矢華の手脚に巻きついて、そのまま彼女を吊つり上げたのだ。

　そして自由を奪われた紗矢華の前に、波紋のように空間を揺らして人影がふたつ現れる。一人は藍あい色いろの髪をした人工生命体ホムンクルスの少女。そしてもう一人は、豪ごう奢しやなドレスをまとった小柄な魔女だ。

「う、噓うそ!?　無傷って……なんで……っ!?」

　人形のような幼い容姿の魔ま女じよを見て、紗さ矢や華かは今度こそ絶句した。〝煌こう華か麟りん〟の魔弾は、獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめの切り札だ。それすらも通用しないとなると、もはや紗矢華に打つ手はない。

　しかし魔女は魔女なりに、紗矢華の攻撃に対して思うところがあったらしい。紗矢華が握る長ちよう剣けんを見つめて、感嘆したように息を吐く。
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「なるほど……今のが六式重装降魔弓デア・フライシユツツ──獅子王機関の試作型可変制圧兵器というやつか。使いこなせる術者がいなくて量産が見送られたと聞いていたが」

「あなた……何者？　どうして機械人形オートマタがそんなことを知ってるの……？」

　強こわ張ばった表情で、紗矢華が訊きいた。暗殺者である舞威媛の武器の正体は、最重要の機密情報だ。魔ま導どう犯罪者が造った機械人形オートマタに、知られていいものではない。

　が、機械人形オートマタ呼ばわりされた小柄な魔女は、気分を害したように顔をしかめ、畳んだ扇せん子すを紗矢華の額へと振り下ろした。

「痛いったあ……！」

　謎の衝撃波を喰くらった紗矢華が、思わず涙目になって悲鳴を洩もらす。小柄な魔女は、冷淡な目つきでそんな紗矢華を睨にらみつけ、

「誰が人形だ、ポニテ猿ざる」

「さ、猿さる!?」

　いわれのない罵ば倒とうを浴びせられて、紗さ矢や華かが悔しげに唇を嚙かむ。

「おまえは獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめだな。ここに来た目的は、ザカリー・アンドレイドの確保か？　やはりアスタルテを調整したのは〝人形師〟だったようだな」

「あなた……アンドレイドの作品じゃないの？」

　半信半疑の表情で、紗矢華がぼそぼそと訊きき返した。

　端整な顔立ちといい体型といい、目の前の魔女は人形にしか見えないが、たしかに機械人形オートマタや人工生命体ホムンクルスにはあり得ない、妙な威厳とカリスマ性を感じる。そもそもこんな態度のでかい人形が、滅めつ多たにいるはずもない。

　小柄な魔女は、宙ちゆう吊づりになったままの紗矢華を気け怠だるそうに睨ねめ上げて、

「私はこの建物の調査に来ていただけだ。人工島管理公社に頼まれてな。ロタリンギアの殲せん教きよう師しに蹴け散ちらされて、特区警備隊アイランド・ガードは人手不足らしい」

「人工島管理公社の依頼って──」

　紗矢華がハッと目を瞬またたく。絃いと神がみ島じまに来る前に読んだ資料の中に、要注意人物として書かれていた名前を思い出したのだ。人工島管理公社に雇われた伝説的な魔女の名を。

「空間制御を使う魔女……あなた、まさか……南みな宮みや那な月つき!?　魔族殺しの〝空くう隙げきの魔女〟!?」

「煌きら坂さか紗矢華……縁えん堂どう縁ゆかりの弟子か。道理でてこずらせてくれたわけだ」

　紗矢華の質問を黙殺して、南宮那月は一方的にそう呟つぶやく。那月が手にしていた身分証を見て、紗矢華は短く悲鳴を上げた。

「そ、それ！　私の攻魔師免許Ｃカード！　いつの間に!?」

「いちおう礼は言っておこうか、ポニテ猿。アンドレイドが残した人工生命体ホムンクルス調整の手がかりは、できれば抹消しておきたかったのでな。おまえが研究所をぶち壊してくれて助かったぞ」

「は、はい……!?」

　那月の言葉の意味が理解できずに、紗矢華は呆ぼう然ぜんと周囲を見回した。

　スヘルデ製薬の研究所は、ほぼ全壊。もちろん、そこに残されていたはずの〝人形師〟の痕こん跡せきも、綺き麗れいさっぱり失われている。それどころか人工島の構造部に与えた被害も、相当の金額になるはずだ。

「ちょ……ちょっと待って！　これ全部、私のせいにするつもり……!?」

　声を上うわ擦ずらせながら、紗矢華が訊く。那月は淡々とうなずいて、

「当然だろう。アスタルテ、戦闘記録は残っているな？」

「肯定。スヘルデ製薬研究所の崩落の主原因は、獅子王機関舞威媛が使用した制圧型魔ま導どう兵器によるものであると証明可能です」

「ち、違っ……！　たしかに直接の原因はそうだけど、そこに至るまでの過程が……ていうか、先に私の式しき神がみを撃ち落としたのはそっちでしょ！」

「ああ、そうだ。アスタルテ。今夜の夕食だが、やはり魚料理がいいな。人工島西地区アイランド・ウエストに美味うまい舌した平びら目めを出す店があるらしい」

「わ、わざとらしく無視すんなっ──！」

　とりつく島もない那な月つきの態度に、紗さ矢や華かはほとんど半泣きになっている。

　何度も死にそうな目に遭いながら戦った相手は、魔ま導どう犯罪者どころか、人工島管理公社の関係者。おまけに機密兵器である六式重装降魔弓デア・フライシユツツを無許可で使った挙げ句に、追跡対象の痕こん跡せきごと、建物をひとつぶっ壊してしまったのだ。始末書どころか、減給に謹きん慎しん、あるいは停職ものの不始末である。もはや有給休暇を申請するなどと言っていられる状況ではない。

　落ちこむ紗矢華を呆あきれ顔がおで眺めながら、那月は気を取り直したように首を振り、

「さて……この研究所がぶっ壊れたことで私の用事は済んだわけだが、アンドレイドが絡んでるとわかった以上、このまま放っておくわけにもいかんな」

「放っておけない……って、どうするつもり？　〝人形師〟の確保は獅し子し王おう機き関かんの管かん轄かつよ？」

　紗矢華が投げやりな口調で警告する。

　南みな宮みや那月の身分は国家攻魔官。警察庁管轄の彼らと、特務機関である獅子王機関の攻魔師は、利害が対立することが多い。有あり体ていにいえば仲が悪いのだ。

　そして那月は、商売敵がたきである紗矢華を蔑さげすむように見返して、

「〝魔族特区〟に紛れこんだ魔導犯罪者の処分は私の仕事だ。貴様に文句を言われる筋合いはないな。行くぞ、アスタルテ」

「命令受諾アクセプト──」

　身動きのできない紗矢華に冷たく背を向けて、那月たちはそのまま立ち去ろうとする。

　それを見た紗矢華はさすがに焦って、

「え!?　あ、ちょっと……こ、こら！　この鎖、解いていきなさいよ！　置いてかないで！」

　やれやれ、と那月は心底面倒臭そうに振り返り、小気味よく指を鳴らしてみせた。

　その瞬しゆん間かん、張り巡らされていた銀鎖が前触れもなく消滅し、投げ出された紗矢華は、ひゃっ、と悲鳴を上げながら落下した。思いっきり尻と背中を地面に打ちつけて、もはや文句を口にする気力もない。

　那月はそんな紗矢華のことを、しばらく無表情に眺めていた。彼女が視線を向けていたのは、正確には、うずくまっている紗矢華の足元。コンクリートの床板だ。

「……アスタルテ、そこのポニテ猿ざるの体重は見た目どおりか？」

「肯定。装備を含まない体重は四十九キロと推定」

　那月の不ぶ躾しつけな質問に、人工生命体ホムンクルスの少女が即答する。あまりにも正確なその数字に、紗矢華は言葉を失って、

「な……な……!?」

「ふん。なるほど……おい、猿」

「ポニテですらなくなった!?」

　あまりにも屈辱的な扱いの連続に、紗さ矢や華かの心は今にも折れそうだ。しかし那な月つきの表情は、ぞんざいな口調とは裏腹にひどく真剣味を帯びている。

「そこの床を斬きってみろ」

「床……って、この下は人工島ギガフロートの構造部じゃないの？」

「いいからやれ」

「……はいはい、やるわよ。なんなのよ、もう！」

　捨すて鉢ばちな気分になっていた紗矢華は、言われるがままに〝煌こう華か麟りん〟を床に叩たたきつけた。研とぎ澄まされた銀色の刃やいばが、コンクリートの床板になんの抵抗もなく深々と埋まる。

　そして伝わってきた奇妙な手て応ごたえに、紗矢華も怪け訝げんな表情を浮かべた。

　建物の基底部にあるはずの、強固な構造材の手応えではない。床下にあったのは空洞だ。紗矢華が落下したときの振動音で、那月はその存在に気づいたのだろう。

「これって……隠し部屋？」

　人間が入りこめるくらいの穴を穿うがって、紗矢華はその中をのぞきこむ。

　想像していたよりも空洞は広い。研究所内にあった実験室と同等の規模である。内部には高価な実験機材が設しつらえられて、人が生活できる程度の簡易な家具も置かれている。

「秘密の地下室……空間跳躍テレポートで出入りすることを前提にした機密区画というわけか。違法な研究をしている企業にありがちな仕掛けだが……術式はまだ機能しているようだな」

　そう言い残して那月が姿を消した。地下室の中へと転移したのだ。

「ちょ……ちょっと待ってよ！」

　紗矢華も慌てて飛び降りる。残されたわずかな手がかりだ。那月にだけ捜査を任せるわけにはいかない。

　だが、地下室の中に入った紗矢華は、そのことを早くも後悔した。

　たしかにそこは実験室だった。ただしまともな研究者のためのものではない。床や壁に染しみついた濃密な血けつ痕こん。開発中に廃棄された無数の機械人形オートマタたち。そして保存液に浸された奇怪な人工生物の標本──

　普通の人間がここに半日も籠こもっていたら、間違いなく精神に不調を来きたすだろう。それほどまでに異様で不気味な、狂気に彩られた部屋だった。

「この部屋……！」

「アンドレイドの工房だな。使われていたのは、そう長い期間ではないようだが……」

　那月が露骨に嫌悪の表情を浮かべて言った。

　紗矢華は、床に飛び散った血の痕あとを踏まないように、おぼつかない足取りで歩き回りながら、

「だったらここで待ってれば、〝人形師〟が帰ってくるかも……！」

　そんな紗矢華の淡い期待を、那月は即座に否定する。

「いや……やつを待つ必要はなさそうだ」

「どうして？」

　少し驚いて紗さ矢や華かが訊きく。那な月つきはなにも答えない。

　小柄な魔女が無言で見つめていたのは、隠し部屋の片隅にあるソファだった。

　やはりそこにも動きを止めた人ひと型がたの骸むくろが置かれている。だがそれは壊れた機械人形オートマタでも、廃棄された人工生命体ホムンクルスでもなかった。

　全身の水分を奪われて、カサカサに干ひ涸からびた人間の死体だ。

　擦すり切れたジーンズと薄汚れた白衣を身に着けた男である。

　その死体の特徴は、〝人形師〟──ザカリー・多タ島ジマ・アンドレイドと完全に一致する。

　凶悪な魔ま導どう犯罪者であり、紗矢華が追跡するはずだった〝人形師〟は死んでいた。

　完全に密閉された隠し部屋の中で。一人きりで──

「なによ……これ……!?　どういうことなの!?　いったい、誰が……」

　紗矢華がかすれた声で呟いた。

　外気に触れたせいなのか、紗矢華たちの目の前でアンドレイドの死体が崩れ落ちる。薄い煙を噴き上げながら、さらさらと砂のようにこぼれ落ちていく。

　紗矢華は、無言で立ち尽くしたままそれを眺めていた。

　恐怖に全身を震わせながら、ただ呆ぼう然ぜんと眺めていた。

To Be Continued...　　　　　　
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　私は、壊れかけている──

　柩ひつぎ型がたのベッドに横たえられたまま、彼女は薄暗い工房を眺めていた。

　スワニルダ。それが彼女の名だ。人工生命体ホムンクルスの肉体に精密な機械の骨格を埋めこんだ、世界に一体だけの生体人形。〝人形師〟ザカリー・アンドレイドの手によって創造された、生きた芸術作品である。美しい少女の外見と高い戦闘能力を与えられたスワニルダは、アンドレイドの忠実な僕しもべであり、愛あん玩がん物ぶつであり、そして彼の伴はん侶りよでもあった。

　しかし今や彼女の肉体は壊れかけていた。

　世界最強の吸血鬼〝第だい四よん真しん祖そ〟の眷けん獣じゆうに焼かれたのだ。

　精密な機械の骨格はいびつに捩よじれ、関節を動かすたびに不快に軋きしむ。

　美しかった肉体の半分は焼けただれ、絶え間ない苦痛が彼女を苛さいなんでいた。

　私は、壊れかけている──スワニルダはそれを自覚している。それでも彼女は、絶望してはいなかった。スワニルダは人形。アンドレイドの作品だ。創造主たる〝人形師〟が、すぐに彼女を直してくれるだろう。動かなくなった機械を取り替えて、醜く焼けた肌を張り替えて。

　しかし〝人形師〟アンドレイドは、なぜかスワニルダには目もくれず、工房の奥の調ちよう整せい槽そうをじっと見つめ続けている。

「クッ……クク……面白い餓鬼どもだったなぁ」

　クセの強い長髪を鬱うつ陶とうしげに振り払いながら、アンドレイドは笑っていた。素肌の上に白衣をまとった、退廃的な雰ふん囲い気きの人物だ。科学者や職人というよりも、時代遅れのロック歌手か、反社会的な芸術家を連想させる男である。

「あれが第四真祖の力か。いいよ、実にいい。永遠に尽きることのない無む尽じん蔵ぞうの力。あれこそ俺の芸術アートに相応ふさわしい。欲しいねぇ。おまえもそう思うだろ、スワニルダ？」

「──肯定」

　激痛に耐えながら、スワニルダは答えた。彼女の肉体を破壊し、苦しめている元凶こそが、アンドレイドが賞賛している第四真祖の力なのだ。

　その事実がスワニルダの思考を乱す。彼女は壊れかけている──

「どういう気まぐれかは知らねーが、試験体アスタルテに魔力を供給してたのは、やっぱりあの第四真祖の餓鬼だったんだなぁ。つまり試験体あれを手に入れれば、やつの〝永遠〟が俺たちのものになるというわけだ」

　陶酔したような口調で、〝人形師〟アンドレイドが言った。

　彼の言葉に、スワニルダは希望を取り戻す。眷獣共生型人工生命試験体アスタルテ。それはスワニルダとほぼ同時期に、アンドレイドに調整された人工生命体ホムンクルスだった。

　残りわずかな寿命しか持たないはずの、使い捨ての試作品。しかし彼女は数奇な運命によって、第だい四よん真しん祖そから魔ま力りよくを分け与えられることになった。人の手で作られた人形の身でありながら、吸血鬼の持つ永遠性の一部を手に入れたのだ。

　だからこそアンドレイドは、アスタルテを取り戻そうとしている。彼の求める、〝永遠〟の芸術作品を生み出すために。そこにスワニルダは希望を見る。〝人形師〟がアスタルテを取り戻すためには、スワニルダの力が必要なはずだからだ。

「命令受諾アクセプト。執行のために私の修理と、失われた装備の補充を要請します」

　アンドレイドに向かって、スワニルダが告げた。

　そんな彼女を蔑さげすむように見下ろして、〝人形師〟が愉快そうに口元を綻ほころばせる。

「修理しろ？　ハハッ、ずいぶん面白いことを言うようになったなぁ、スワニルダ」

「……人形師様マイスター？」

　困惑しながら、スワニルダが訊きき返す。アンドレイドの反応は、彼女の予想と違っていた。〝人形師〟の瞳に浮かんでいるのは、壊れた玩具おもちやに向けるような無感動な冷たい光だった。

「何度も教えてやっただろぉ？　人形ってのは、〝永遠〟に美しいまま生き続けるから価値があるんだぜ。所有者である人間が滅びても、な」

「人形師様マイスター……その子は……？」

　そしてようやくスワニルダは気づく。工房の奧にある調ちよう整せい槽そうの中に、見慣れない生物が浮かんでいた。直径一・五メートルほどの、奇怪な卵型の人工生命体ホムンクルスだ。

　それは不定型に形を変えながら、琥こく珀はく色いろの培養液の中を漂い続けている。アンドレイドの優しげな眼まな差ざしは、その奇妙な球体へと向けられていた。壊れかけたスワニルダではなく、新たに生み出された人工生命体ホムンクルスへと。

「俺が生み出した最高傑作だ。まだ未完成だがな」

「最高……傑作……？」

　なぜ、とスワニルダは自問する。〝人形師〟の最高傑作。その称号はスワニルダに与えられていたはずだ。なのに、なぜ──？

「こいつは人工生命体ホムンクルスを取りこんで、相手の形質ちからを継承する。要は、ほかの人形を喰くらって〝奪う〟ってことだ。こいつに試験体アスタルテを喰らわせる。本物の〝永遠〟を手に入れるためになぁ」

「私は……私は、どうなるのですか……？」

　スワニルダが問い返す。アスタルテを捕獲するのは、自分に与えられた役割だったはず。その役目をほかの作品が担うとしたら、自分はどうなってしまうのか──

「醜く焼かれて壊れたおまえにはもう価値はねぇよ。今のおまえはただの廃棄物ゴミだ」

　怯おびえるスワニルダを厭いとわしげに一いち瞥べつし、アンドレイドが酷こく薄はくに告げた。

「ナタナエル、起きろ。食事の時間だ」

　アンドレイドが調整槽のパネルを操作する。琥珀色の培養液が排出され、ナタナエルと呼ばれた不定型の人工生命体ホムンクルスが目を覚ました。調ちよう整せい槽そうの蓋ふたが開き、ナタナエルは不気味に蠕ぜん動どうしながら言葉を紡ぐ。

『I...I...accept your order......Meister』

　ずるずると外に這はい出したナタナエルが、工房の床を粘液で汚しながら、ベッドに横たわるスワニルダへと近づいた。スワニルダは全身を軋きしませながら、〝人形師〟へと手を伸ばす。

　自らが喰くわれる恐怖よりも、主人に捨てられたことへの驚きよう愕がくが大きい。自分の存在意義が、大きく揺らぐ。彼女は壊れかけている──

「人形師様マイスター……私は……私は……」

「おまえの部品はナタナエルにくれてやる。おとなしく処分されてろよ、廃棄物ゴミ」

　アンドレイドの言葉が終わるより先に、不定型の人工生命体ホムンクルスが、スワニルダの全身を吞のみこんだ。スワニルダの全身が焼けるような激痛を訴えてくる。体内に埋めこまれた機械を奪われ、生体組織が喰われていく。ナタナエルが、スワニルダの身体からだを取りこもうとしているのだ。

　スワニルダは抵抗を続けたが、すでに壊れかけていた彼女に、新たな人工生命体ホムンクルスの巨体を押し返すだけの力は残されていなかった。不定型の球体に完全に融合されて、スワニルダの姿は消滅する。

「まあ、こんなものか」

　想定どおりの結末に、アンドレイドは微笑した。

　スワニルダの質量を取りこんだことで、不定型の人工生命体ホムンクルスの肉体は、元の倍近い大きさに膨張している。そのシルエットも単純な球形から、より人間らしい輪りん郭かくへと近づいていた。スワニルダの知識と経験、そして戦闘能力を受け継いだのだ。

　このまま人工生命体ホムンクルスや機械人形オートマタを、そして人間や魔ま族ぞくを喰らい続ければ、ナタナエルは、いずれ最強の生体人形へと成長することだろう。そうなればアスタルテだけでなく、第だい四よん真しん祖そそのものをも取りこむことができるかもしれない。それを想像して〝人形師〟は満足げに笑った。

　ナタナエルの身体からだに異変が起きたのは、その直後のことだった。

「命令拒否デイナイ……」

　不定型の肉体を引き攣つらせて、ナタナエルが重々しくうめいた。粘土細工のような不格好な巨体が、工房の床に倒れて苦く悶もんを始める。

「ナタナエル？」

　新型人工生命体ホムンクルスの異常に気づいて、アンドレイドが動揺する。

　その間にもナタナエルの異常は進行していた。透き通った肉体に、焼け焦げたような灰色の影が浮き上がり、激痛に耐えかねたように人工生命体ホムンクルスが絶叫する。

「ア……ウア……アアア……グアアアアアアッ！」

「おい、ナタナエル!?　なんだ、これは……!?」

　アンドレイドの顔に焦りが浮いた。

　不定型の人工生命体ホムンクルスの輪りん郭かくを歪ゆがめて、その背中から現れたのは、新たな人ひと型がたの影だった。純白の髪を持つ彼女の姿は、融合されたはずのスワニルダによく似ている。美しい左の横顔も。焼けただれた右の横顔も。

「命令拒否デイナイ……命令拒否デイナイ……命令拒否デイナイ命令拒否デイナイ命令拒否デイナイ命令拒否デイナイ……命令拒否デイナイ！」

　私は、完全に壊れている──スワニルダはそれを自覚する。

　主人である〝人形師〟に捨てられ、その命令に逆らったとき、彼女の心は壊れたのだ。今の彼女に残された欲求は、たったひとつの目的を叶かなえることだけだ。

　自分の存在価値を証明する。そのために彼女は、自分を取りこんだナタナエルの肉体を喰くい破り、再び生まれ変わったのだ。

「〝永遠〟に……生き続ける……ことが人形の価値。所有者である人間が滅びても……！」

「スワニルダ!?　おまえ──!?」

　哄こう笑しようする生体人形を呆ぼう然ぜんと眺めて、アンドレイドが怯おびえたように後ずさる。咄とつ嗟さに机の上のウィスキーボトルに手を伸ばしたのは、護身用の魔術を発動するためだ。そんな彼の表情が、前触れもなく苦痛に歪んだ。

　スワニルダの左腕に埋めこまれていた絡から繰くり仕掛けが発動し、山刀マチエツトに似た巨大な刃やいばが現れた。その先端が、なんの抵抗もなく、アンドレイドの胸へと突き入れられている。

「なっ……」

　心臓を貫かれたアンドレイドが、がふっ、と鮮血を吐き出した。

　それを見つめるスワニルダの人工の瞳には、なんの感情も浮かんでいない。壊れてしまった今の彼女は、かつての主人すら躊ちゆう躇ちよなく殺すことができるのだ。

「私は、〝永遠〟を手に入れる──」

　焼けただれた頰ほおを歪めて、スワニルダが美しく微笑ほほえんだ。

「馬鹿な……スワニルダ……」

　アンドレイドの長身が、ゆっくりとその場に倒れていく。絶命した〝人形師〟を無言のまま眺めて、スワニルダは彼の死体を無造作に打ち捨てた。

　スワニルダの下半身は、蜘蛛くもに似た八本脚へと変わっている。金属製のその脚を器用に操り、彼女は地下工房から這はい出した。そしてそのまま闇の中へと消えていく。

　彼女は完全に壊れている。しかし自分がやるべきことだけは理解していた。

〝永遠〟を手に入れるのだ。試験体アスタルテを──
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　真夏の海風に乗って漂ってきたのは、つん、と鼻を突く塩素の臭においだった。

　気け怠だるい午後の青空に、生なま温ぬるい水みず飛沫しぶきが散っている。彩さい海かい学園の屋外プール。女子の体育の授業中だ。学校指定の競泳水着に身を包んだ生徒たちが、順番に背泳のタイムを計っている。

「うー……怠ダル……こんな周りに海しかないような島に住んでて、なにが哀かなしくて学校のプールなんかで泳がなきゃいけないのよ。荷物増えるし、髪乾かすの面倒メンドいし」

　出席番号の都合で真っ先にタイムを計り終えた浅あさ葱ぎが、プールサイドに座ってぶつぶつと愚痴をこぼしている。バスタオルを頭から被かぶっているのは、気休め程度の日焼け対策だった。絃いと神がみ島じまは、東京の南方海上三百三十キロ付近に浮かぶ人工島だ。亜熱帯特有の強烈な紫外線が、容よう赦しやなく頭上から降りそそぐ。

「いいじゃない、浅葱はスタイルいいんだし。おかげで目の保養になるわ」

　そう言って浅葱に笑いかけてきたのは、友人の築つき島しま倫りんだった。クラス委員を任されている、大人びた雰ふん囲い気きの女子である。愛想に乏しく物言いも少しきつめだが、そこがいいという男子も意外に多い。彼女のすらりとした長身を、浅葱は少し拗すねたような目つきで見上げて、

「あんたが言うと嫌味に聞こえるんだけど……ていうか、そういう問題じゃないでしょ」

「まあ、この炎天下にマラソンやらされてる男子よりはマシじゃない？　ほら、暁あかつきくんがこっち見てるよ」

「え……!?」

　倫に言われて、浅葱は思わず前髪に手を当てた。運動場を走っている古こ城じように見られる前に、スイミングキャップで乱れた髪を直さなければと焦ったのだ。

　しかし倫は、慌てる浅葱の反応にクスクスと笑いだし、

「ああ、ごめん。このフェンス、向こうからは見えないようになってるんだったね」

「お倫……あんたね……」

　澄まし顔の倫を睨にらんで、浅葱がうめく。

「ふふっ……残念だった？」

「そんなわけないでしょ。べつに古城のことなんか関係ないし」

　強がる浅葱を見つめて倫は微笑ほほえみ、それから不意にプールの外へと目を向けた。

「そうそう、フェンスといえば、浅葱、〝伝説のフェンス〟の噂うわさって知ってる？」

「は？　なにそれ？　伝説のフェンス？」

　どこか間の抜けた言葉の響きに、浅葱がきょとんと目を瞬またたいた。伝説の武器や防具といわれればまだわかるが、たかがフェンスに伝説もへったくれもないだろう、と思ってしまう。

　それでも倫は真顔でうなずき、

「そう。高等部の女子の間で、最近、割と有名な話なんだけど」

「ううん、知らない。初めて聞いた」

「ほら、更衣室の裏に、小さな建物があるじゃない。プール関係の電気設備が入ってるやつ」

「ああ、あるね」

　浅葱はそう言って視線を巡らせた。普段は特に気にしたことがないが、たしかに更衣室の裏には、倉庫風の四角い建物が建っている。循環濾ろ過か方式の浄化装置や塩素消毒装置、電力供給のための受変電設備などが収められた建物だ。

「周りをフェンスで囲ってあるでしょ。立ち入り禁止だから」

「うん」

「そのフェンスの隙すき間まにラブレターをお供えしておくと、恋が成じよう就じゆするんだって」

「は？」

　浅あさ葱ぎが半はん眼がんになって倫りんを見た。

　たしかに、普段あまり人通りがないせいか、設備室前のフェンスには、よくゴミなどが挟みこまれている。近くのゴミ箱が一杯だったときに、捨てられなかった空き缶などをフェンスにねじこんでいく生徒がいるらしい。ある意味、フェンスそのものがゴミ捨て場扱いされているわけだ。そんなところにラブレターを突っこんで、恋愛が上手くいくとは思えなかった。胡う散さん臭くさいにも程ほどがある。

「うっわー……噓うそ臭くさい……」

「それがどうも本当らしいのよ」

　疑いの眼まな差ざしを向ける浅葱に、倫は真顔で首を振った。

「ほら、ウチの部の二年生にイマイ先輩っているでしょ」

「ああ……魔ま族ぞく研究会の」

「夏休み明けに、サッカー部のコサカ先輩に告白しようとしたらしいの。ラブレターに手編みのマフラーを添えて」

「絃いと神がみ島じまで手編みのマフラー……って」

　それはほとんど嫌がらせではないのか、と浅葱は内心ツッコミを入れる。なにしろ絃神島の平均気温は真冬でも二十度を超えるのだ。

「だけどその直前に、コサカ先輩がほかの女の人と仲良く歩いてるのを見かけて、告白できないままマフラーは捨てちゃったのね。さっき話したフェンスのとこに。ゴミ箱が一杯で入らなかったから、フェンスに引っかけてきたらしいんだけど」

「それって不法投棄だよね……」

「そしたらしばらくしてコサカ先輩のほうから、イマイ先輩にいきなり告コクってきて、二人はつき合うことになったんだって」

「はあ、そうですか」

　どうやらコサカと一緒に歩いていたのは、実の妹だったというよくあるオチらしい。結局、マフラーに意味があったのかどうかは謎なぞのままだ。とはいえ、実際に上手くいったカップルがいるという事実は、おまじない、の信しん憑ぴよう性せいを高めるには効果的だろう。

「その噂うわさが広まって、最近そのフェンスにラブレターをこっそり結びつけるのが流行はやってるの」

　水着の肩かた紐ひもの位置を直しつつ、真ま面じ目めな口調で倫が言った。

「結びつけるって、おみくじみたいに？」

「そうそう。そしたら意中の相手のほうから、けっこうな高確率で告白されるらしいのよね。女子の間でしか広まってないはずの噂うわさ話ばなしなのに、不思議だよね」

　もちろん効果には個人差があるんだけど、と補足する倫りん。健康食品か、と浅あさ葱ぎは呆あきれる。

「それが〝伝説のフェンス〟ってこと？」

「そういうこと。浅葱もちょっと試してみたら？」

　倫が悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみながら、浅葱の顔をのぞきこんでくる。浅葱は、ハッ、と鼻で笑って、

「冗談でしょ。なんであたしが古こ城じように手紙なんか書いてやんなきゃいけないのよ」

「あれ？　あたしは浅葱の意中の相手が暁あかつきくんだなんて、ひと言も言ってないんだけどなー？」

　すっとぼけた表情で倫が訊きき返し、浅葱は、うぐっ、と声を詰まらせた。

「ちょ、ちょっと待ってよ。さっきのイマイ先輩の話って、夏休み明けの出来事だったんでしょ。まだ何週間も経たってないじゃない。どこがどういうふうに伝説なのよ？」

「ああ、それは、ほら……あのフェンス、電気設備室の前にあるから。電設のフェンス、なんて」

「駄だ洒落じやれじゃん！」

　浅葱はガックリと脱力して、曲げた自分の膝ひざの上に突っ伏した。倫はクスクスと笑っている。

「真面目に聞いて損したわ……まあ、いいけどさ。最初から、そんなオカルト信じてないし」

「浅葱は頭が固いなあ。〝魔ま族ぞく特とつ区く〟の住人のくせに」

　呆あきれたように首を振る倫に、浅葱は唇を尖とがらせた。

「〝魔族特区〟の住人だからよ。誰かが催眠系の呪じゆ術じゆつを仕掛けたっていうのならまだしも、なんの理論的な裏付けもない縁結びのフェンスなんて信用できないわ」

　半ば自分に言い聞かせるように、真剣な口調で呟つぶやく浅葱。そんな浅葱と倫の会話に、タイム計測を終えたばかりの棚たな原はら夕ゆう歩ほが、目を輝かせながら割りこんでくる。

「なになに、オカルトってなんのこと？　もしかして殺人人形の話？」

「殺人人形？」

　唐突に出てきた物騒な単語に、浅葱は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。夕歩は濡ぬれた髪を絞りながら、わざとらしく怯おびえたような表情を浮かべてみせる。

「最近、話題になってるじゃん。島内で行方ゆくえ不明者が続出してるって」

「テレビでもやってたね。美人ばかりが狙われるってやつでしょ」

　倫が淡々と解説する。夕歩は大げさにうなずいて、

「そうそう。こないだの中等部の転校生とか、危ないよね」

「へー……」

　中等部の転校生──姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なの容姿を思い出し、浅葱は思わずムッとする。なぜか暁古城につきまとっている転校生の存在は、浅あさ葱ぎにとっては不愉快極まりないが、それはそれとして彼女が美形であることは認めざるを得なかった。

「で、その誘拐犯が人形なの？」

「狂った機械人形オートマタだって噂うわさだよ。顔の半分が焼けただれてて、それを張り替えるための綺き麗れいな肌を探してるんだって」

「ありがちな怪談になってきたねえ」

　浅葱は呆あきれたように嘆息した。機械人形オートマタの起動コアには、第一非殺傷原則ひとをきずつけてはならないという最優先のコマンドが焼きつけられている。たとえ暴走したとしても、誘拐や殺人を犯すことは不可能だ。もちろん市販されている起動コアではなく、すべての部品を手作業で組んだ自作コアを使えば話はべつだが、そんなものを作れる職人は、世界中探しても何人もいないはずだった。

　それでも夕ゆう歩ほは、真剣に浅葱の瞳を見つめて、

「それがさ、彩さい海かい学園の校内で目撃されたって噂もあるんだよね。夜な夜な校舎を徘はい徊かいして、獲物を探してるんじゃないかって」

「ふーん」

　阿あ呆ほくさ、と浅葱は肩をすくめた。

　明るい真夏の陽ひ射ざしが、彼女の頰ほおを照らす。濡ぬれた水着の張りついた肌を、焼けた海風が撫なでていく。
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　誰もいない放課後の教室で、矢や瀬ぜ基もと樹きは携帯電話を耳に当てていた。電話の相手は、人工島管理公社に勤務する十歳年上の異母兄──幾かず磨まだ。数日前に暁あかつき古こ城じようが、謎なぞの機械人形オートマタに襲しゆう撃げきされた。その襲撃者が特定できた、と幾磨から連絡があったのだ。

「〝人形師〟……？」

　兄の口から聞かされた襲撃者の愛称に、矢瀬は小さく眉まゆをひそめる。朧おぼろ気げに聞き覚えのある名前だった。

「ザカリー・多島タジマ・アンドレイド──国際指名手配中の魔ま導どう犯罪者だ。生体操作の魔術が専門で、人体と機械人形オートマタの融合に特に優れた才能を持っていた。欧州の金持ち相手のオークションで、こいつが作った機械人形オートマタが、一体何十億円だかで落札されたこともあるそうだ」

「ああ、思い出した。前に絃いと神がみ島じまの不法入島者リストで見たぜ」

　矢瀬が不機嫌な口調で言う。犯罪者としてのアンドレイドの危険指数はＡプラス──絃神島で殺人級の犯罪を実行する可能性が高い、と予想される極めて危険な人物だった。政府獅し子し王おう機き関かんから、専従の捜査官も派遣されていたはずだ。

「──で、俺は、そのアンドレイド先生を探せばいいのか？」

　矢や瀬ぜが異母兄に訊きき返す。世界最強の吸血鬼──〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようの監視が、矢瀬の役目だ。〝人形師〟がその古城を狙っているのだとすれば、当然、放置しておくわけにはいかない。アンドレイドが迂う闊かつに刺激したせいで、古城に暴走されたら困るのだ。

　しかし質問に対する兄からの返事は、矢瀬にとって意外なものだった。

「いや。〝人形師〟の居場所はわかってる。一昨日〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟が発見した。死体でな」

「死体で……？　殺されたのか？」

「おそらくな」幾かず磨まが事務的な口調で答えてくる。「現場の状況を調べた結果、アンドレイドを殺した犯人は、機械人形オートマタか人工生命体ホムンクルスのどちらかだと結論された。あるいは、その両方の特徴を併あわせ持つ者、だ」

「機械人形オートマタか人工生命体ホムンクルス……？　不可能だろ？　あいつらには人間を傷つけることはできないんじゃなかったのか？」

「できるさ。アンドレイドの作品ならな」

　幾磨が突き放すように短く言った。

「人形使いが、自分の作った人形に殺されたってことか」

　笑えねーな、と矢瀬が唇を歪ゆがめる。そうだな、と幾磨が嘆息する気配があった。

「スワニルダというのが、その人形の名前らしい」

「そいつはどうなったんだ？」

「逃走中だ。いや……潜伏中というべきかな。ここ最近、市内で連続している失しつ踪そう事件、そのいくつかにスワニルダが関係していると公社では睨にらんでいる」

「なに……!?」

　矢瀬が表情を険しくする。美しい女性ばかりを襲う人形の噂うわさは、矢瀬の耳にも入っていた。ありふれた都市伝説だと誰もが思っているだけに、殺人人形が実在するとなると厄介だ。無責任な噂に惑わされて、本当の目撃情報との区別がつかなくなる。

「そいつを捜し出すのがおまえの仕事だ。〝人形師〟が第四真祖に接触したという、おまえの報告書は読んだ。その情報が事実なら、殺人人形が再び彼の周囲に現れる可能性は高い」

「なるほどな……」

　矢瀬がうんざりと溜ため息いきをついた。幾磨がめずらしく情報提供に協力的だった理由に納得したのだ。

「できるか、基もと樹き」

「無理でもなんでも、やらせるつもりなんだろーがよ。だったら最初から訊くなよな」

「自分の立場が理解できているならそれでいい」

　幾磨の返事は素っ気ない。矢瀬は小さく舌打ちしながら、ふと思い出したように電話機を握り直す。

「俺からもひとつ訊かせてくれ、兄貴」

「なんだ？」

「殺人人形が関係してるって連続失しつ踪そう事件の被害者、どうなった？」

　一いつ瞬しゆんだけ、短い沈黙があった。そして幾かず磨まは、感情のこもらない声で静かに告げた。

「──喰くわれたよ。殺人人形に融合されてな」
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「ああっ……！」

　帰宅して入浴の準備をしていた浅あさ葱ぎは、脱衣所にある洗濯機の前で、やってしまった、と頭を抱えていた。プールバッグを学校に忘れてきたことに気づいたのだ。

　もちろんバッグには濡ぬれたバスタオルと使用済みの水着が入っている。しかも最悪なことに明日は休日で、週明けの月曜日には再び水泳の授業がある予定になっていた。

「さすがに週末ずっとロッカーに入れっぱなし、ってのはマズイわよね……学校まで取りに行かなきゃだめか」

　その場でひとしきり落ちこんでから、浅葱はのろのろと顔を上げた。冷房の効かない日曜日の校舎。閉め切られた教室の気温は、軽く四十度を超えるだろう。濡れたまま通気性の悪いプールバッグに詰めこまれた水着が、その環境に放置された結末は、あまり想像したくない。

　部屋に戻って一度脱いだ制服に再び袖そでを通し、浅葱は渋々と玄関に向かった。時刻はすでに午後八時を過ぎて、窓の外は真っ暗だ。

「浅葱さん？　出かけるの？」

　廊下で顔を合わせた継はは母おやが、驚いたように声をかけてくる。父親の再婚相手である彼女はまだ若い。仲が悪いわけではないのだが、浅葱は彼女のことが今も少し苦手だった。いい人だと理解してはいるのだが、どうしてもぎこちなくなってしまうのだ。

「忘れ物をしたので、学校に行ってきます。すぐ帰りますから」

　継はは母おやをあまり心配させないようにと、浅葱はにこやかに微笑ほほえんでそう言った。そして彼女の返事を待たずに、靴を突っかけて家を出る。

　浅葱の自宅があるのは、人工島西地区アイランド・ウエストの高級住宅地だ。景観は良好だが、駅やバス停が遠く、交通至便とは言い難い。モノレールを乗り継いで彩さい海かい学園についたときには、時計は九時近くを指していた。学園の周囲にはほとんど人通りがなく、人工島特有の無機質な景色が際きわ立だっている。夜の校舎は暗闇の中に沈んで、ひどく不気味だ。

「まあ、普通に閉まってるわよね。この時間じゃ」

　ガッチリと閉ざされた校門を眺めて、浅葱は小さく溜ため息いきをついた。彩海学園そのものは、ありふれた普通の学校なのだが、〝魔ま族ぞく特とつ区く〟内の教育施設ということで、夜間の警備は厳重である。閉ざされた門や周囲の塀は、簡単に乗り越えられる高さではない。

　浅あさ葱ぎは仕方なく学校の裏へと回る。そこに職員用の通用門があることを知っていたからだ。通用門そのものは分厚い特殊合金製だが、門を閉ざしている錠前は、市販の電子ロックである。

「このタイプなら遠隔操作リモートでいけるかな。モグワイ、よろしく」

　浅葱はニヤリと微笑ほほえんで、愛用のスマホに向かって呼びかけた。スマホの画面に表示されたのは、不細工なぬいぐるみ風のアイコン画像だった。

『人使いの荒い嬢ちゃんだな。犯罪の片棒を担がせるのはやめてくんねーか？』

　絃いと神がみ島じまを制御する五基のスーパーコンピューターのアバターが、妙に人間臭い口調で言う。

「いいじゃん。あんた、どうせ暇でしょ」

　しかし浅葱は気楽な口調で言い放ち、モグワイはやれやれと彼女の言葉に従った。高性能すぎて誰にも使いこなせなかったはずの人工知能でありながら、なぜか浅葱にだけは柔順なのだ。

　浅葱が趣味で作ったハッキングソフトが起動して、通用門の電子ロックを解除した。ついでに校内のセキュリティシステムも乗っ取っておく。これで学校内をうろついても、警備会社に感知される心配はない。

「じゃあ、まあ、行きますか」

　自分自身を励ますようにそう呟いて、浅葱は薄暗い校庭へと足を踏み入れた。

　街灯の光が届かないせいで、夜の学校内では月明かりだけが頼りである。文明から隔離された廃はい墟きよの中にいるようで、ひどく落ち着かない気分になる。スマホを懐中電灯代わりに使っているので、モグワイを話し相手にすることもできない。

「さすがに夜中の校舎は不気味よね。こんなことなら、古こ城じようあたりを用心棒代わりに連れてくればよかったわ……」

　そう言って浅葱は溜ため息いきをついた。古城と二人きりで夜よ更ふけの教室に忍びこむ──それはなかなか魅力的なイベントだと思われた。校内の雰ふん囲い気きが少しばかり不気味でも、肝試し感覚で、むしろ気分が盛り上がるというものだ。

　しかし残念ながら、ゴール地点で回収するべきアイテムが使用済みのスク水では、今から古城を呼び出すわけにもいかない。ワクワク肝試しイベントが一気に変態チックになってしまう。

　浅葱は上履きに履き替えて、無人の校舎に入っていった。暗いとはいえ、通い慣れた自分の学校である。そうそう迷うようなことはない。すんなりと教室に辿たどり着き、目的のロッカーの前に立つ。

「はい。回収っと」

　ロッカーからプールバッグを引っ張り出して、浅葱は気け怠だるく息を吐く。たったこれだけを持ち帰るために、ずいぶん無駄な時間と体力を使ってしまった。

　さっさと帰ろう、と思いつつ、浅葱はなんとなく窓の外へと目を向ける。プールで倫りんに聞かされた〝伝説のフェンス〟のことを思い出したのだ。

「手紙……か」

　古こ城じようの机を横目で眺めて、浅あさ葱ぎはうーんと低く唸うなる。浅葱と古城は中学時代からの長いつき合いだ。あの男になにかを伝えるのに、今更、手紙なんて回りくどい方法を使うことなどあり得ない。とはいえ、男子のほうから告白してくるという〝伝説のフェンス〟の効能は、正直、魅力的だった。

「そりゃまあ、あたしとしても、古城のほうから告白してくるなら、話を聞いてあげなくもないけどさ」

　浅葱は教室を出て、最寄りの下り階段へと向かう。

　校舎の中が暗いぶん、月明かりに照らされた窓の外がよく見えた。校庭の植木の向こう側、水をたたえたプールの裏に、電気設備の入った建物がある。立ち入り禁止の建物の周囲には、安っぽい金属製のフェンスが張り巡らされていた。

「って……え!?」

　そのフェンスの前を通り過ぎた影に気づいて、浅葱は思わず足を止める。

　目の錯覚かとも思ったが、そうではなかった。闇に包まれた校舎の裏庭を、小柄な人影がゆっくりと横切っていく。黒っぽいドレスを着た美しい少女だ。作り物めいた白い肌と、暗がりの中でもはっきり目立つ奇妙な色の髪。左右対称の人工的な美貌。どことなく現実離れした、幻想的な光景だった。

「あの髪の色……人工生命体ホムンクルス？　こんな時間にどうして……!?」

　浅葱は困惑しながらも、少女の行方ゆくえを目で追った。昼間聞いたもうひとつの噂うわさ話ばなしを、否いや応おうなく思い出す。美しい女性ばかりを狙う殺人人形が、彩さい海かい学園に潜んでいる、という都市伝説だ。

「まさか、棚原が言ってた怪談が実話だったってこと？　そんな馬鹿な……」

　浅葱は自問しながら首を振る。その間に人工生命体ホムンクルスの少女は、設備室前のフェンスに立ち止まり、そこに挟まっていた紙に手を伸ばしていた。淡いピンクの封筒が、目立たないフェンスの片隅に置き去られていたのだ。

「……ど、どういうこと!?　殺人人形と〝伝説のフェンス〟になんの関係が……!?」

　さすがに興味を惹ひかれた浅葱が、身を隠すことを忘れて、廊下の窓に顔を寄せる。

　その瞬間、手紙を回収していた人工生命体ホムンクルスが、ぐるり、と首を巡らせた。感情のない大きな青い瞳が、一いつ瞬しゆんたしかに浅葱を見る。

「ヤバッ……！」

　人工生命体ホムンクルスの少女と目が合った瞬間、浅葱は咄とつ嗟さに身を隠した。

　だが、そのときにはもう遅かった。浅葱が隠れている校舎に向かって、人工生命体ホムンクルスの少女が歩き出す。彼女は間違いなく浅葱の存在に気づいている。

　そして浅葱は目撃する。

　人工生命体ホムンクルスの少女が小脇に抱えていたのは、金属製の奇妙な装備だった。鋭く尖とがった、刃渡り二十センチほどの銀色の刃物。そしてブルバップ式のライフルに似たシルエットの道具だ。

「う、噓うそでしょ……！」

　ゾッと寒気を覚えて、浅あさ葱ぎはその場にうずくまった。忘れかけていた恐怖が一気にぶり返す。まったく想定外の状況だった。なぜ忘れ物を取りに来ただけで殺人人形と遭遇してしまうのか。

　殺人人形はただの都市伝説だと思っていただけにショックがでかい。軽くパニックに陥おちいって、どうすればいいのかわからない。

「モ、モグワイ……！　って、まずい……校舎内は電波が……！」

　圏外表示になっているスマホの画面に気づいて、浅葱の焦りが加速する。〝電子の女帝〟などと呼ばれていても、浅葱自身は普通の女子高生だ。ネット回線から切り離された上に、物理攻撃力を持つ殺人人形が相手では、逃げ隠れする以外にできることはない。

「追いかけてくる……!?　まずい、このままだと……」

　人工生命体ホムンクルスの少女が校舎に入ってくる気配があった。鉄製のドアが軋きしむ不快な音が、ひと気のない建物に響き渡る。下に降りる階段はもう使えない。廊下の奥には非常脱出用のシュートがあるが、今から準備している時間はない。

「どこかに隠れてやり過ごさないと……って、どこで……!?」

　浅葱は涙目になりながら周囲を見回した。視界に飛びこんできたのは女子トイレの入り口だ。人工生命体ホムンクルスの少女の足音が近づいてくる。もはや選より好みしていられる状況ではない。

　浅葱はトイレに駆けこんだ。並んでいる個室は四つ。当然ながらすべて空いている。浅葱は迷わずいちばん奧の個室に入る。そして祈るような気分で身を隠した。

「お願い……気づかないで通り過ぎてよ……」

　その呟つぶやきが終わる前に、突然、女子トイレ入り口のドアが開く。

「……っ!?」

　浅葱は思わず息を止めた。心臓の音が耳元で鳴っている。手脚の震えが止まらない。大丈夫、と必死で自分に言い聞かせる。浅葱が女子トイレに隠れているという証拠はなにも残していない。個室のドアにも鍵かぎはかけてない。大丈夫。殺人人形に気づかれるはずがない。

「……!?」

　そんな浅葱の耳に聞こえてきたのは、個室のドアをノックする音だった。

　もちろん誰も返事をしない。それを確認して、人工生命体ホムンクルスの少女がドアを開ける。開けられたのは、もっとも入り口側に近い個室のドアだ。中に誰かが隠れていないか、少女がのぞきこんでいるような気配がある。

　続けて二番目のドアがノックされた。そして三番目のドアも。次第に近づいてくるノックの音に、浅葱の心臓が止まりそうになる。二番目と三番目のドアが開き、そして再び閉められた。残っているのは、浅葱が隠れている四番目だけだ。少女の足音がドアの前で止まる。浅葱はもはや生きた心地もない。

　しかし四度目のノックが打ち鳴らされると思われた瞬しゆん間かん、人工生命体ホムンクルスの少女は動きを止めた。彼女はしばらくその場に立ち止まったあと、不意に踵きびすを返して廊下へと戻っていく。浅あさ葱ぎにはなにが起きたのかわからない。わかるのは謎なぞの人工生命体ホムンクルスの少女が、浅葱の前から立ち去ったという事実だけである。

「た、助かった……の……？」

　硬直した全身をぎこちなく動かして、浅葱はどうにか立ち上がる。少女がいなくなってから、三分ほどが経過していた。ほとんど永遠の長さにも感じられるほどの三分だ。

「今のうちに逃げなきゃ……」

　震える膝ひざを騙だましながら、浅葱はそっと個室を出る。できればこのままずっとトイレに隠れていたかったが、それが危険だと判断するだけの理性はまだ残っていた。

　再び人工生命体ホムンクルスの少女が戻ってきたら、今度こそ逃げ場は残されていない。それに校内のセキュリティが無効化されている以上、どれだけ待っても、誰かが助けに来てくれる可能性はほぼゼロだ。殺人人形と入れ違いになったこの瞬間だけが、無事に逃走する最後のチャンスなのだ。

　膝の震えが、ようやく止まった。大丈夫、と浅葱はもう一度口の中で繰り返す。運動神経にはそれなりに自信があった。たとえ相手が殺人人形だとしても、校舎の外に出てしまえば、どうにか逃げ切ることができるはず。

　よし、とうなずいて浅葱は女子トイレの外に出た。

　その瞬間、浅葱の視界に小柄な影が現れる。

　気配もなくその場に佇たたずんでいたのは、人工生命体ホムンクルスの美しい少女だ。立ち去ったと見せかけて、浅葱が出てくるのを待っていたのだ。

　無表情な眼まな差ざしが、至近距離から浅葱を見上げてくる。

「いやああああああああああああっ！」

　彼女の青い瞳を見つめて、浅葱は今度こそ絶叫した。
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　音響結界サウンドスケープに紛れこんだ異物の気配を察して、矢や瀬ぜは愛用のヘッドフォンを耳に押し当てた。

　矢瀬は過適応能力者ハイパーアダプター──魔ま術じゆつや呪じゆ術じゆつに頼らない天然モノの超能力者だ。音を自在に操る矢瀬の能力は、直接戦闘にこそ向かないが、監視や情報収集には極めて高い適性を持っている。殺人人形スワニルダの捜索を任されたのも、その適性を買われてのことだった。

　絃いと神がみ島じまの中心部──キーストーンゲートと呼ばれるビルの屋上である。矢瀬の周囲に人影はなく、彼に話しかける者は誰もいない。しかし矢瀬は、風に乗って聞こえてくるかすかな声を拾おうと、懸命に耳を澄ましている。

「この足音……？　あいつ、なんでこんな時間に学校にいるんだ？」

　呟つぶやく矢や瀬ぜの表情に困惑が浮かんだ。矢瀬の能力が感知していたのは、彩さい海かい学園の校舎内をうろつく藍あい羽ば浅あさ葱ぎの足音だった。

　彩海学園の周囲には、矢瀬が音響結界サウンドスケープと名付けた、特殊な結界が張られている。その場で発生する騒音のパターンを事前に記憶・解析しておくことで、半径数キロの結界内に侵入した、ほぼすべての人間の行動を把握することができるのだ。本来は〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようを監視するための結界だが、なぜかそこに浅葱が紛れこんでいるらしい。

「──って、浅葱だけじゃない!?　なんだ、こいつの心しん音おんは!?」

　矢瀬はヘッドフォンを押さえたまま立ち上がる。

　音響結界サウンドスケープがとらえたのは、明らかにまともな生物の鼓動ではなかった。いくつもの心臓が連結されたような異様な脈動。そしてアナログ時計のような精密な機械音。何人もの人間を取りこんだ人工生命体ホムンクルスと、機械人形オートマタの融合体。それが浅葱と同じ校舎の中に入りこんでいる。

「まさか……アンドレイドの人形か!?　よりによってこんなときに……っ！」

　奇怪な心音の正体に気づいて、矢瀬がギリッと奥歯を鳴らした。

　スワニルダが彩海学園に入りこんでいる。そして、なぜかそこには浅葱がいる。思いつく限り最悪の状況だった。殺人人形に襲われたら、一般人の浅葱には身を守る手段がない。

「クソ！　まずいな、この距離じゃ……！」

　矢瀬が携帯電話を握り締めてうめく。キーストーンゲートから彩海学園までは、たとえ矢瀬自身の能力を全開にしてもかなりの時間がかかる。だからといって特区警備隊アイランド・ガードを出動させている時間はない。面倒な事務手続きをしている間に、浅葱が確実に殺される。

　どうにかして彼女を救うためには、矢瀬よりも早く彩海学園に辿たどり着けて、しかも特区警備隊アイランド・ガードを上回る戦闘能力の持ち主が必要だ。

　そして矢瀬はたった一人だけ、その条件に当て嵌はまる人物を知っている──

「くっ……」

　迷う時間は残されていなかった。矢瀬は携帯電話のアドレス帳から、親友の番号を呼び出してコールする。
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「あ……」

　無言で立ち尽くす人工生命体ホムンクルスの少女を見つめて、浅葱は呆ぼう然ぜんと声を洩もらした。藍あい色いろの髪と淡い水色の瞳。フリルまみれのメイド服を着た小柄な身体からだ。彼女の顔を浅葱は知っていた。ある場所で一いつ瞬しゆんだけ出会ったことがあったのだ。

「あなた……こないだ、ロタリンギアの殲せん教きよう師しと一緒にキーストーンゲートを襲ってきた……」

「肯定。眷けん獣じゆう共生型人工生命試験体、固有名〝アスタルテ〟と回答します」

　藍あい色いろの髪の少女が、抑揚の乏しい声で答えてくる。

　ロタリンギア正教の殲せん教きよう師しによるキーストーンゲート襲しゆう撃げき。それは世界的にも大きな話題になった深刻な魔ま導どう犯罪事件だった。そして殲教師ルードルフ・オイスタッハがキーストーンゲートの封印を破るために使用したのが、人工眷獣を寄生させた試作型人工生命体ホムンクルスアスタルテだったのだ。

「どうして……あたしを待ち伏せしてたの……まさか……」

　浅あさ葱ぎが怯おびえた声で質問する。襲撃当日、キーストーンゲートにいた浅葱は、被害者として事件に巻きこまれた。そして戦闘中のアスタルテとも遭遇している。一歩間違えれば、浅葱はその場で彼女に殺されていただろう。

　だからこの人工生命体ホムンクルスの少女が、再び浅葱を襲ってきたのだとしても、それを不思議とは思わなかった。彼女には、浅葱を簡単に殺すだけの力があるのだから。

　しかしアスタルテの瞳には、浅葱に対する敵意も殺意も浮かんではいなかった。

　代わりに彼女は右手に握っていた物体を、そっと浅葱の前に差し出してくる。

「どうぞ」

「え？」

　浅葱はわけがわからないまま、差し出されたアイテムを受け取った。それは見覚えのある水泳ゴーグルだった。

「これって……もしかして、あたしのゴーグル？」

「廊下に落ちていました、と回答します」

「あ……」

　人工生命体ホムンクルスの少女に指摘されて、浅葱は自分のプールバッグを見下ろした。バッグのファスナーは開いている。ロッカーに入れるときに閉め忘れたのだ。そしてアスタルテから逃げる途中に、ゴーグルを落としてしまったらしい。

　アスタルテはそれを浅葱に届けるために、トイレの前でずっと待っていたのだ。

「質問。なにか体調に問題がありますか？」

　脱力してへたりこんだ浅葱を見下ろして、アスタルテが訊きいてくる。浅葱は弱々しい笑みを浮かべて、どこか投げやりに首を振った。

「大丈夫よ。安心してちょっと気が抜けただけ」

「……驚かせてしまったことは、謝罪します。先日のキーストーンゲート襲撃の際、危険な目に遭わせてしまったことも」

　機械的な口調で、アスタルテが言う。

　しかし浅葱は、廊下に座りこんだまま首を振った。

「ああ、それはいいのよ。わかってるから」

「わかっている、とは？」

　アスタルテが怪け訝げんそうに浅あさ葱ぎを見る。人工生命体ホムンクルスの少女にとっても、浅葱の反応は意外だったらしい。

「あなたは命令されてただけなんでしょ。それに、オイスタッハさんだっけ……殲せん教きよう師しの人の言い分も納得できない話じゃないしね」

「感謝します。ミス──」

「藍あい羽ばよ、藍羽浅葱。それよりも、えーと、アスタルテさん？　あなたはなんでこんなところにいるわけ？」

　極度の緊張から解放されて、浅葱にもようやく疑問を抱く程度の余裕が戻ってきた。

　キーストーンゲート襲しゆう撃げきの実行犯であるアスタルテの身柄は、人工島管理公社の厳重な管理下に置かれていたはずである。そんな彼女が、どうして彩さい海かい学園にいるのかがわからない。

「先日の破壊活動、および付随する多数の罪状に対する処分の一環です」

　黙秘されるかと思ったが、意外にもアスタルテはあっさり回答に応じた。

「処分って、もしかしてそのメイド服も？」

「肯定。現在の私は南みな宮みや攻こう魔ま官かんの保護観察下にあります」

「南宮攻魔官って、那な月つきちゃんのこと？」

　なるほど……と、浅葱は妙に納得する。国家攻魔官である那月がアスタルテの後見人になるのは、それなりに理に適かなっているし、そういうことならアスタルテの今の服装も腑ふに落ちる。

「重ねて肯定。それに伴い、現在、私は南宮教官マスターの夜間宿直警備の代行中です」

「代行って……ああ、そう……」

　要するに教職員としての仕事の一部を、那月に無理やり押しつけられたということらしい。もっとも、職務に忠実な人工生命体ホムンクルスのアスタルテは、那月よりもよっぽど校内の警備には向いているだろう。校舎内にいる浅葱を見かけて追いかけてきたのも、宿直勤務の一環だったのだ。

「じゃあ、さっきあなたが持ってた凶器は？」

「凶器……というのは、これのことでしょうか？」

　アスタルテはそう言って、足元に置いてあった荷物を指さした。遠目にナイフとブルバップ式ライフルに見えた彼女の装備は、よく見ればありふれた園芸用品だった。

「スコップと……如じよ雨う露ろ？」

「花壇の植え替えを執行中でした、と補足します」

　なによそれ、と浅葱は再び脱力する。アスタルテを殺人人形と誤認したのは、完全に浅葱の早とちりだったわけだ。むしろアスタルテに失礼な話である。彼女は与えられた宿直の仕事を、黙々と実行していただけなのだから。そして──

「あ……！　その手紙……って……」

　アスタルテがエプロンに挟みこんでいた封筒に気づいて、浅葱が思わず声を出す。明らかにラブレターとおぼしき淡いピンクの封筒。〝伝説のフェンス〟にお供えされていたものだ。

「遺失物と推定します。電気設備室のフェンスに挟みこまれていたものを回収しました」

　アスタルテが淡々と返答する。浅あさ葱ぎが目撃したとおりの説明だ。

「どうするの、それ？」

「宛あて先さきが書かれているので、配達します」

「え……じゃあ、もしかして今までの手紙もあなたが届けてたの？」

　浅葱が軽く啞あ然ぜんとしながら訊き返した。だとすれば、これまで〝伝説のフェンス〟に供えられたラブレターは、本来の宛先にすべて配達されていたことになる。

「肯定。あの通路を日常的に通行するのは、私だけだと回答します。プール裏の設備室内に、人工生命体ホムンクルス用の調ちよう整せい槽そうを設置させてもらいましたので」

「イマイ先輩のマフラーも……？」

「肯定。その差出人は記憶にあります」

「あー……そう……そういうことね……」

　浅葱は耐えかねたようにクスクスと笑い出す。

　フェンスに突っこまれたラブレターは、本来受け取るべきだった人物の手元に届いていた。そしてラブレターを受け取った人物が、その差出人に交際を申しこむのは、特におかしなことではない。それが「ラブレターをお供えすると意中の相手が告白してくる」という、〝伝説のフェンス〟のメカニズムだ。

　もちろん手紙を送った女子全員が上手くいったわけではないのだろうが、しょせんおまじないだと思われているのだから、返事がなかったからといって彼女たちが落ちこむ理由もない。要するに〝伝説のフェンス〟とは、都市伝説でもまじないでもなく、アスタルテが恋のキューピット役を務めていたという、ただそれだけのことだったのだ。

「まさか〝伝説のフェンス〟が、そんなしょうもないオチだったなんて……」

　きょとんとしているアスタルテの前で、浅葱は笑い続けている。伝説の舞台裏を見せられた感じで少し残念ではあるが、それよりも清すが々すがしい気分だった。アスタルテにはいっさい悪気はなかったのだし、実際、彼女のおかげで幸せになった人々もいるのだから。

　ひとしきり笑い続けた浅葱が、ようやく落ち着きを取り戻したころ、不意にスマホの着信音が聞こえてきた。同じ校舎内でもこの辺りは電波が届いているらしい。
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「あれ、基もと樹きじゃん。なによ、こんな時間に──」

　画面に表示された名前を確認して、浅葱が応答ボタンを押す。スピーカーから飛び出してきたのは、いつになく焦った矢や瀬ぜ基樹の声だった。

『浅葱、無事か!?』

「え？　あ、うん。どうしたのよ、そんなに慌てて……？」

『話はあとだ。今すぐそこから離れろ！』

　理由も伝えないまま、矢や瀬ぜが一方的な口調で言う。浅あさ葱ぎは思わずムッと頰ほおを膨らませ、

「そこからって、どこからよ。あたし、今、学校にいるんだけど」

『だから逃げろって言ってるんだよ──！』

　矢瀬が乱暴な口調で命じてくる。いつも飄ひよう々ひようとしている彼が、こんなふうに感情を剝むき出しにするのはめずらしい。

「おまえも殺人人形の噂うわさは聞いたことがあるだろ！　そいつが彩さい海かい学園に入りこんでるんだ！』

「ああ、殺人人形ね。今、ちょうどお話ししてたとこだけど」

　苛いら立だつ幼なじみとは対照的に、浅葱の口調は朗らかだった。電話回線の向こうで、矢瀬が絶句する気配が伝わってくる。

『話してた!?』

「そうよ。電話、代わろうか？　ねえ、アスタルテさん、ちょっといい？」

　浅葱が人工生命体ホムンクルスの少女に向かって呼びかける。今ここで矢瀬にアスタルテを紹介したら、さぞ驚くだろう、と思ったのだ。しかしアスタルテからの返事はない。

　彼女は無表情に立ち尽くしたまま、廊下の奥を見つめている。

「……アスタルテ……さん？」

　彼女の視線を追って浅葱は何気なく振り返り、そして凍りついたように動きを止めた。

　薄暗い廊下の奥に、もう一体の人形が立っていた。

　雰ふん囲い気きはアスタルテに少し似ている。小柄な体つきと人工的な美貌。髪の色は純白だ。

　しかしアスタルテに似ているのは、半分だけだった。その純白の髪の少女の右半身は、醜く焼けただれていたからだ。棚たな原はら夕ゆう歩ほが語っていた、都市伝説の殺人人形の姿そのままに──

『見……ツケ……タ』

　浅あさ葱ぎたちを見つめる人形が、唇を大きく裂くように笑った。

　機械を埋めこんだ左腕が変形し、現れたのは血に濡ぬれた山刀マチエツトだった。
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　本能的な恐怖に衝つき動かされて、浅葱は無意識に立ち上がっていた。

　山刀マチエツトを振りかざす殺人人形には、蜘蛛くもに似た八本の金属製の脚が生えている。胴体はブヨブヨとした半透明の肉にく塊かいだ。生理的な嫌悪感を抱かずにはいられない。

「なによ……あいつ……!?」

　浅葱がジリジリと後ずさる。それと入れ替わるように前に出たのは、アスタルテだった。

「警告。逃走を推奨します、ミス藍あい羽ば──」

　金属製の如じよ雨う露ろを構えて、アスタルテが言う。

「逃げろ、ってこと!?　だけど、あなたは……!?」

「宿直代行として、侵入者を捕獲します」

　人工生命体ホムンクルスの少女が冷ややかに答えた。

　それを聞いた殺人人形が、ニィ、と満足そうに唇の端を吊り上げる。

「無理に決まってるでしょ！　そんなスコップと如雨露でどうするつもり!?」

　浅葱が、アスタルテを強引に引き寄せた。

　殺人人形が攻撃を仕掛けてきたのは、その直後のことだった。大気を裂いて振り下ろされた山刀マチエツトが、アスタルテの如雨露をばっさりと切断する。薄闇の中に煌きらめいたのは眩まばゆい火花だ。凄まじい山刀マチエツトの威力だった。

「言わんこっちゃない！　ほら、逃げるわよ！」

　アスタルテの腕をつかんだまま、浅葱は全力で走り出す。幸いにも今回は階段が使えた。八本脚の殺人人形は、その巨体が邪魔になって校舎内では動きが鈍い。逃げ切るのは、それほど難しいことではないはずだ。

「なぜですか、ミス藍羽？　あなたには私を助ける合理的な理由はないはずですが？」

　浅葱に手を引かれたままのアスタルテが、不思議そうな口調で訊きいてくる。

「知らないわよ、そんなこと言われても！」

「ですが、私は人工生命体ホムンクルスです」

「なに言ってんの。それこそあたしがあなたを見捨てる理由にならないでしょうが！」

　浅あさ葱ぎが一いつ瞬しゆんだけ背後を振り返り、馬鹿馬鹿しい、と顔をしかめて言い放った。

　靴を履き替えている余裕はなかった。浅葱は上履きのまま校舎の外に出る。

「あたしは保育園のころから絃いと神がみ島じまで暮らしてんのよ。あなたが人工生命体ホムンクルスだろうが魔ま女じよだろうが獣じゆう人じんだろうが世界最強の吸血鬼だろうが全然まったく関係ない。あたしが助けたいと思ったら助けるの！　〝魔族特区〟育ちをなめないでよね！」

「ミス藍あい羽ば……あなたは……」

　アスタルテの無感動な瞳がかすかに揺れた。

　そして彼女は弾かれたように視線を頭上へと向けた。ほぼ同時に、ガラスが割れる音がした。浅葱が思わず息を吞のむ。垂直に切り立った校舎の外壁に、殺人人形が立っていた。蜘蛛くもに似た八本の脚を使って、コンクリートの壁に張りついているのだ。

「は、反則じゃない、そんなの──！」

　浅葱の抗議の声を無視して、殺人人形が近づいてくる。地形を無視した圧倒的なスピードだ。見る間に浅葱たちとの距離が詰まっていく。

　アスタルテが、浅葱の手を強引に振り払って足を止めた。そして迫り来る殺人人形に視線を向ける。

「アスタルテさん──!?」

「南宮教官マスターが、なぜ保護観察中の私を彩さい海かい学園に連れてきたのか、理解しました。ここには、あなたのような生徒ひとがいるからなのだと」

「え……？」

　アスタルテの人工的な美貌には、なんの表情も浮かんでいない。しかし浅葱を見る彼女の瞳には、どこか満足げな光が宿っているようにも感じられた。

「ミス藍羽。私も、あなたを助けたい──執行せよエクスキユート、〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟」

　アスタルテの背中に、透き通った光の翼が広がった。それは巨大な腕と化して、殺人人形を正面から迎え撃つ。凄すさまじい衝撃とともに校舎の壁が陥没し、殺人人形が吹き飛んだ。

　浅葱はその光景を呆ぼう然ぜんと見つめている。

「モグワイ！　なによあれ!?　どうなってるの……!?」

『ふーん……ありゃ、眷けん獣じゆうだな。キーストーンゲートの事件のときにも使ってただろ？』

　浅葱のスマホのスピーカーを通じて、モグワイが疑問に答えてくる。

「それはわかってるわよ！　どうして人工生命体ホムンクルスのあの子が眷獣を使えるわけ!?」

『なんだ、事件のデータ見なかったのか？　あの人工生命体ホムンクルスの嬢ちゃんは、体内に眷獣を植えつけられてんだよ、人工のな』

「そうか……眷獣共生型試験体って、そういうこと……」

　浅葱が頼りなく呟つぶやいた。眷獣とは異界からの召しよう喚かん獣じゆう。意思を持って実体化するほどの濃密な魔力の集合体だ。その戦闘力は圧倒的だが、不安定な魔力を現実世界につなぎ止めておくために、召しよう喚かんされた眷けん獣じゆうは凄すさまじい勢いで宿やど主ぬしの寿命を消費する。それゆえに眷獣は、不老不死である吸血鬼にしか使いこなせないといわれていた。

　アスタルテは、脆ぜい弱じやくな人工生命体ホムンクルスの肉体に、その眷獣を寄生させている。彼女は驚異的な技術の産物であり、同時に貴重なサンプルなのだ。

『ああ。だけど、ありゃまずいな』

　校内の監視カメラで戦況を眺めていたモグワイが、無責任な口調でそう言った。

　眷獣を召喚したアスタルテは、殺人人形と互角の戦いを繰り広げている。それはつまり眷獣の力をもってしても、殺人人形を倒せない、ということでもあった。

『相手は人工眷獣の性能を知った上で、人工生命体ホムンクルスの嬢ちゃんを捕まえようとしてやがる……そのために造られた人形だぜ、あれは。このままだと人工生命体ホムンクルスの嬢ちゃんは喰くわれるな』

「喰われる？　融合されるってこと……!?」

　浅あさ葱ぎの表情が強こわ張ばった。殺人人形の不定型の肉体が、眷獣の攻撃をかいくぐり、執しつ拗ようにアスタルテを狙っている。その動きは、獲物を捕食しようとする獰どう猛もうな食虫植物によく似ていた。

『たぶんな。あの人形は、最初からそのつもりで彩海学園ここに来たんだろ』

「……させないわよ、そんなこと！　モグワイ、お願い！　手を貸して！」

　スマホを握り締めて、浅葱が言う。

『そうしたいのは山々だがな、この辺りにはネットワークに接続されてる機械はないぜ？』

　モグワイが冷静に指摘した。絃いと神がみ島じま全土を制御しているスーパーコンピューターといえども、モグワイは単なる人工知能に過ぎない。直接的な戦闘能力が与えられているわけではないのだ。電子機器をハッキングして乗っ取ろうにも、殺人人形に対抗できる強力な兵器が、学校内にあるはずもない。しかし浅葱は不敵に微笑ほほえんで言い返す。

「ここをどこだと思ってるのよ。伝説のフェンスの目の前よ」

『……あん？』

　突然、意味不明な都市伝説を語り始めた浅葱に、絃神島最高の人工知能は、どこか途方に暮れたように沈黙した。
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　アスタルテの人工眷獣には、神格振動波駆動術式が刻みつけられている。獅し子し王おう機き関かんの七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーを解析して得られた、極めて高度な魔術機構だ。それは魔力を完全に反射することで、魔術攻撃に対して無敵ともいえる防御力を発揮する。

　しかし殺人人形の正体は、魔力を持たない人工生命体ホムンクルスと機械人形オートマタの融合体だった、アスタルテの眷獣の攻撃は、彼女に対しては効果が薄い。しかも殺人人形には、アスタルテの眷獣を無力化するような、特殊な装置が内蔵されているらしい。おそらくこの狂った人形は、アスタルテを捕獲するためだけに作られた異い形ぎようの道具なのだ。

「見つけた……ようやく見つけた。試験体アスタルテ──」

　殺人人形の作り物の眼球に、妄もう執しゆうめいた禍まが々まがしい感情が浮かんでいる。

「融合する……あなたと融合する。そしてあなたが手に入れた〝永遠〟を、私のものに……」

　歯車の軋きしみにも似た不快な声で、殺人人形は喚わめき続けていた。彼女の連続攻撃に、アスタルテが次第に圧倒されていく。眷けん獣じゆうの実体化を阻害ジヤミングする特殊な電磁波が、〝薔薇の指先ロドダクテユロス〟を侵しん蝕しよくしているのだ。このまま戦闘が長引けば、アスタルテの敗北は必至だった。

　それでもアスタルテは安あん堵どする。殺人人形が狙っていたのは、藍あい羽ば浅あさ葱ぎではなく自分だった。たとえ自分が殺されたとしても、藍羽浅葱が無事に逃げられればそれでいい。と──

　だからこそ自分の背後から聞こえてきた浅葱の声に、人工生命体ホムンクルスの少女は驚きよう愕がくする。

「アスタルテさん！　これ、使って！」

　浅葱が台車に載せて運んできたのは、密封されたままの段ボール箱だった。箱の中身は、プールの消毒に使う塩素剤だ。アスタルテは到着した台車を受け取って、呆ぼう然ぜんと浅葱を見返した。

　どうして浅葱が戻って来たのかわからない。彼女の戦闘能力で、殺人人形を撃退できる可能性はゼロだ。むざむざ殺されに来たようなものである。もちろんプール用の消毒薬ごときで、殺人人形にダメージを与えられるはずもない。化学反応によって生じる塩素ガスも、風通しのいい屋外では、中毒を起こすほどの濃度にはなり得ないのだ。

　だが、困惑していたのは殺人人形も同じだった。

　あまりにも無謀な浅葱の行動は、彼女にも理解できなかったのだろう。そして彼女が動きを止めている間に、浅葱は真剣な口調でアスタルテに呼びかける。

「投げて！　あいつに！」

「……命令受諾アクセプト」

　アスタルテの眷獣の巨大な腕が、段ボール箱をつかみ上げ、殺人人形に向かって投げつけた。

　段ボール箱に詰めこまれた消毒薬の内容量は約二十キロ。高速で叩たたきつければ、それなりの衝撃にはなるはずだ。だが、戦闘用に設計された殺人人形は、飛来する段ボール箱を平然と打ち落とす。山刀マチエツトの分厚い刃やいばが箱を斬り裂き、破れた袋から白い顆か粒りゆうが派手に飛び散った。

「……殺菌・消毒用の固形塩素剤……主成分は次亜塩素酸カルシウムと推定……」

　頭から粉末をかぶった殺人人形が、成分を解析して怪け訝げんそうに呟つぶやく。学校現場で大量に使われる消毒薬だ。もとより危険性の高い薬品ではない。吸いこんだり誤飲すれば人間にとっては有害だが、人工生命体ホムンクルスや機械人形オートマタが短時間の接触でどうにかなるようなものではない。

「──もういっちょォ！」

　浅葱の声に合わせて、アスタルテが二箱目を投とう擲てきする。殺人人形は、それを迎撃すらしなかった。金属製の脚を使って段ボールを蹴け散ちらし、飛び散った薬剤が彼女の全身を白く染める。

「理解不能につき、説明を要求。なぜこのような非合理的な行動を取るのか──？」

　殺人人形が、蔑さげすむような冷ややかな声で浅あさ葱ぎに訊きいた。

「説明されないとわからない？」

　浅葱は、軽く息を弾ませながら、勝ち誇ったように強気に笑う。台車の上に残っていたのは、ポリタンクに入った淡い黄き蘗はだ色いろの液体だった。人工生命体ホムンクルスのメンテナンスに使用する、調ちよう整せい槽そう用の培養液だ。特に危険なものではない。それを学校内に持ちこんだのは、ほかならぬアスタルテ自身である。

「人工生命体ホムンクルス用の培養液の主成分は、医薬品や化粧品に使われるグリコールエーテルよね。それ自体はありふれた薬品だけど、プールの消毒薬──次亜塩素酸カルシウムに混ぜるとどうなるか、知ってる？」

「──！」

　浅葱の説明が終わる前に、アスタルテが培養液のポリタンクを受け取っていた。人ひと型がた眷けん獣じゆうの巨大な腕が、タンクを軽々とつかみ上げて頭上に振りかぶる。

「危険性把握。排除する──」

　浅葱たちの狙いに気づいた殺人人形が、アスタルテを攻撃しようと動き出す。だが、それよりも浅葱のほうが速かった。制服の胸元に突っこんだスマホに向かって、浅葱が叫ぶ。

「モグワイ、お願い！」

　スマホからの返事の代わりに、眩まばゆい閃せん光こうが視界を満たした。

　学校周辺すべての施設の照明が一斉に点灯したのだ。校舎の電灯。街灯。グラウンドやプールのナイター設備。あまりの眩まぶしさに一瞬、浅葱の目が眩くらむ。だが、夜間での行動用に感度を増幅していた殺人人形は、浅葱以上に影響を受けていた。

　視界を奪われて行動不能に陥った殺人人形へと、人型眷獣が投げつけたポリタンクが激突。破損した容器から、大量の培養液があふれ出す。

「あああああああああああああああああああ──っ！」

　橙赤色の輝きに包まれて、殺人人形が絶叫した。

　消毒薬と培養液が爆発的に反応して高熱を発したのだ。化学反応が生み出すオレンジ色の炎が殺人人形の生体組織を焼き、全身に埋めこまれた機械を暴走させる。

　しかし肉体的なダメージよりも、彼女を苦しめていたのは恐怖だった。

　彼女は過去にも、高熱を放つ攻撃を受けて傷ついたことがあるのかもしれない。その恐怖に衝つき動かされたように、殺人人形は逃走する。

　アスタルテは、それを静かに立ち尽くしたまま見送った。

　殺人人形を作ったのは、アスタルテを調整した技師とおそらく同一人物だろう。でなければ、眷獣を無効化する装置を、殺人人形に組みこめるはずがない。

　ほんの些さ細さいな偶然が、アスタルテと彼女の運命を分けた。一歩間違えばアスタルテも、あの禍まが々まがしい殺人人形と同じ末路を辿たどっていたかもしれない。あるいは、その前にアスタルテの寿命は尽きていたかもしれないし、今夜、あの殺人人形に喰くわれていた可能性もある。

　その運命を変えてくれたのは〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようと、彼の監視役である獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎ。そして──

「た、助かった……」

　ぐったりと力尽きたように、藍あい羽ば浅あさ葱ぎが地面にへたりこんでいる。

　そんな浅葱を無表情に眺めて、アスタルテは静かに会え釈しやくした。

　感情を表に出すことができない人工生命体ホムンクルスの少女の、精一杯の感謝の表現だった。
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『──古城、まだか!?』

　めずらしく焦りまくった様子の矢や瀬ぜが、電話回線の向こう側で騒いでいる。暁古城はうんざりした表情で溜ため息いきをつき、乗ってきた自転車を壁に立てかけた。

「今、学校に着いたとこだって。通用門から入ればいいんだな」

　気け怠だるげな口調でそう言って、古城は彩さい海かい学園の校内へと入っていく。

　浅葱が家出した、という連絡を矢瀬から受けたのは、ほんの十五分ほど前のことだった。どうしてそんなことになったのか、いちおう訊きいてみたのだが、浅葱が殺されるかもしれない、ヤバい、とひたすら繰り返すだけで、矢瀬の説明はまったく要領を得なかった。とはいえ無視するわけにもいかず、仕方なく古城が浅葱を迎えに行くことになったのだ。

　古城が勝手に出かけたことで、監視役の雪ゆき菜なはたぶん激怒しているはずだが、今それを心配しても仕方がない。

「とにかく浅葱を見つけたらまた連絡するから」

　古城はそう言い残して電話を切った。矢瀬からの情報によれば、浅葱はプールの裏あたりにいるらしい。なんでそんなことまでわかるんだ、と半信半疑だった古城だが、プール裏に向かう途中で不意に表情を硬くした。地面の上に落ちていたプールバッグに気づいたのだ。

　バッグの取っ手につけられたストラップには、浅葱の名前がローマ字で書かれている。そして使用済みの湿った水着が、ファスナーの隙すき間まからこぼれ落ちていた。

「なんだ、これ？　浅葱の水着……か？」

　プールバッグを拾い上げた古城が眉を寄せる。どちらかといえば男っぽいサバサバした性格の浅葱だが、いくらなんでもこんなところに自分の水着を放り出していくとは思えない。なにか深刻なトラブルに巻きこまれたと考えたほうが自然だろう。

「いったいなにがどうなってるんだ？」

　古城が困惑の呟つぶやきを洩もらすと同時に、眩まばゆい閃せん光こうが空を照らした。少し遅れて、人間のものとは思えない、異様な絶叫が聞こえてくる。

　空を照らす激しい炎の発生源は、どうやらプール裏の受変電設備らしい。それを確認して古こ城じようは走り出す。

　やがてプール裏に辿たどり着いた古城が見たのは、放心したように地面に座る浅あさ葱ぎの姿だった。

「浅葱！」

「……ああ、古城。なにやってんの、こんなところで」

　動揺しまくる古城とは対照的に、浅葱が吞のん気きな口調で訊きき返してくる。

　浅葱の周囲の地面には、砕けたガラスやコンクリートの破片が散乱していた。付近の校舎の外壁には、抉えぐられたような無数の傷跡が残されている。彼女が危険な戦闘に巻きこまれたのは、ほぼ間違いないだろう。なのに浅葱は、不思議なくらいに平然としている。

「なにやってんの……って、それはこっちの台詞せりふだ。矢や瀬ぜに頼まれて、おまえのことを捜しに来たんだよ」

「基もと樹きが？　そっか……」

　呆あきれたように言い返す古城を見上げて、浅葱は他人ひと事ごとのように素っ気なく呟つぶやいた。古城は、ますます混乱して首を振る。

「納得してねえで説明しろ。なんなんだ、これは？」

「ちょっとね……いろいろあったのよ。殺人人形に襲われたりとか」

「さ、殺人人形……？」

　古城がぎょっと目を剝いた。絃いと神がみ島じまに出没する殺人人形の噂うわさは古城も知っている。噂好きの古城の妹が、念入りに説明してくれたのだ。もちろんそんな都市伝説を本気で信じていたわけではないが、浅葱が意味もない噓うそをつくとも思えない。実際、彩さい海かい学園の校舎には、襲しゆう撃げきの痕こん跡せきが生々しく刻みつけられているのだから。

「もうすぐ那な月つきちゃんも来ると思うわ。今はアスタルテさんが呼びに行ってくれてるから」

「え……？」

　浅葱の口から出てきた意外な名前に、古城はさらに困惑する。どうして浅葱がアスタルテを知っているのか、いくら考えてもさっぱりわからない。

「……まあいいか。とりあえず、おまえに怪け我がはないみたいだし。ほら、これ。落とし物」

　一人で悩むのに飽きた古城が、拾ったプールバッグを浅葱の前に差し出した。一いつ瞬しゆん、面めん喰くらったよう大きく目を開けて、浅葱が甲かん高だかい悲鳴を上げる。

「あああっ!?　なんで古城があたしの水着を握り締めてるのよ!?」

「握り締めてねえっ！　おまえが勝手に落としたんだろうが！」

「い、いいからさっさと返しなさいよ、もうっ！」

　ほとんど引ったくるような勢いで、浅葱がプールバッグを奪い取る。水着くらい見られてもべつにいいだろう、と古城は思うのだが、そういうわけでもないらしい。

「あー……ほんと最悪だわ。下着まで浸みてびちょびちょだし……」

　耳まで顔を赤くした浅あさ葱ぎが、気落ちしたように溜ため息いきをつく。そんな浅葱の姿を眺めて、う、と古こ城じようが低くうめいた。

「びちょびちょ……って、浅葱、おまえ……」

「へ？」

　戸惑うような古城の視線に気づいて、浅葱は自分の足元を見つめる。

　浅葱の制服のスカートは、ぐっしょりと湿って染しみになっていた。培養液のポリタンクを殺人人形にぶつけたときに、飛び散った溶液を浴びたのだ。だが、もちろん古城にはそんなことはわからない。淡い黄色の液体が浅葱の足元に溜たまって、地面に小さな水溜まりを作っている。それはまるで恐怖で腰を抜かした浅葱が、その場で失禁したように見えなくもなかった。

「あ……ち、違う！　違うのよ！」

「お、おう……」

「こ、これは、おもらしなんかじゃなくて、その、培養液が！」

　古城の誤解に気づいた浅葱が、声を上うわ擦ずらせて必死に言い訳する。

　しかし古城は、かつてないほど優しい微笑ほほえみを浅葱に向けて、

「あ、ああ。悪い、大丈夫だ」

「大丈夫って、なにが!?」

「おまえが恐こわい目に遭ったのはわかったし、誰にも言わないから」

「だ、だから違うって言ってるでしょ──！　疑うなら臭いを嗅いでみなさいよ！」

　追い詰められた浅葱は勢いよく立ち上がり、両手でスカートをたくし上げながら古城に詰め寄った。この致命的な誤解を解かねば、と浅葱も必死だったのだ。

「いや、さすがに俺もそういう趣味はねーから」

　しかし古城は、同情的な生なま温ぬるい表情を浮かべて首を振る。ある意味、常識的な反応ではあったのだが──

「うるさいっ！　いいから嗅かげーっ！」

　ちょうど駆けつけてきたアスタルテや那な月つきの前で、古城に迫る浅葱の怒声が鳴り響く。

　深夜の彩さい海かい学園、〝伝説のフェンス〟前での出来事だった。

To Be Continued...　　　　　　
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　明け方までの雨が噓うそのように、空はよく晴れていた。海岸沿いを走るモノレールの車体を、真昼の太陽が眩まばゆく照らしている。

「あー……眠ねむ……」

　アルミニウム製の車両のドアにもたれて、気け怠だるく呟つぶやいているのは暁あかつき古こ城じようだ。

　市内を循環するモノレールは、絃いと神がみ島じまを構成する四基のギガフロートのひとつ──人工島西地区アイランド・ウエストへと入るところだった。小こ洒落じやれたレストランやブランドショップが建ち並ぶ、絃神島最大の商業地区である。そこへ向かうモノレールの乗客たちも、心なしか、華やかなファッションに身を包んだ若者が多い。

「くそ、この島は朝から無駄に天気良すぎるだろ……俺を焼き殺す気か……」

　しかし古城は、代わり映えのしない普段着のパーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶり、車窓から射しこむ陽光を恨みがましく睨にらんでいる。

「もう、古城君しっかりしてよ。吸血鬼じゃあるまいし」

　そんな古城を呆あきれ顔がおで眺めて、制服姿の凪なが沙さが首を振った。冗談めかした彼女の言葉に、古城はギクリと顔を強こわ張ばらせる。古城が成り行きで〝世界最強の吸血鬼〟の力を手に入れてしまったことは、実の妹である凪沙にだけは知られてはならない秘密なのだった。魔族恐怖症である凪沙がそれを知ったら、おそらく彼女はひどく苦しむことになるからだ。

「ウチにいてもどうせ暇だろうと思って、わざわざ連れてきてあげたんだよ。退屈な日曜日に、こんな可愛かわいい女の子たちとお出かけできるんだから、もっと感謝してよね」

「可愛い女の子たち……って、おまえも数に入ってんのか。まあいいけど」

　恩着せがましく胸を張る妹を見返して、古城はやれやれと嘆息する。

「すみません、先輩。わたしの買い物につき合わせてしまって」

　二人のやりとりを聞いていた姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが、遠慮がちな口調でそう言った。

　休日なのに制服を着ているのは、雪菜も同じだ。彼女が背中に担いでいるのは、愛用の黒いギターケース。ただしその中に入っているのは、ギターではなく吸血鬼の真祖をも殺し得る破は魔まの槍やり──七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーと呼ばれる獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器である。彼女はこう見えても日本政府から派遣されてきた、古城の監視役なのだ。

「ああいや、それはべつにいいんだ。道案内が凪沙だけだと俺も心配だしな。さすがに菓子につられて知らない大人についていったりはしないだろうけど」

　古城が投げやりな口調で言う。雪菜は絃神島の地理にまだ不慣れだし、おまけに一般常識にも少々疎うとい。凪沙一人に雪菜の案内を任せるのは、古城としても不安だったのだ。

「またそうやって凪沙をすぐに子ども扱いして！　どうせ心配するなら、ナンパされるんじゃないか、とか、芸能界にスカウトされるんじゃないか、とか、そっちでしょ！」

　その凪なぎ沙さが、不満げに眉まゆを吊つり上げて反論してくる。はいはいそうだな、と古こ城じようは妹の抗議を適当に受け流し、

「そういや今日はなにを買う予定だったんだ？」

「私服です。高たか神がみの杜もりは全寮制だったので、わたしは外出着をほとんど持ってなくて」

「ああ……それで今日も制服なのか」

　古城が納得したように呟つぶやいた。雪ゆき菜なが絃いと神がみ島じまに来てから半月ほどが過ぎていたが、言われてみれば、古城には彼女の私服を見た記憶がない。

「楽しみだよね。雪菜ちゃんなら、いくらでもお洒落しやれな服が似合うと思うし」

　なぜかやる気に満ちた表情で凪沙が言う。どうやら彼女はここぞとばかりに、雪菜の服をコーディネイトする気満々らしい。実際、凪沙がそう言いたくなる気持ちはよくわかる。アイドル級の端整な容姿を持つ雪菜は、実に着飾らせ甲が斐いのある素材なのだ。

　しかし肝心の雪菜本人は、あまり服選びに自信がないらしく、

「いちおう最近の流行を調べてきたんですけど」

　そう言ってギターケースのポケットから真新しい雑誌を取り出した。雑誌のあちこちに貼りつけた付ふ箋せんが、雪菜の研究の跡を示している。

　古城は感心したように軽く眉まゆを上げ、

「へえ。ちょっと見せてもらってもいいか？」

「はい。このあたりのはどうかなって」

　そう言って雪菜が指さしたのは、白地にピンクの縁ふち取どりが入ったトレーニングウェアだった。おお、と感嘆の声を洩もらす古城。

「ルディダスのニューモデルか。いいよな、それ。軽くて動きやすそうだし」

「はい。ＵＶカット機能のある生地ですし、強度と速乾性にも優れているそうです」

　古城の同意を得られたことで、雪菜は嬉しそうに説明を続ける。

「こっちのスポーツタイツもけっこう良かったぜ。俺が使ってたのは一個前のモデルだけど、膝ひざや腰の負担がだいぶ減って楽だった」

「そうですか。では、それも試してみます。わたしも少し気になっていたので」

「ちょ……ちょっと待って。ルディダスのニューモデルって、それ……ジャージだよね？」

　盛り上がる雪菜と古城の会話に割りこんで、凪沙が不安そうに訊きいてくる。雪菜は、きょとんと小首を傾かしげて、

「……え？」

「え、じゃなくて。外出着を買いに来たんじゃなかったの？　なんでスポーツウェア一択？　お洒落な服は？」

「だから、お出かけ用のジャージじゃないのか？　洒落てるだろ、これ？」

　古こ城じようが不思議そうな表情で確認した。元バスケ部員の古城にとって、外出着といえば当然ジャージである。そのあたりの感覚は、雪ゆき菜なも同じだったらしいのだが──

「いやいやいやいや、洒落しやれてるっていってもしょせんジャージだから！　運動服だからね？　世の中には、もっと普通にお洒落な私服があるから！　二人とも思考が体育会系すぎるよ……こんなことなら古城君なんかじゃなくて、浅葱ちゃんに来てもらえばよかった……」

　凪なぎ沙さが頭を抱えて大げさに嘆く。自分のファッションセンスを全否定された古城は、苦々しげに唇を歪ゆがめて、

「……浅あさ葱ぎの服も、あれが普通ってことはないだろ」

「とにかくあたしが一緒に来たからには、雪菜ちゃんには可愛かわいい私服を着てもらうから。古城君だって、お洒落した雪菜ちゃんを見てみたいと思うでしょ」

「いや、俺は、姫ひめ柊らぎの服なんかはべつに──」

　有無を言わせぬ凪沙の気迫に、古城はうっかり本音を洩もらしてしまい、その瞬しゆん間かん、ピキ、と雪菜の口元が引き攣つった。

「わたしの服なんか……ですか……べつに……ですか。そうですか」

　わたしのことを可愛いって言ったくせに、と口の中で呟つぶやきながら、雪菜が冷え冷えとした気配を放ち始める。古城は底冷えのする悪お寒かんを覚えながら慌てて首を振り、

「あー……そ、そうだな。せっかくだからジャージや制服以外の服も見てみたい……かな」

「そうだよねえ。うんうん」

　凪沙はそう言って無邪気に目を細めた。

　その直後、古城たちの乗ったモノレールが減速を始める。次の停車駅に着いたのだ。車窓に映るのはショッピングモールの巨大な建物。屋上からぶら下がった垂たれ幕まくには、『売り尽くしセール』の文字が躍っていた。買い物客で混み合う駅のホームを眺めて、凪沙のテンションが上がっていくのがわかる。雪菜が緊張の面おも持もちで唇を嚙かむ。

「行くよ、雪菜ちゃん！　古城君も！」

　モノレールのドアが開き、凪沙は真っ先にホームへと飛び出した。

　彼女の背中を追いかけながら、古城は深々と溜ため息いきをつく。どうやら今日の買い物は、なかなかハードなことになりそうだった。
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　狭く息苦しいトンネルの中に、無数の銃声が反響していた。

　絃いと神がみ島じまの地下に埋めこまれた巨大な排水溝である。分厚いコンクリートに四方を覆われた密閉空間に、防弾防護服ボデイアーマーを着た武装警備員の部隊が展開している。彼らが装備しているのは、対たい魔ま族ぞく用の特殊兵器。特区警備隊アイランド・ガードの強襲部隊だ。

　彼らと交戦していたのは、純白の髪を持つ奇怪な人形だった。

　機械人形オートマタの精せい緻ちさと、人工生命体ホムンクルスの艶なまめかしさを併あわせ持つ、美しい生体人形だ。しかし彼女の右半身は焼けただれ、彼女の腰から下は蜘蛛くもに似た八本脚の怪物のものである。絃いと神がみ島じまで無差別の殺さつ戮りくを繰り返していた殺人人形──〝人形師〟の異い名みようを持つ魔ま導どう犯罪者が造りだした怪物だ。

　その怪物の隠かくれ家がを特定した特区警備隊アイランド・ガードが、奇襲攻撃を仕掛けたのは、ほんの数分前のこと。殺人人形はたったの一体。それに対して強襲部隊は、四十名を超える武装警備員を投入している。

　しかし一方的に敵を蹂じゆう躙りんしていたのは、異い形ぎようの殺人人形のほうだった。

　地下通路に張り巡らされた鋼の糸が警備員たちの全身を搦からめ捕とり、動けなくなった彼らを、殺人人形の刃やいばが斬り裂いていく。殺人人形は特区警備隊アイランド・ガードの襲撃に備えて、排水溝内に無数の罠トラツプを仕掛けていたのだ。捕らえた獲物を引き裂く蜘蛛のように、彼女は警備員を次々に無力化していく。

「目標はどこだ……!?　応答しろ！　誰か……！　応答してくれ！」

　追い詰められた警備員の一人が、音声の途絶えた無線機に向かって怒鳴っていた。

　そんな彼の足首に、不意に糸が絡みつく。肉眼では見えないほどに細い傀儡くぐつ使いの糸だ。しかしその材質は強きよう靭じんで、ナイフを使っても容易に切断することはできない。

　その糸に意識を向けた直後、異形の人形が彼の眼前に現れた。

　警備員が反応する前に、人形の攻撃が彼を襲った。尖とがった槍やりに似た金属製の脚が、防弾防護服ボデイアーマーを易やす々やすと貫通し、彼の身体を背後の壁に縫いつける。

　警備員はサブマシンガンを乱射した。しかし撃ち放たれた銃弾は、ブヨブヨとした不定型の胴体に阻はばまれて、人形の本体には届かない。

「クソッ、化け物め……！」

　血ち塗まみれの口で悪態をつきながら、警備員が手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜いた。通路に転がった手榴弾が爆発する。爆風に煽あおられた人形が吹き飛んだ。ようやく人形の脚から解放されて、警備員がずるずると倒れこむ。

「──否定ネガテイヴ。私は化け物ではありません」

　ギシギシと身体からだを軋きしませながら、殺人人形が再び立ち上がった。間近で手榴弾の爆発を浴びながらも、彼女の機能に支障はないらしい。全身にまとわりつく炎を振り払いながら、無感動な声で彼女は告げる。

「私はザカリー・アンドレイド様製作の生体人形──個体名〝スワニルダ〟です。存在意義は、〝永遠〟に美しいまま生き続けること。たとえ所有者である人間が滅びても──」

　金属製の脚を荒々しく踏み鳴らし、スワニルダが動き出す。このまま地上へと向かうつもりなのだ。それに気づいた警備員が、倒れたままスワニルダの背中へと銃を向ける。

「待て……止まれ……」

「命令拒否デイナイ」

　警備員の必死の警告に、スワニルダは振り返ることもなく冷淡に答えた。

　その瞬しゆん間かん、警備員の視界がぐらりと揺れた。

　スワニルダの脚に貫かれたとき、すでに彼の肉体からは精気が奪い尽くされていた。殺人人形を止めるだけの体力は、彼には残されていなかったのだ。

　他人と融合して、その生命力を奪う。それがスワニルダに与えられた新たな能力だ。一度は〝人形師〟に見捨てられ、新型人工生命体ホムンクルス〝ナタナエル〟に喰くわれたことで、彼女はその力を手に入れたのだ。今のスワニルダは他者の生命力を吸蔵することで、魔ま力りよくの増幅すら可能になっていた。

　しかしそれだけではまだ足りない。スワニルダはそのことを自覚していた。彼女の目的を果たすためには、さらに強い力が必要だ。

「生体組織損耗率二十八パーセント。武装稼働率三十九パーセント。残弾数二百五十八──現在の戦闘能力で試験体〝アスタルテ〟の捕獲は達成困難と推測。能力の強化が必要です」

　暗い排水溝の中を這はいずりながら、スワニルダはそう繰り返す。

　第だい四よん真しん祖その無む尽じん蔵ぞうの魔力を使う権利を与えられた、唯一無二の人工生命体ホムンクルスアスタルテ──彼女を喰らって〝永遠〟の生命を手に入れる。それがスワニルダの目的だ。主人であるアンドレイドすら殺したスワニルダに、それ以外の存在意義はない。

　そして暗闇の中を彷徨さまよっていた彼女は、ふと気づく。

　彼女の記憶と一致する魔力源が、すぐ近くにいることに。

　それは彼女が知る中でも、もっとも強大な魔力の持ち主だった。スワニルダが求める〝永遠〟に、限りなく近い存在だ。もしその一部でも奪うことが出来たなら、彼女は今度こそアスタルテを圧倒する力を手に入れることができるだろう。否いな、もはやアスタルテを捕獲する必要すらない。彼と融合することで、彼女は〝永遠〟そのものになれるのだ。

　奇くしくも彼がいる場所は、スワニルダが、人を襲うための狩り場として使っている建物の近くだった。彼は自ら、スワニルダの縄張りへと入って来たのだ。この好機を逃す理由はない。

「戦術オプションＣ９を選択。執行せよエクスキユート、執行せよエクスキユート、執行せよエクスキユート、執行せよエクスキユート──」

　スワニルダの背中が大きく割れて、そこから現れた無数の副腕が、翼のように広がった。

　彼女の周囲を、凍てつくような冷気の霧が包み始める。

　それは糸に代わる彼女の魔力の媒体。眠れる傀儡くぐつたちを呼び覚ます、邪悪な純白の闇だった。
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「ここがリディアン絃いと神がみ……ですか」

　ショッピングモールの入り口に立って、雪ゆき菜なは呆ぼう然ぜんと店内を眺めている。

　リディアン絃いと神がみは、人工島西地区アイランド・ウエストの郊外に建つ大型商業施設だった。総店舗数は三百三十六。ガラス張りのドーム屋根に覆われたモール内には、各種飲食店と小売店、病院や美容院、家電量販店などがぎっしりと建ち並び、一個の街のような堂々たる威容を誇っている。

「お、大きいですね……」

　買い物客でごった返す通路を見回し、雪菜は気後れしたように呟つぶやいた。

　雪菜がこれまで暮らしていたのは、世間から隔離された獅し子し王おう機き関かんの養成施設だ。そんな彼女にとって、この未来的で華やかなショッピングモールは、さながら異世界の光景だろう。不安に思うのも無理はない。

「まあなー……こういう人の多いところは、俺もあんま好きじゃないんだけどな……」

　頼りない口調で古こ城じようが答える。人混みが苦手なのは古城も同じだ。こんな騒々しい店内で、延々と女子の買い物につき合わされるのかと思うと、それだけでドッと疲労が押し寄せてくる。

　一方、相変わらず元気なのは凪なぎ沙さだった。いきなりテンションの下がった古城たちを励ますように、弾むような足取りで歩き出し、

「今ドキのショッピングセンターは、これくらいは普通だよ。若者向けの服なら、ここがいちばん安くて品しな揃ぞろえがいいんだよね。西地区ウエストのテティスモールなんかは、ちょっとお高いし、キーストーンゲートはセレブ向けすぎて論外だし」

「まあなんでもいいから、さっさと買い物を済ませてきてくれ。俺はその辺で休んでるから」

　無責任な口調でそう言って、古城は通路脇に置かれたベンチを指さした。

　それを見た凪沙は、乱暴に古城の腕を引き寄せ、

「駄目だよ、古城君は荷物持ちなんだから！　ちゃんとはぐれずについてきてよね！」

「マジか……つか、女物の服の売り場とか、できれば近づきたくないんだが……」

「まあまあ、そう言わずに。あたしや雪菜ちゃんに着て欲しい服があったら、リクエストを聞くだけ聞いてあげるから」

「ねーよ、そんなもんは。姫ひめ柊らぎだって、服ぐらい自分で選びたいだろ。本人の好きにさせてやれよ」

「うーん……そうかなあ……」

　予想外に素っ気ない古城の態度に、凪沙がむーっと頰ほおを膨らます。その凪沙に手を引かれて歩いていた雪菜が、なにかに気づいて不意に足を止めた。

「あ……」

「どうした？　なにかいい服でもあったのか？」

　驚きの表情を浮かべている雪菜に、古城が怪け訝げんな口調で訊きく。

　雪菜はキラキラと目を輝かせながらうなずいて、

「はい。限定発売のネコマたんＴシャツが……！　もう手に入らないと思ってたんですけど！」

「う……」

　彼女が見つめているＴシャツに気づいて、古こ城じようは表情を険しくした。

　雑貨屋の店頭に置かれていたのは、間抜けなマスコットキャラを胸にでかでかとプリントした、どぎついショッキングピンクのシャツである。控え目に言ってもかなりダサい。

　しかし雪ゆき菜なはそのデザインを、いたく気に入っているらしい。

「古城君……ホントに雪菜ちゃんのセンスに任せて大丈夫だと思う？」

　凪なぎ沙さが不安そうな表情で訊きいてくる。以前から薄々そんな気はしていたが、雪菜の感性は一般人とは多少ズレているのかもしれない。

「そうだな……ちょっとは監視しておいたほうがいいかもな。姫ひめ柊らぎのためにも」

　古城は頼りなく肩を落としてそう言った。

　キャーッ、という人々の絶叫が聞こえてきたのは、その直後のことだった。
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　騒ぎが起きているのは、ショッピングモール中央の屋内広場だ。仮設ステージに集まった群衆を中心に、どよめきにも似た悲鳴と歓声が巻き起こっている。

「な、なんだ!?」

　通路の手すりから身を乗り出して、古城は広場の様子を窺うかがった。

　妖あやしげな着ぐるみをまとった男が、ステージの上に立っている。ラバー製の頭部はサメを模もしており、右手はザリガニのハサミ風。左手はイカの触手である。おそらく魚介類をモチーフにした合成獣キメラ的なモンスターなのだろう。

　サメ男に付き従っているのは、全身タイツに骸がい骨こつ風のマスクを被った戦闘員たち。司会役の女性を人質にして、ステージを占拠した恰かつ好こうだ。

『フハハハハハ、動くなぁ！　この広場は我々が征服したぁ！』

　司会役の女性からマイクを奪って、サメ男が宣言する。それを聞いたステージの観客たちが、おおっ、と大げさにどよめいた。

『抵抗しても無駄だぁ。もし我々に逆らったらぁ、この女の命はないものと思えぇい！』

　わざとらしく悲鳴を上げる司会役の女性に、サメ男がハサミを突きつける。ノリノリでステージを降りた戦闘員たちは、観客を脅して回っている。

「ったく……騒々しいと思ったら……」

　一瞬、本気で警戒してしまった古城は、がっくりと落胆して手すりに突っ伏した。なにかと思えばショッピングモール主催のステージイベントだったらしい。

　広場に集まっている見物客は、二百人から三百人ほど。大半が子連れのファミリー層である。恐がって泣いている幼児もいるが、彼らとて、本当に広場が占拠されたと思っているわけではない。これが演だし物に過ぎないことを、誰もが理解しているのだ。

　約一名、古こ城じようの隣にいる少女を除いては──

「あれは……新種の未登録魔族!?　テロですか!?」

「え？」

　真剣な声を出す雪ゆき菜なに気づいて、古城の表情が強こわ張ばった。雪菜は背中のギターケースを下ろして、いつでも飛び出せるように身構えている。ふざけているわけではなさそうだ。彼女はイベントスタッフを、本物のテロリストだと完璧に誤解しているらしい。

「子どもを人質に……なんてことを……！」

　ステージの上に招かれた幼い子どもたちを見て、雪菜の目つきがさらに鋭さを増す。猛然と彼らを助けに行こうとした彼女を、古城は慌てて捕まえた。

「待て、姫ひめ柊らぎ！　落ち着け！」

「これが落ち着いている場合ですか!?　先輩、すぐに特区警備隊アイランド・ガードに連絡を──！」

「だから、あれは違うんだって。ただのショーだよ。ヒーローショー」

「ヒーロー……ショー？　演技なんですか、あれが？」

　古城の懸命の説得に、雪菜がきょとんと目を瞬またたいた。彼女が困惑混じりに指し示したのは、ステージの上で泣き喚いている幼い少年だ。

「まあ、演技っていうか、観客参加型のアトラクションっつうか……そんな感じだ」

「アトラクション……」

　半信半疑という態度ながらも、雪菜はようやく警戒を解いた。人質にされたというわりには、ステージ前の客たちに緊張感が乏しい。警備員たちが動いている気配もない。差し迫った危険がないことは、雪菜にも理解できたのだろう。

　そんなこんなで古城たちが無駄な体力を使っている間に、イベントは新たな展開を見せていた。子どもたちの呼びかけに答えて、ステージに新たな出演者が現れたのだ。

　とろんとした間抜けな目つきの、黄色いカメのような姿の着ぐるみだった。可愛かわいらしくはあるが、あまり強そうな印象はない。いちおう電撃を放つという設定らしく、胴体部分には携帯電話のバッテリーをイメージさせる記号が描かれていたりする。

「わ、マスバニのタルタルーガ君だ！」

　驚きの声を上げたのは凪なぎ沙さだった。なんだそれは、と古城は怪け訝げんな表情を浮かべて訊きき返す。

「……タルタルーガ君？」

「テレビでやってる特撮番組のマスコットキャラだよ。魔法少女マスクドバニー。平凡な女子中学生、三さん月がつ堂どうありすが魔法少女になって、パートナーの妖精タルタルーガ君と一緒に、世界征服を狙うポリコレ帝国のキセイ獣じゆうと戦うの。子どもに人気なんだよね」

　へえ、とやる気のない相あい槌づちを打ちながら、古城は客席の反応を眺めた。たしかにイベントを熱心に見入っているのは幼い子どもたちが中心だ。ステージ上の魔法少女や怪人の行動に一喜一憂するその様さまは、いちいち純朴で可愛かわいらしい。

　だがしかし、そんな子どもたちを押しのけて、空気も読まずにステージ最前列を占拠している人々がいた。それぞれ高価そうなカメラを構えた、むさ苦しい男たちの集団だ。

「子どもに人気ってわりには、妙に年齢層高いファンが多いな。特撮マニアってやつか？」

「あー……あの人たちは、ほら、彼女がお目当てなんだよ」

　古こ城じようの呟つぶやきに、凪なぎ沙さが答える。ショーの主役が、ちょうどステージに現れたところだった。

　フリルのミニスカートに、胸元を強調したタイトなヘソ出しの衣装。仮面舞踏会マスカレード風のベネチアンマスクで顔を隠して、頭には大きなウサギの耳がついている。バニーガールだかアイドルだか、よくわからない姿の変身ヒロインである。

「……あれが魔法少女？」

「そう。マスクドバニー・ストーカーフォーム。執着心と嫉妬に目覚めた主人公ありすが手に入れた、新しい強化形態だよ」

「へえ……ストーカー……」

　やけに詳しい妹の解説を聞きながら、古城は何気なく雪ゆき菜なを眺める。視線に気づいた雪菜が、少しムッとしたように古城を見返して、

「どうしてわたしを見るんですか？」

「いや……なんか、際きわどいキャラだな、と思って。いろんな意味でギリギリな感じの……」

　そんなものを子ども番組に出して大丈夫なのか、と古城は思わず独りごちる。

　実際、バニーガールをモチーフにした魔法少女の衣装は、不安になるくらい露出度が高かった。背中や肩も剝むき出しで、胸元がひたすら強調されている。スカート丈は破は廉れん恥ちなほど短く、太ふと腿ももの白さが目に眩まぶしい。

　そんな大胆な衣装にもかかわらず、マスクドバニーのアクションは意外に本格的だった。強烈な蹴けり技わざと華麗な身のこなしで、悪の組織の戦闘員たちを次々に屠ほふっていく。特撮マニアたちのテンションが上がるのも納得だった。ヒーロー番組にはあまり興味のない古城ですら、彼女の動きには思わず目を奪われてしまう。

「──ずいぶん熱心に見てますね、先輩」

　ステージを凝視する古城を咎とがめるように、抑揚の乏しい声で雪菜が言った。凪沙も少し意外そうな表情を浮かべて、

「本当だね。古城君、ああいうの好きだっけ？」

「そうじゃねーよ。魔法少女なのに格闘戦なのは、どうなんだろうと思ってただけだ。あとは、ほら、ちょっと霧が出てきたなって」

「……霧、ですか？」

　古城の言葉につられて、雪菜たちも広場の奧に目を向ける。どこからともなく洩もれ出してきた霧が、うっすらと広場に立ちこめ始めていた。店内からではよくわからないが、ショッピングモールの周囲はすでに濃霧に覆われてしまっているようだ。

「なんだろ？　スモーク焚たいてるわけじゃないよね？」

　凪なぎ沙さが首を傾かしげて言う。古こ城じようもそれが気になってステージ周りを見ていたのだ。

　しかしヒーローショーでスモークは使われていないし、ショッピングモールで火災が発生している気配もない。本当にただの霧らしい。

「まあいいか。それよりさっさと買い物を済ませてきてくれ。俺はその辺で立ち読みでもして待ってるから」

「だから、古城君も一緒に来なきゃ駄目だってば！」

　どさくさにまぎれて書籍売り場に向かおうとした古城を、凪沙が慌てて捕獲する。その直後、周囲を見回していた雪ゆき菜なが、一軒の衣料品店に目を留めて、

「ま、まさか、あれは幻の黒ネコマたんスパッツ!?」

「ゆ、雪菜ちゃん……」

　なにかに魅入られたようにふらふらと歩きだす雪菜を制止して、凪沙は途方に暮れたような表情を浮かべる。そんな彼女たちの足元にも、うっすらと白く靄もやがかかりはじめていた。
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　血けつ臭しゆうが立ちこめる地下通路を、彼女たちは溜ため息いき混じりに見つめていた。豪ごう奢しやなドレスを着た小柄な女性と、侍女のように彼女に付き従う人工生命体ホムンクルスの少女。南みな宮みや那な月つきとアスタルテだ。

「目標ターゲツトを見失ったか。ひどい有あり様さまだな」

　通路内に残された破壊の痕こん跡せきを眺めて、那月は苛いら立だたしげに眉まゆを寄せる。

　通路の壁には無数の弾痕が穿うがたれ、床には鮮血が溜まっていた。スワニルダと名付けられた殺人人形と、特区警備隊アイランド・ガードの戦闘の痕跡である。負傷した特区警備隊アイランド・ガードの隊員たちは、すでに那月が、空間転移の魔術で病院に運び終えている。〝魔族特区〟の医療技術をもってすれば、命を落とす可能性は低いが、それでも彼らが全快するまでには相当の時間がかかるだろう。その間、特区警備隊アイランド・ガードの戦力が低下するのは否いなめない。

　さらに問題なのは、それだけの犠牲を出しながらも、特区警備隊アイランド・ガードがスワニルダを確保できなかったという事実だった。このままスワニルダを放置すれば、一般人にも新たな犠牲者が出るだろう。彼女は自らの生体組織を維持するために、他人の精気を喰くらうのだ。

　本来ならば、今すぐにでもスワニルダを追いかけるべきなのだろう。しかし特区警備隊アイランド・ガードには、彼女の追跡をためらう理由があった。ひとつは、スワニルダが地下通路内に張り巡らせた、無数の〝糸〟による罠トラツプの存在。そしてもうひとつは、付近を突然覆い尽くした原因不明の濃霧である。

　その濃霧の正体がわからないことには、特区警備隊アイランド・ガードとしても、危険すぎて新たな部隊を投入できない。だからこそ彼らは魔女である那な月つきに、調査を依頼してきたのだった。

「アスタルテ、わかったか？」

　藍あい色いろの髪の少女を振り返って、那月が訊きく。メイド服姿の人工生命体ホムンクルスが持っているピクニックバスケットの中身は、携帯型の環境測定器だ。大気中の湿度や汚染物質の検出だけでなく、残留魔力の検出も可能な特注品である。

「人体に有害な成分は含まれていません。急激な温度低下による水蒸気の飽和が原因と推測」

　モニタの表示を読み取ったアスタルテが、普段どおりに淡々と告げてくる。

「急激な温度低下、か……ただの自然現象ではなさそうだな」

「肯定。ザカリー・アンドレイド作の機械人形オートマタが、体内に組みこまれた魔ま具ぐを使用した際に、同様の現象が発生したという記録があります」

「なるほどな。大気中の熱を奪って、魔具を稼働するエネルギーを得ているわけか。魔具の種類によっては、たしかに不可能ではないだろうが──」

　ふん、と那月は不愉快そうに目を眇すがめた。

　生体人形スワニルダは、人造の肉体に機械人形オートマタの部品を組みこんだ、いわば人工生命体ホムンクルス版のサイボーグだ。彼女の体内には刃物や銃器だけでなく、なんらかの魔具が組みこまれている可能性が高い。

　本来は、主人である〝人形師〟から魔力の供給を受けて動かす予定だったのだろうが、大量の精気を吸った今の彼女なら、単体で魔具を起動することも、おそらく不可能ではないだろう。

「生体人形〝スワニルダ〟に搭載されている魔具の詳細は不明。ですが、人工島管理公社提供の情報では、彼女が〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟を使用した可能性が示唆されています」

「〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟……？　人形に人形を操らせていたというのか？」

　アスタルテの説明を聞いた那月が、呆あきれたように息を吐いた。

〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟は、彫像に仮かり初そめの生命を吹きこんで、意のままに操る物質操作系の魔術である。物質変成などの錬れん金きん術じゆつの要素を含むために、魔術としての難易度は高いが、力押しの戦闘以外には、ほとんど使つかい途みちのない術だった。動かないはずの彫像を無理やり動かすには大量の魔力を消費するし、複雑な命令を処理させることもできないからだ。

「噂うわさどおり悪趣味な男だな、ザカリー・アンドレイド……しかしスワニルダは、肝心の傀儡ゴーレムをどこで調達するつもりだ？」

　那月が怪け訝げんな表情で呟つぶやいた。〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟の魔術で操れるのは、人ひと型がたに近いシルエットの人工物だけ、という制限がある。主人である〝人形師〟が死んだ今、スワニルダが、そんなものを都合良く準備できるとは思えない。

「警告。前方より識別不能の移動体が接近中です。距離約四百メートル。総数八十」

　那な月つきがその疑問の答えを出す前に、アスタルテが報告した。

　闇の中から聞こえてきたのは、自動化された工場の機械のような、規則正しい足音だった。地下通路を覆う濃霧の中にうっすらと、奇怪な影が蠢うごめいているのがわかる。

「八十体……だと……!?」

　視界を埋め尽くすほどの傀儡ゴーレムの群れに、さすがの那月も頰ほおを歪ゆがめた。主人を失ったスワニルダが、どうやってそれだけの数の彫像を手に入れたのか──？

　現れた傀儡ゴーレムの姿を目にした瞬間、那月はその解答に辿たどり着く。スワニルダが、なぜこの地下水路を隠かくれ家がに選んだのか、という疑問の答えにも──

「そうか、スワニルダ……それが貴様の目的か……！」

　那月の小さな呟つぶやきは、荒々しく殺到してきた傀儡ゴーレムたちの足音にかき消された。

　色を持たない彫像の奔ほん流りゆうに吞みこまれて、小柄な二人の姿はたちまち見えなくなる。

　軍ぐん隊たい蟻ありの群れにも似た傀儡ゴーレムの集団は、禍まが々まがしい濃霧をまといながら、着々と地上を目指している。彼女たちの頭上にあるのは、人工島西地区アイランド・ウエスト郊外に位置する大型商業施設──

　リディアン絃いと神がみと呼ばれるショッピングモールだった。
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「ほらほら、古こ城じよう君。どうかな、これ。雪ゆき菜なちゃんとお揃そろいにしたりとか」

　鏡の前でモデル風のポーズを取りながら、凪なぎ沙さが古城に訊きいてくる。彼女が腰の前で広げているのは、デニム生地のショートパンツだった。

「まあいいんじゃねーか。ちょっと短すぎる気もするけど」

「これくらいは普通だよ。うーん、こっちの色もいいよねえ。悩むなあ」

　そう言って店内をグルグル回り出す凪沙。古城は呆あきれ顔がおで実の妹を眺めて、

「……つか、なんでおまえが悩んでるんだ。姫ひめ柊らぎの私服を買いにきたんじゃねーのかよ」

「まあそうなんだけど、せっかく売り尽くしセール中だし。あ、雪菜ちゃん、試着終わった？」

「うん。こんな感じ……だけど、どうですか？」

　試着室のカーテンを開けて、着替えを終えた雪菜が顔を出す。慣れない服を着ているせいか、どことなく不安そうな表情だ。とはいえ、凪沙のアドバイスもあって、特に不自然なところはない。古城は無関心な態度で、雪菜の全身を一いち瞥べつし、

「まあいいんじゃねーか。べつになんでも」

「べつになんでも……？」

　雪ゆき菜なが、むっ、と頰ほおを膨らませて古こ城じようを睨にらむ。彼女が放つ不機嫌なオーラを感じて、古城は反射的に首を振り、

「いや……そう、姫ひめ柊らぎならなんでも似合うと思うって意味だからな、うん」

「はあ」

「あ、そうだ。この辺のやつはどうだ？　そのギターケースに合うと思うんだが……ほら、いつも持ち歩いてるだろ、それ」

「なるほど……それもそうですね」

　古城が選んだシャツを見つめて、雪菜は感心したようにうなずいた。黒地に赤いチェック模様が入った、バンド少女風のデザインシャツだ。

　しかし展示されていた商品は、明らかに雪菜のサイズよりも胸回りが大きい。買い物慣れしていない雪菜は、緊張で挙動不審になりながらも、近くにいた店員を呼び止める。

「す、すみません、こ、こちらのサイズ違いってありますか？」

「あ、はい。こちら、すぐにご用意しますね」

　若い女性店員は愛想良く答えて、店裏の倉庫のほうへと入っていった。雪菜はホッと胸を撫なで下ろし、着替えのために試着室へと戻っていく。

　なぜか不安げな顔をした凪なぎ沙さが、古城のパーカーを引っ張ってきたのはその直後だ。

「ねえ、古城君……この霧、なんか変じゃない？」

「ん？　まあ、たしかにめずらしいけどな、こんな昼間に霧なんて。天気も悪くないのにな」

「違うの。そうじゃなくて……なんか、さっきから誰かに見られてる気がするっていうか……」

　そう言いかけたところで、凪沙は不意に、わっ、と叫んで古城にしがみついてきた。

「な、凪沙？」

「い、今の見た!?　霧の中で、なんか動いてた！」

　窓の外を指さした凪沙が、古城の耳元で喚わめき立ててくる。彼女が怯おびえた瞳で見つめているのは、立体駐車場へと続く連絡通路だ。

「動いてた……って、そりゃまあ、いくら霧が出てても歩行者はいるだろ」

「だからそういうんじゃないんだってば！　のっぺらぼうみたいな裸の女の人が、気持ち悪い動きでカサカサって窓の外を──！」

「裸の女が……カサカサ？　だけどここって二階だよな？」

　古城は困惑しながら訊きき返した。ショッピングモールの構造上、窓の外は垂直に切り立った壁である。少なくとも生身の人間が、這はい回れるような高さではない。

　しかし騒ぎ立てる凪沙の不安を裏付けるように、少し離れた場所から新たな悲鳴が聞こえてきた。凪沙の漠然とした恐怖感とは違う、本当に追い詰められた人間の絶叫だ。

「なんだ……!?」

「さ、さっきの店員さんの声だったよ……！」

　店裏の倉庫の方角を見つめて、凪なぎ沙さが声を震わせる。

　その間も、店員の絶叫は続いていた。なにかが暴れているような騒音も響いてくる。積んであった荷物の箱が崩れ、防火扉が引き裂かれる気配──

「誰か！　助けて、誰か──！」

　店員のくぐもった叫び声を聞いて、古こ城じようは思わず走り出していた。〝スタッフオンリー〟と書かれたドアを蹴けり開けて、薄暗い倉庫へと走りこむ。

　そこで古城が目にしたのは、倒れた女性店員と、彼女を襲っている裸の彫像だった。商品の展示に使う衣料品用のマネキンだ。倉庫に置かれていたマネキンが、勝手に動き出して店員を襲撃していたのだ。

「マネキン人形が、動いて……!?」

　にわかには信じがたいその異様な光景に、古城は混乱して立ち竦すくむ。

　店員を襲っていたマネキンが、ギシギシと首を回して古城を見た。白い合成樹脂で成形された、女性型の彫像だ。外国人風の彫りの深い顔立ちと、女性らしさを強調した人工的なプロポーション。どこの衣料品店でも普通に見かける、ごくありふれたマネキンである。動力や仕掛けが組みこまれている様子もない。

「凪沙が見たのっぺらぼうってのは、こいつらか……！」

　わけがわからないまま、古城はマネキンに向かって走り出す。人形が動いている理由を考えるより、襲われている店員を助け出すのが先だと考えたのだ。

　だが、その瞬間、凪沙が再び悲鳴を上げた。恐怖に目を見開いた彼女の視線は、古城の頭上へと向けられていた。

「こ、古城君──！」

「なっ!?」

　頭上から落下してきた新たなマネキン人形を、古城はギリギリで回避する。マネキンは鉄骨を剝むき出だしにした倉庫の天井に張りついて、古城が近づくのを待っていたのだ。ただの人形が考えたとは思えない、邪悪で狡こう猾かつな罠わなだった。

　落下の衝撃でマネキンの胴体には亀き裂れつが入り、左手の手首から先は吹き飛んでいる。しかしマネキンは自らの損傷を気にすることもなく、そのまま古城へと攻撃を仕掛けてくる。

「うおっ！」

　マネキンが、折れた左手首の鋭い断面を、古城の顔面目がけて突き出した。人形の攻撃には殺意がない。関節の数が限られているせいか、動きも人間とは違っている。おかげで攻撃動作が予測しづらい。緩かん慢まんな動きのわりには厄介な相手だ。

　それでもどうにか敵の攻撃をかわして、古城はそのまま反撃に転じた。攻撃直後でガラ空きになったマネキンの胴体を、力任せに殴りつける。

「ぐ……!?」

　しかし古こ城じようの拳こぶしに伝わってきたのは、プラスチックの塊かたまりを殴りつけた不快な衝撃だけだった。マネキンは受け身も取らずに転倒するが、ダメージを負っている気配はない。そのまま何事もなかったように、ガシャガシャと四し肢しを蠢うごめかせて起き上がる。むしろ痛みを訴えていたのは、殴った古城の手のほうだ。

「硬かってェ、クソッ……やっぱこいつ本物のマネキンなのかよ!?」

　痺しびれた右手を振りながら、古城がチッと舌打ちする。

　その古城の足首が、不意に伸びてきた何者かにつかまれた。女性店員を襲っていたはずのマネキンが、いつの間にか古城の足元に忍び寄っていたのだ。

「こいつ──!?」

　バランスを崩した古城を目がけて、もう一体のマネキンが猛然と絡みついてきた。二体のマネキンに押おし潰つぶされて、古城は壁かべ際ぎわへと倒れこむ。樹脂製の冷たい指先が、古城の喉のど元もとに喰くいこんだ。マネキンはそのまま凄すさまじい握力で、古城の気管を潰そうとする。

「先輩っ！」

　一瞬、遠のきかけた古城の意識をつなぎ止めたのは、雪ゆき菜なの澄んだ叫び声だった。樹脂の破片を撒まき散らしながら、マネキンの頭部が、がくん、と仰のけ反ぞる。

　異変を察して駆けつけてきた雪菜が、倉庫にあったパイプハンガーの支柱でマネキンを殴りつけたのだ。無表情な顔面が砕け散り、マネキンの首がへし折れた。古城の喉を絞めていた指先から力が抜ける。

　その隙すきを逃さずに、古城は背後にいたマネキンの腕をつかんだ。一本背負いの要領で相手を持ち上げ、そのままもう一体のマネキン目がけて叩たたきつける。

「姫ひめ柊らぎ、そいつを貸せ！」

「はい、先輩！」

　古城は、雪菜からパイプハンガーの支柱を受け取った。さすがに業務用だけあって、支柱の材質は頑強なステンレススチールだ。

「これならっ──！」

　絡み合って床に倒れた二体のマネキンを目がけて、古城は、その支柱を突き立てた。支柱は見事にマネキン二体を貫通し、そのまま彼女たちを床へと縫い留める。

　マネキンたちは死にかけた昆虫のように手脚を痙けい攣れんさせていたが、やがて力尽きて、ゆっくりと動きを止めた。

「なんだったんだ、こいつら……」

　マネキン二体の停止を確認して、古城は床にへたりこむ。

　雪菜は倒れた女性店員に駆け寄って、彼女の介抱を始めていた。女性店員に目立った外傷はないが、呼吸が浅く、ひどく顔色が悪い。単なる恐怖による症状だけではなさそうだ。

「大丈夫ですか……!?　ゆっくり息を吐いてください！　落ち着いて……！」

「姫ひめ柊らぎ？　店員さんの怪け我がはまずいのか……？」

「いえ、軽い打撲と擦すり傷きずだけです。ですが、かなり衰弱しています」

「衰弱……？」

「おそらく大量の精気を吸われてしまったのではないかと」

「精気を吸われた……って、マネキンにか？」

　訊きき返す古こ城じようを見上げて、雪ゆき菜なは首を振った。

「どこかにマネキンを操っていた術者がいるんです。もしかしたら、この濃霧とも無関係ではないのかも──」

「……霧？」

　古城は周囲を見回してハッとする。気づかないうちに霧が濃さを増していた。

　すでにショッピングモールの通路は、ほとんど視界が利かない。古城たちのいる店の中にも、白く染まった大気が流れこんでくる。

「古城君っ……！」

　戸惑う古城を、凪なぎ沙さが怯おびえた声で呼んだ。青ざめた彼女が見つめていたのは、ショッピングモールのエスカレーターホールだった。

「凪沙？　どうした!?」

「あ、あれ……」

　震えながら凪沙が指さした場所には、四よつん這ばいで壁に張りついたマネキン人形の姿がある。それも一体や二体ではなかった。その数は全部で数百体以上──

　人形たちの大半は、華麗にコーディネイトされた流行の衣服を身に着けている。ショッピングモール内に展示されていたすべてのマネキンたちが勝手に動きだし、人を襲う怪物と化して霧の中を蠢うごめいているのだ。

「冗談……だろ……」

　掠かすれた声を出す古城の眼前で、マネキン人形の大群が一斉に活動を開始する。

　霧の中から現れた人形の群れに襲われて、買い物客たちが悲鳴を上げた。その悲鳴が連鎖して、ショッピングモール内に反響していく。パニックが引き起こされるまで、数十秒とかからない。大混乱に陥る人々の姿を、古城たちは為すすべもなく呆ぼう然ぜんと見つめていた。
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　古城たちのすぐ傍そばで、ガラスが砕け散る音がした。動き出したマネキン数体が、古城たちのいる衣料品店にまで入りこんできたのだ。商品を展示していたハンガーが次々に薙なぎ倒されて、店内にいた数人の客が悲鳴とともに逃げ惑う。

「なんなんだ、こいつら!?　なんでマネキンが勝手に動く……!?」

　店内清掃用のモップを構えながら、古こ城じようは苦々しげに呟つぶやいた。武器と呼ぶには頼りないが、素手でマネキンを殴るよりはいくらかマシなはずだ。

「〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟です。彫像に仮かり初そめの生命を与えて、術者の意のままに操る魔術──この霧を魔術の伝達物質に使っているのだと思います」

　戸惑う古城に、小声で囁ささやいてきたのは雪ゆき菜なだった。

「魔術？　それって、こんなマネキン相手にも有効なのか？」

「理論的には。ですが、これだけの数の傀儡ゴーレムを同時に操るのは、人間の術者には不可能です。傀儡ゴーレムからのフィードバックに脳や神経が耐えきれません」

「人間じゃない……って、じゃあ、いったい誰が……!?」

　古城が混乱して訊きき返す。マネキンたちが操られているということは、魔術を使った術者がどこかにいるということだ。だが、誰がなんの目的で、そんなことをしているのかはわからない。相手が人間ではない、というのなら尚なお更さらだ。

「わかりません。ですが、術者の目的は、たぶん──」

　曖あい昧まいに首を振りながら、雪菜がなにかを言いかけた。しかし彼女の言葉が終わる前に、古城たちの背後にいた凪なぎ沙さが悲鳴を上げる。濃霧の中から現れた新たなマネキンが、凪沙に襲いかかったのだ。

「いやああああああああっ！」

「凪沙……っ！」

　古城が慌てて凪沙に駆け寄る。しかしマネキンの動きが速い。凪沙の制服の裾すそをつかんで、そのまま霧の中へと彼女を引きずりこもうとする。

　このままでは凪沙を見失ってしまう、と古城が恐怖を覚えたとき、悲鳴を上げ続ける凪沙の傍そばに、新たな人影が現れた。頭部に角つのを生やした巨大な体たい軀くの持ち主だ。

「オラァッ！」

　野獣のような咆ほう吼こうとともに、巨漢がマネキンの胴体を粉砕する。常人にはあり得ないデタラメな破壊力だった。物理的な腕力だけなら、吸血鬼である古城を遥はるかに凌しのいでいる。

「大丈夫か、嬢ちゃん？」

　野太い声で男が言う。凪沙は蒼そう白はくな顔でうなずくのが精一杯だ。〝魔族特区〟の住人でありながら、凪沙は魔族恐怖症なのである。たとえ自分を助けてくれた恩人が相手でも、潜在意識下に刻まれた恐怖はぬぐえない。

「……あんた、獣じゆう人じんか」

　弱々しく震えている妹に代わって、古城が訊いた。男は鷹おう揚ようにうなずいてみせる。幸い彼は凪沙の態度を、特に気にしてはいないようだ。凪沙の恐怖が、自分に向けられたものではなく、マネキンに襲われたショックのせいだと勘違いしたのかもしれない。

「さすがに非常事態だからな。この状況なら獣じゆう化かしてもお咎とがめはなしだろ」

「ああ。ありがとう、助かったよ」

　豪快に笑う獣人の男に、古こ城じようは感謝の言葉を伝えた。

　男の口振りからすると、彼は絃いと神がみ島じまの市民権を持つ登録魔族なのだろう。古城たちと同様に、ただの買い物客としてショッピングモールを訪れて、事件に巻きこまれただけなのだ。

　いくら〝魔族特区〟といえども、魔族が市街地で許可なく特殊能力を使うのは、原則的に禁止されている。とはいえ彼の言うとおり、明らかに例外的な状況だ。強きよう靭じんな肉体を持つ獣人種が近くにいてくれるのは、今はむしろ頼もしい。

「凪なぎ沙さちゃん、立てる？」

「う、うん……大丈夫」

　雪ゆき菜なの手を借りながら、凪沙がどうにか立ち上がる。その光景に安あん堵どしながらも、古城は、焦りを感じていた。店を取り囲むマネキンたちが、徐々に数を増している。まるで古城たちの存在に引き寄せられているかのように──

「どうなってるんだよ、これは!?　ますますマネキンどもが増えてるじゃねーか！　とにかく、逃げるぞ。とりあえず少しでも霧の薄いほうに──うおっ!?」

「おっさん──！」

　濃霧の中から飛び出してきたマネキンの群れが、獣人の男を背後から襲った。

　同時に六体ものマネキンにまとわりつかれては、獣人の腕力を持ってしても振りほどくのは不可能だった。しかもこのマネキンには、触れた相手の生命力を奪うという恐るべき特殊能力が備わっている。一瞬で大量の精気を吸われて、獣人の男はその場に膝ひざを突いた。

　男を援護するために古城が振るったモップは、マネキン一体を無力化する前にへし折れた。愕がく然ぜんとする古城の隣を、小柄な影が走り抜ける。

　膝ひざ立だちで苦く悶もんする獣人の胸元に、掌てのひらを向けていたのは雪菜だった。

「響ゆらぎよ！」

　雪菜が放った強烈な打撃は、獣人の男の身体を素通りし、彼の背後のマネキンだけを正確に粉砕した。練り上げた呪力を浸透させて、マネキンたちの内部で炸さく裂れつさせたのだ。

　店内に満ちた濃霧に阻まれて、雪菜の動きは凪沙からは見えていない。たとえ見られていたとしても、凪沙には、雪菜がなにをしたのかはわからなかったはずだ。

「やられた……ぜ……くそっ！」

　残ったマネキンたちを振り払って、獣人の男が立ち上がる。だいぶ消耗しているが、動けないほどではないらしい。雪菜の助けがあったとはいえ、獣人ならではの頑強な肉体の賜たま物ものだ。

　しかし彼を救おうとしたことで、結果的に古城と雪菜は、凪沙から一瞬目を離してしまった。新たなマネキンの集団が店内に雪崩なだれこんできたのは、その直後のことだった。

「こ、古こ城じよう君っ──！」

「凪なぎ沙さ!?」

　マネキンたちの強襲によって、古城たちは凪沙と分断される。

　恐怖で身動きできない凪沙を、間かん一いつ髪ぱつでマネキンたちから救ったのは獣じゆう人じんの男だ。消耗した彼は最後の力を振り絞ってマネキンたちを蹴け散ちらし、凪沙のための逃げ道を切り開く。幸いなことに彼らが向かった階段側の通路に、マネキンたちの姿は少ない。

「逃げろ、凪沙！　俺たちもすぐに追いかける！」

「う……うん……」

　半ば放心状態と化していた凪沙は、古城の命令に機械的に反応した。近くにいたほかの買い物客に急せき立てられるようにして、凪沙は屋上へと続く階段を上り始める。

　とりあえず凪沙の安全を確保したことで、古城たちにも若じやつ干かんの余裕が出来た。

　雪菜が背中のギターケースから、全金属製の銀色の槍やりを抜く。

　正式名は七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアー。〝雪せつ霞か狼ろう〟の銘めいを与えられた獅し子し王おう機き関かんの秘ひ奥おう兵器だ。しかしこの濃霧の中なら、ほかの買い物客に目撃される心配はないと考えたのだろう。

「先輩、ここはわたしが──！」

「悪い、頼む！」

　古城の返事を聞く前に、雪菜が銀色の槍を一いつ閃せんした。斬きりつけられたマネキンたちが、次々に活動を停止する。破は魔まの力を持つ雪菜の槍が、マネキンたちの動力源である〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟の魔術を無効化したのだ。

　しかし感情を持たないマネキンの群れが、雪菜の反撃に恐怖を覚えることはない。雪菜が倒した仲間の残ざん骸がいを乗り越えて、次から次へと新たなマネキンが現れる。〝雪せつ霞か狼ろう〟の力だけで押し切るには、敵の数はあまりにも多すぎた。押し寄せてくる樹脂人形たちの軍勢に、古城たちは次第に追い詰められていく。

「なんなんだ、こいつら!?　いったいなにが目的でこんな……!?」

　逃げ惑う人々の悲鳴に苛さいなまされながら、古城が奥歯を軋きしませた。濃霧のせいで正確な状況はわからない。しかし店を包囲するマネキンは、明らかに数を増していた。マネキンたちは吸い寄せられるように、古城の周囲に群がってきているのだ。

「やっぱり、この人形たちは先輩を狙って──！」

　雪菜が槍を振るいながら、唇を嚙かんだ。彼女の言葉で古城も確信する。マネキンの群れを操っている〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟の術者──傀儡くぐつ使いの標的は古城だ。

　だとすれば、捕らえた獲物の生命力を奪う能力が、マネキンに与えられた理由もわかる。第だい四よん真しん祖その持つ膨大な魔力の源みなもと──無む尽じん蔵ぞうともいえる〝負の生命力〟を奪うこと。それが敵の目的なのだ。この事件に古城が巻きこまれたのは偶然ではない。

「このままじゃキリがない。姫ひめ柊らぎ、外に──！」

「はい！」

　マネキンの包囲が手薄になった一瞬の隙すきを衝つき、古こ城じようたちは店の外に飛び出した。複数のモールを連結している高架状の連絡通路である。

　外からの空気が流れこんでいるせいか、モール内のほかの場所に比べて、霧が薄い。殺意に似た強い視線を感じて、古城はハッと顔を上げる。

「あいつは……!?」

　ショッピングモール中央のガラス天井に、一体の人形がへばりついていた。蜘蛛くもに似た八本脚の下半身を持つ、純白の髪の人形だ。

「スワニルダ……！」

　彼女の姿に気づいて、呟つぶやいたのは雪ゆき菜なだった。その呟きが届いたのか、純白の髪の人形が、ゾッとするような妖あやしい笑みを浮かべてみせる。

　見えない糸を操るように、スワニルダが右手の指を曲げた。

　濃霧の中から湧き出るように、古城たちの頭上へと新たなマネキンたちが降りそそぐ。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　濁流にも似たマネキンたちの群れに押し流されて、古城は通路から落下した。濃い霧の中に吞のまれていく古城を、スワニルダは瞬まばたきすることもなく無言で眺めていた。
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「……痛つっ!?」

　背中から地面に叩きつけられて、古城は苦痛の声を洩もらした。

　だが、ショッピングモールの二階から落ちたわりにはダメージが少ない。頭上に降り注いでくるはずのマネキンたちの姿もない。見通しの利かない濃霧の中、古城は困惑の表情で目を開ける。視界に映ったのは、冷ややかな表情で自分を見下ろしている黒髪の小柄な影だった。

「そんなところでいつまで寝ている気だ？」

「……那な月つきちゃん？」

　ぶつけた後頭部をさすりながら、古城は驚いて上体を起こす。古城がいたのは、落下地点から少し離れたショッピングモールの中央広場だ。空間制御魔術の使い手である那月が、マネキンに押おし潰つぶされそうになった古城を空間転移で救ってくれたらしい。

　ふと見れば古城の背後には、落下して砕け散った大量のマネキンたちの残ざん骸がいがある。もしも彼女たちの下敷きになっていれば、古城は重傷を負って行動不能に陥るところだった。いくら不死身の吸血鬼といえども、圧死した状態から復活するには、それなりに時間がかかるのだ。

「そうか。那月ちゃんが助けてくれたのか……」

「礼ならうちの助手に言うんだな。マネキンどもに突き落とされている貴様を見つけたのは、アスタルテだ。あとは、担任教師をちゃん付けで呼ぶな」

「──痛つっ!?」

　不可視の衝撃波で殴られて仰のけ反ぞりながらも、古こ城じようは、那な月つきの背後に立っていた人工生命体ホムンクルスの少女に向かって微笑ほほえんだ。

「サンキュな、アスタルテ。助かった」

「……問題ありません、第だい四よん真しん祖そ」

　一瞬、戸惑ったような沈黙を挟んで、アスタルテが答えた。感情の籠こもらない平へい坦たんな声だ。しかし、その語尾はかすかに震えている。これまで誰からも感謝されることがなかった彼女は、思いがけず投げかけられたお礼の言葉に困惑しているのかもしれなかった。

「先輩！」

　銀色の槍やりを握った雪ゆき菜なが、二階の通路から飛び降りてくる。呪力によって脚力を強化しているのか、危なげのない着地だった。

「姫ひめ柊らぎ、無事か？」

「わたしは大丈夫です。ですが、あの人形には逃げられました」

　古城の疑問に答えて、雪菜は頭上を振り仰いだ。

　天井に八本脚の人形の姿はない。濃霧にまぎれて姿を消したのだ。

「スワニルダ、か」

　那月が雪菜に向かって訊いた。雪菜が硬い表情でうなずく。

「はい。アスタルテさんと同じ魔術師に造られた生体人形です。人工生命体ホムンクルスの肉体に魔ま具ぐを埋めこんだ、半人半機械の自律兵器」

「──なぜ貴様がそれを知っている、転校生？」

　那月が眉まゆをひそめて雪菜に訊きいた。

「以前に戦ったことがあるんです。ちょうど先輩が、風邪かぜで学校を休んで寝ていたときに襲われて──」

　そう言いかけた雪菜が、自らの失言に気づいて言葉を吞のみこむ。雪菜がスワニルダと遭遇したということは、学校をサボって古城の看病をしていたことを白状してしまったも同然だ。

「暁あかつきが風邪で寝ているときに、貴様が都合よく一緒にいた、と？」

「いえ、それは、あの、任務で……」

　ふん、と那月が小さく息を吐き、雪菜が決まり悪げに縮こまる。

　古城はやれやれと首を振った。そんな些さ細さいなことを気にしている場合ではないのだ。

「だけど、あいつの狙いは俺やアスタルテじゃなかったのか？　どうして無関係な買い物客を襲ってるんだ？」

「わかりません。ですが、さっきの彼女は、わたしが最初に見たときとは、見た目も雰囲気も違ってました。彼女を操っているはずの魔術師の気配もありませんでしたし」

「主人である魔術師の命令を無視して、暴走してるってことか……？」

「その可能性は高いです。もしかしたら彼女は大量の魔力を集めて、先輩に対抗する力を手に入れようとしているのかも──」

「魔力を集める？　なんで今さらそんなことを……？」

　古こ城じようが首を傾かしげて訊きいた。スワニルダがいかに高度な生体人形でも、自ら魔術を扱うことは出来ないはずだ。彼女が魔力を求める理由がわからない。

「やつの体内に、魔ま具ぐが埋めこまれているせいだ。集めた魔力は、その魔具を駆動するための動力源だろう」

　古城の疑問に、那な月つきが答える。古城はハッと目を見張り、

「魔具？　もしかして、〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟の魔術を実行しているのは、その魔具か……？」

「〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟に気づいていたのか。転校生の入れ知恵だな」

　那月が少し感心したように古城を見る。

「魔具の詳細は不明だが、マネキンどもを操っているのは、スワニルダで間違いないだろう。数百体の傀儡ゴーレムを同時に操るには、機械人形オートマタの演算能力を使う以外に方法がないからな」

「マネキンたち全部を、スワニルダが一人で操ってる……ってことか」

　古城がかすれた声で呟つぶやく。暴れているマネキン人形の総数は、おそらく五百体以上。それをたった一体の人形が操っているとは、容易に信じられることではなかった。たとえ機械人形オートマタの回路が、魔具の出力に耐えたとしても、人工生命体ホムンクルスの生体組織を持つスワニルダにとって、その負荷は相当な苦痛を伴うはずだ。

　だが、スワニルダの設計者は、人工生命体ホムンクルスに眷けん獣じゆうを植えつけるという非人道的な実験を行う人間だ。自分の作品に魔具を仕込むくらいのことは、なんのためらいもなく、平然とやってのけるのかもしれない。

　その結果、現在のスワニルダは、大量の魔力を集めるためだけに行動している。

　そんな彼女にとって、第だい四よん真しん祖その膨大な魔力は、願ってもない標的だろう。

　古城たちは、事件に偶然巻きこまれたわけではない。古城たちがここに来たから、ショッピングモールは襲しゆう撃げきされたのだ。数百体のマネキンが置かれたショッピングモールは、彫像を操るスワニルダにとって、もっとも有利な戦場だからだ。

「……それならスワニルダを止めれば、マネキンたちの動きも止まるってことだよな？」

　古城は獰どう猛もうな口調で呟いた。スワニルダが、たった一体で、この事件を引き起こしたというのなら、解決の方法はシンプルだ。彼女スワニルダを倒してしまえばいい。この濃霧の発生も、マネキンたちの暴走も、おそらくそれで終わるはずだ。

「そうですね。〝雪せつ霞か狼ろう〟なら魔具を破壊して、スワニルダさんを無力化できると思います。それまでの間、先輩が眷獣でマネキンたちの動きを封じてくだされば──」

　雪ゆき菜なが表情を曇らせながら同意する。

「ただ、そうなると問題は……」

「凪なぎ沙さ……か」

「はい」

「バレる、よな」

「バレますね」

　古こ城じようが苦悩の表情で嘆息し、雪菜も唇を嚙かんで同意する。

　このショッピングモールの内部には、何百人もの買い物客が閉じこめられている。その中には凪沙も含まれているのだ。しかも不都合なことに彼女たちは、なるべく霧の薄い屋上を目指して逃げていた。古城がスワニルダと戦えば、その姿は凪沙にも目撃されることになるだろう。

　当然、古城が吸血鬼だということもバレる。

　魔族恐怖症である凪沙にばれてしまうのだ。が、

「いや……案外そうでもないかもしれないぜ……」

　追い詰められて頭を抱えていた古城が、ぼそり、と唐突に呟つぶやいた。

「先輩？」

　雪菜が訝いぶかしげな視線を古城に向けてくる。

　しかし古城はなにも答えない。古城が見つめていたのは、正面にある無人の広場の中央だ。

　そこにあるのは半壊した仮設ステージと、その裏側の出演者控え室だった。
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　無事だった買い物客のほとんどは、ショッピングモールの屋上に集まっていた。自主的に避難したというよりは、マネキンたちの襲撃から必死で逃げ惑っているうちに、自然と辿たどり着いたのだ。むしろ逃げ場のない屋上に、追い詰められたという状況に近い。

　避難者の人数は七、八百人ほど。その中には暁あかつき凪沙の姿もあった。

「落ち着いて！　皆さん、落ち着いてください」

　ショッピングモールの責任者マネージヤーらしき人物が、声を張り上げて叫んでいる。

　それでも人々のざわめきは消えない。啜すすり泣く子どもたちの声が耳に触る。

「心配ありません。特区警備隊アイランド・ガードがこちらに向かっているそうです。濃霧のせいで到着が遅れていますが、間もなく到着する予定ですから──」

「間もなく!?　間もなくっていったいいつなんだよ!?」

　中年の男性客が、余裕のない口調で責任者マネージヤーに喰くってかかる。それにつられて屋上のあちこちで不満の声が上がった。

「どうなってるんだ、このショッピングモールは！」

「あのマネキンは、この店の備品じゃないのかよ!?」

「そ、それは──」

　責任者マネージヤーが、今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。彼とて事情はわかっていないのだ。ショッピングモールが雇った警備員のほとんどは、真っ先にマネキンたちの襲撃を受けて連絡が途絶えてしまっていた。

「古こ城じよう君……」

　凪なぎ沙さは屋上の片隅に座って、いがみ合う大人たちから目を逸そらしていた。彼女を助けてくれた獣じゆう人じんの男とは、途中ではぐれてしまっている。代わりに凪沙の周囲にいたのは、年端のいかない子どもたちだ。彼らを懸命に励ますことで、凪沙自身どうにか平静を保っていたのだった。

　そんな凪沙たちの背後から、抑揚のない機械的な声が聞こえてくる。

「新規生命力供給源を目視にて確認──」

　同時に屋上のあちこちで悲鳴が上がった。

　金属製の脚をガシャガシャと鳴らして強引に壁をよじ登ってきたのは、無数のマネキンを従えた純白の髪の人形だ。蜘蛛くもに似た八本脚の下半身と、焼けただれた右半身。その姿は、中高生の女子の間で噂うわさになっている殺人人形そのものだった。

「ひ、ひいっ!?」

「う、うわああああああっ！」

　マネキン人形に襲われた人々が、絶叫とともに逃げ回る。しかし屋上の出入り口は、すでに人形たちに封鎖されていた。もはやどこにも逃げ場はない。この屋上は殺人人形の餌えさ場ばなのだ。

「魔ま具ぐ稼働率七十六パーセント。接続中の傀儡ゴーレム総数は四百五十七。損傷三十八。損耗率七・七パーセント。作戦継続に支障なし」

　白い髪の殺人人形が、無表情のまま周囲を睥へい睨げいする。

　やがてその視線が一点に注がれた。彼女が見つめていたのは凪沙だった。殺人人形と目を合わせて、凪沙が小さく息を吞のむ。

「膨大な潜在魔力保有者を確認。最優先目標に設定。執行せよエクスキユート──」

　殺人人形が静かに告げた。フェンスを乗り越えてきたマネキンたちが、一斉に凪沙を振り返る。

「なに……？　なんなの、これ？」

　凪沙は恐怖に震えながら目を閉じた。どうして自分が狙われているのか、もちろん凪沙にはわからない。わかっているのは、もはやどこにも逃げられないということだけ。殺到してくるマネキンたちの足音が凪沙の耳じ朶だを打つ。なにかが砕け散る轟ごう音おんが鳴り響く。

「古城君……っ！」

　凪沙は無意識に兄の名を呼んでいた。その直後、彼女たちの耳元で、わっ、と子どもたちの歓声が上がった。熱風が凪なぎ沙さの前髪を揺らし、声もなくマネキンたちが吹き飛ぶ気配がある。

「損耗率上昇。作戦行動に障害発生。排除を開始する」

　感情を持たないはずの殺人人形の声に、かすかな動揺が混じっていた。

　凪沙は怖おず怖おずと瞼まぶたを開ける。彼女の周囲にいる子どもたちが浮かべていたのは、満面の笑み。そして輝くような期待の表情だ。

　眩まばゆい雷らい光こうをまとった丸っこい影が、屋上に現れたマネキン人形を蹴け散ちらしていく。普通の人間ではあり得ない凄すさまじい戦闘能力だ。

　しかし凪沙は、彼の戦いを見ても恐怖を覚えなかった。なぜなら、そこにいたのは魔族ではなかったからだ。とろんとした間抜けな目つきの、ずんぐりとしたその着ぐるみは──

「タルタルーガ君……!?」

　凪沙たちを救うために颯さつ爽そうと屋上に駆けつけたのは、魔法少女マスクドバニーの頼れる相棒、黄色いカメの妖精だった。
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「タルタルーガ君……？」

「え……本物……!?」

「タルタルーガ君だ！　タルタルーガ君だよ！」

「それって、さっきヒーローショーに出てた……」

　屋上に避難していた人々の間に、静かなどよめきが広がっていく。

　特撮番組のマスコットキャラが、イベントに出演していた姿そのままで、怪物に襲われていた人々を助けに現れたのだ。あまりにも馬鹿げたその光景は、人々の思考を停止させ、彼らを恐怖から解放するのに十分なインパクトを持っていた。

「くそ……動きづらすぎるだろ、この着ぐるみ……！」

　四方から突き刺さる視線を感じつつ、古こ城じようは着ぐるみの中で汗だくになっている。

　古城が、イベントステージに置き去られていたタルタルーガ君の衣装を着て出てきたのは、人々を勇気づけることが目的だったわけではない。古城はただ単に自分の素性を隠したかっただけなのだ。自分が吸血鬼だということを、凪沙に気づかれないようにするためである。

「ようやく見つけたぜ、スワニルダ。ずいぶん派手にやらかしてくれたじゃねーか！」

　それでも古城は、群がるマネキンたちを振り払いながら、スワニルダの前に出た。

　古城が着込んだ着ぐるみの拳こぶしが、洩もれ出した魔力で、青白い稲妻に包まれる。

　抑えきれない怒りのせいで、魔力が暴走を始めている。スワニルダは、凪沙を危険な目に遭わせた。そのことが古城の逆げき鱗りんに触れたのだ。

「質問──なぜ私の邪魔をするのですか？」

　白い髪の人形が、感情のない瞳を古こ城じように向けてくる。魔力を感知する彼女はすでに、古城の正体に気づいているのだろう。奇妙なカメの着ぐるみを見ても、彼女は表情を動かさない。

「私の目的は〝永遠〟を手に入れること。それが人形師様マイスターから与えられた存在意義。それなのに、あなたは試験体アスタルテに〝永遠〟を与えた。人形師様マイスターの最高傑作たる私ではなく、あの出来損ないの廃棄品に──」

　スワニルダの声がかすかに震えた。彼女が初めてあらわにした感情は、怒りと、そして妬ねたみだった。彼女はアスタルテに嫉妬しているのだ。古城から魔力の供給を受けることで、〝永遠〟を手に入れた──世界初の眷けん獣じゆう共生型人工生命体ホムンクルスという〝名誉〟を得ることになったアスタルテに。だが、

「〝永遠〟だと……!?　アスタルテがいつそんなものを望んだよ？」

　怒気を孕はらんだ古城の声が、スワニルダの言葉をかき消した。着ぐるみのせいで声がくぐもっているが、どうにか意思疎通できないこともなさそうだ。

「アスタルテあいつは俺に逃げろと言ったぞ。絃いと神がみ島じまを沈めるための道具として利用されながらも、あいつは一人でも多くの人間を救おうと必死だった。誰に命令されたわけでもなく、自分のために人を傷つけてるおまえとは違うんだよ！」

「……理解不能。理解不能。私は正常に作動しています」

　スワニルダが冷たく告げてくる。彼女の左腕が左右に割れて、中から巨大な山刀マチエツトが飛び出した。山刀マチエツトの刃やいばには、どす黒い汚れがこびりついている。彼女がこれまで傷つけた人々の血けつ痕こんだ。

「そうかよ。だったら力尽くで止めるしかないよな。ぶっ壊させてもらうぜ、スワニルダ！　悪く思うなよ！」

　古城が、稲妻に包まれた右腕を振った。スワニルダを護るように集まっていたマネキンの群れが、その一撃で粉々に砕け散る。勢い余ってショッピングモールの建物にも亀き裂れつが走ったが、今の古城にはそんなことは些さ細さいな問題だった。正体がバレなければどうということはない。

　しかし古城がマネキンたちを圧倒しているにもかかわらず、周囲の人々の表情には、戸惑いだけが浮かんでいた。特に子どもたちは不安げだ。

　少し考えて、古城はその理由に気づく。子どもたちが不安を覚えているのは、古城の口調のせいだ。タルタルーガ君の着ぐるみを着ているにもかかわらず、別人のような口調で喋しやべっていたせいで、偽者ではないのではないかと疑われているのだろう。

「ぶ、ぶっ壊させてもらうタル！　悪く思うなタル！　ここから先はボクの正義ケンカタル……！」

　とりあえず自分の素性を隠すため、古城は見よう見まねで言い直す。似ているかどうか、今ひとつ自信はなかったが、ステージで見かけたカメの妖精は、こんな感じで喋っていたはずだ。

　そして幸いにも、古城の努力は報われた。

　古城の口こう上じようを聞いた子どもたちが、ワッと一斉に歓声を上げたのだ。

　彼らの歓喜は大人たちにも伝でん播ぱして、やがて屋上全体を揺るがすほどの声援へと変わる。

　そんな異様な雰囲気の中でも、スワニルダは冷静だった。

　彼女の右手から伸びた鋼鉄製の糸が、近くにいた買い物客たちを引き寄せる。古こ城じようの攻撃から自らを守るため、無関係の人間を楯たてに使おうとしているのだ。

　動けなくなった古城を目がけて、左右からマネキン人形たちが飛びかかってくる。古城を応援していた人々が、それを見て口々に悲鳴を上げた。

　しかしマネキンの攻撃が、古城に届くことはなかった。

　大気を裂いて走り抜けた銀色の閃せん光こうが、彼女たちを無力化していたからだ。

「いいえ、先ぱ……いえ、タルタルーガ君！　わたしたちの正義ケンカ、です！」

　古城の隣に寄り添うように着地したのは、小柄な少女だった。全金属製の銀色の槍やり──〝雪せつ霞か狼ろう〟を構えた獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎだ。

　彼女の姿を見た古城は、着ぐるみの中でぽかんと目を丸くする。

「ひ、姫ひめ柊らぎ……その恰かつ好こう……」

「あんまりじろじろ見ないでください！」

　短いスカートの裾すそを手で押さえながら、仮面の魔法少女が古城を睨にらみつけてくる。

　彼女が身に着けていたのは、バニーガールをモチーフにした魔法少女の衣装だった。

　肩や背中を大胆に露出したノースリーブの上着。フリルで飾られたカラフルなミニスカート。可愛かわいらしくもセクシーな服装である。せめてもの救いは覆面で目元が隠れていることか。

「あ、愛の監視者、魔法少女マスクドバニー！」

　半ば自暴自棄になった勢いで、雪ゆき菜なが槍やりを旋せん回かいさせて叫ぶ。
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　おおっ、というどよめきがショッピングモールの屋上を震わせた。凄すさまじい勢いでカメラのフラッシュを焚たいているのは、屋上に逃げこんでいた特撮マニアたちだ。「なんだ、あの槍？」「新しい装備オモチヤか!?」「いつ発売だ？」というような彼らのマニアックなやりとりが、古こ城じようの耳にも聞こえてくる。

「行きますよ、タルタルーガ君！」

　恥ずかしさを振り払うように雪菜が叫んだ。音もなく突き出された銀色の槍が、行く手を阻むマネキンたちを貫き、本職のスーツアクターを超える鮮やかな体術で、雪菜はスワニルダの懐ふところへと潜りこむ。

〝雪せつ霞か狼ろう〟の刃やいばが鋼こう糸しを斬り裂いて、人質になっていた人々を解放した。瞬まばたきする間もない刹せつ那なの出来事だ。

「〝焰光の夜伯カレイドブラツド〟の血けつ脈みやくを継ぎし者、暁あかつき……いや、妖精タルタルーガが、汝なんじの枷かせを解き放つ──！」

　押し寄せてくるマネキンの群れを目がけて、古城は右腕を突き出した。そこから噴き出した深紅の血けつ霧むが、雷らい光こうをまとう巨大な獅し子しの姿へと変わる。自らの意思を持って実体化するほどの濃密な魔力の塊かたまり──第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうだ。

「疾く在れきやがれ、五番目の眷獣〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟──！」

　全長十メートル近くにも達する雷光の獅子が、マネキンの群れを蹴け散ちらした。

　第四真祖が従える十二体の眷獣は、それぞれが天災にも匹敵する非常識な破壊力を持っている。樹脂人形が何百体束たばになったところで、端はなから勝負になるはずもなかった。

　スワニルダの肉体が、雷に打たれたように帯電して震えた。

　破壊された傀儡くぐつのダメージが、スワニルダの体内に埋めこまれた〝傀儡創造メイク・ゴーレム〟の魔ま具ぐを通じて、術者である彼女を苦しめているのだ。

「もうやめろ、スワニルダ！」

　苦く悶もんする殺人人形に、古城は懸命に呼びかけた。強力すぎる古城の眷獣は、これ以上戦えば確実にスワニルダを破壊してしまう。それはスワニルダ自身にもわかっているはずだ。

　だがそれでもスワニルダは、古城の言葉を受け入れようとはしなかった。

「命令拒否デイナイ……命令拒否デイナイ命令拒否デイナイ命令拒否デイナイ！」

　スワニルダの腹部が大きく割れた。その中から現れたのは大口径の機関砲だった。最後に残されたその武器を、彼女は無差別に乱射しようとしている。

　古城がそれに気づいたときには、すでに雪菜は動き出していた。

「──獅子の神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる」

　銀色の槍やりとともに、雪ゆき菜なが舞う。神に勝利を祈願する剣士のように。あるいは勝利の預よ言げんを授ける巫女みこのように。彼女の槍を包みこんだのは、神格振動波の眩まばゆい輝きだ。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討たせ給たまえ！」

　閃せん光こうとともに放たれた槍が、スワニルダの胸元を貫いた。

　その瞬間、スワニルダの全身が凍りついたように動きを止める。自らの意思では動くことができない、ただの美しい人形のように──

「起動コアに深刻な損傷が発生。制御不能。全武装起動不可……戦闘続行は困難と判断。人形師様マイスター、指示を……人形師様マイスター……」

　大きく瞳を見開いたまま、スワニルダが呟つぶやき続けている。機械仕掛けの脚から力が失われて、彼女の身体からだが大きく傾いた。そのまま落下しようとした彼女を、抱きとめたのは古こ城じようだった。

「終わりだ、スワニルダ。おまえはもう、戦わなくていい……そのまま眠ってろ、永遠にな」

「永遠……に……」

　古城の言葉を耳にした瞬間、スワニルダが浮かべたのは満足げな安らぎの表情だった。

「命令受諾アクセプト……」

　純白の髪の人形が瞼まぶたを閉じる。それきり彼女が目を開けることはなかった。

　動かなくなった人形をそっと横たえて、古城は小さく溜ため息いきをつく。

　消え残る白い霧の中で、スワニルダは穏やかに眠っていた。彼女はようやく手に入れたのだ。暴走するほどに求め続けていた〝永遠〟を──

　　　　　　　　　　11

　一夜が明けた月曜日の早朝──

　古城はいつものように自宅を出て、通学用のモノレールに揺られていた。隣には同じく登校中の雪菜の姿もある。

　始業時間にはまだ余裕があって、そのせいか車内はめずらしく空いている。しかし、吊つり革かわにつかまる二人の表情には、色濃い疲労の跡がくっきりと残されていた。

「まったく昨日は酷ひどい目に遭ったぜ……」

　虚うつろな目で窓の外を眺めながら、古城が深々と溜ため息いきをつく。

　そんな古城の横顔を見上げて、雪菜は弱々しく微笑ほほえんだ。

「本当ですね。あれだけの騒ぎで死者が出なかったのは幸いでしたけど」

「スワニルダだけでも厄介だったってのに、ガキどもにまとわりつかれたのがきつかったな。逃げ切れなくて死ぬかと思った」

「わたしは、握手やサインを求めてくる男の人たちの集団に追い回されて大変でした……」

　お互い自じ嘲ちよう混じりにそう言って、古城と雪菜はぐったり肩を落とす。

　魔法少女の仮装コスプレでスワニルダの暴走を喰くい止め、人々を救ったところまではよかったが、真に大変だったのは、それからあとのことだった。逃げ出すタイミングを逸した雪ゆき菜なたちは、屋上に避難していた人々に、命の恩人として取り囲まれてしまったのだ。

　興奮した大人たちや遠慮を知らないガキどもにもみくちゃにされて、正体がバレそうになったのも一度や二度ではない。なんとか素顔を隠して逃げ切れたのは、ほとんど奇跡に近かった。

　特区警備隊アイランド・ガードの部隊が現場に到着したのは、それから間もなくのことだった。負傷者は直ただちに彼らに救助され、特に大きな混乱もなく事件は収束した。

　スワニルダを回収したのは南みな宮みや那な月つきだった。

　古こ城じようたちを驚かせたのは、スワニルダの主人である〝人形師〟がすでに殺されていたことだ。製作者を殺した人形として、スワニルダの名前は大々的に報道され、新聞やネットの記事を通じて、世間の人々は彼女の姿を知ることになった。

　かつての美しかった彼女の姿を──

「……〝永遠〟に美しいまま、か……案外、願いは叶かなったのかもしれないな」

　古城は口の中だけでぼそりと独ひとりごちる。

　見えない棘とげのように古城の胸の奥に刺さっていたのは、彼女を救えなかったという苦い思いだった。ほんの小さな歯車のズレが、スワニルダの運命を狂わせた。それがなければアスタルテのように、彼女ともわかり合えていたかも知れないのだ。

「先輩？」

　落ちこむ古城の表情を、雪菜が気遣うように覗のぞきこんでくる。古城は、気分を切り替えるように、首を振って苦笑してみせた。

「いや、なんでもない。それより、結局、昨日は服を買えなかったよな」

「あ、はい。そうですね。もしよかったら、また、買い物につき合ってもらえますか？」

「ああ、もちろん。今週末にはリディアン絃いと神がみも営業を再開してるだろうしな」

「ありがとうございます。黒ネコマたんスパッツが売り切れてないといいんですけど」

「お、おう……そうだな……」

　雪菜以外にあんなものを欲しがる客がいるとは思えなかったが、古城はいちおう同意しておく。二人を乗せたモノレールが、彩さい海かい学園の最寄り駅に到着したのは、それからすぐのことだった。見慣れたいつもの駅舎である。しかし古城たちが困惑の表情を浮かべたのは、駅構内が異様に混み合っていたせいだ。

「あ、古城君！　雪菜ちゃんも！」

　階段を下りて改札口に向かっていた古城たちを、小柄な女子生徒が呼び止める。

「あれ、凪なぎ沙さ？　こんなところでなにやってんだ。部活の朝練があるんじゃなかったのか？」

「それどころじゃないんだよ！　来て来て！　今、あっちのモニタで昨日の事件のことやってるから！　ほら！」

「昨日の事件？」

　古こ城じようと雪ゆき菜なは怪け訝げんな表情を浮かべたまま、凪なぎ沙さに引っ張られて、駅に備えつけられたテレビモニタの前に移動した。周囲には異様な人だかりが出来ている。どうやらそれが混雑の原因だったらしい。

『──というわけで、立てこもり事件が発生した絃いと神がみ市し内ないのショッピングモールからの中継でした。それにしても驚きましたね。機械人形オートマタを悪用した犯行の凶悪さももちろんですが、事件解決に協力したのが特撮ヒーローに扮ふんした人物というのが』

　ワイドショーの女性キャスターが、真ま面じ目めな口調で感想を述べている。映し出された中継先の風景は、古城たちもよく知っている大型商業施設の内部だった。

『そうですね。まさに正義の味方ということで、あ、映像、出ますか？　これは事件に巻きこまれた一般の方が撮影した動画なんですが──』

　その画面が突然切り替わる。素人アマチユアが撮影した事件現場の映像だ。純白の霧に覆われた景色の中、小柄な少女が、マネキン人形の群れを容赦なく薙なぎ倒している。

　少女が身に着けているのは、露出度高めの魔法少女のコスプレ衣装。銀色の槍やりを自在に操り、彼女は異い形ぎようの殺人人形とも死闘を繰り広げていた。

「姫ひめ柊らぎ……あれって……おまえ、だよな？」

　古城が、小声で雪菜の耳元に囁ささやいた。

「な!?」と短くうめいたきり、雪菜はなにも答えない。目を見開いて絶句している。

『いやあ、見事な動きですね。現実世界で人々を救った勇敢なヒロイン、しかも可愛かわいらしい衣装に身を包んだ謎なぞの美少女ということで、こちらの動画は世界的な注目を集めてまして、インターネットの動画投稿サイトでは昨晩だけで百万回以上のアクセスがあったとか』

「な……な……!?」

　雪菜の顔が羞しゆう恥ちで真っ赤に染まっていく。

　攻こう魔ま師しとして訓練された雪菜の体術は、特撮番組中のヒーローの殺陣たてと比べても遜そん色しよくない。現実の光景とは思えないほどの凜り々りしさだ。しかし、そんな彼女の俊しゆん敏びんな動きを、カメラはしっかりととらえている。胸や尻や太ふと腿ももだけが、やたら強調されているような気がするのは、古城の気のせいだけではないだろう。

「すげえ、よく撮れてるな。さすがマニア……」

「な、なんでいつまでも見てるんですか!?」

　雪菜が涙目になって古城を睨にらみつける。しかし、マスクドバニーの映像に目を奪われているのは古城だけではない。モニタを見上げている人々のせいで、駅の混雑は更さらに増している。視聴率が取れると踏んだのか、テレビ局は雪菜の戦闘シーンを延々と繰り返し流していた。

『こちらの魔法少女の正体について、なにか情報をご存じの方は、ぜひ弊へい社しやまでご連絡ください。有力な情報に対しては最大百万円の謝礼をお支払いいたします』

　ワイドショーのキャスターが、淡々と情報を読み上げる。

　百万円という金額に古城は思わず息を吞のみ、

「い、いやあああああああ！」

　古こ城じように視線を向けられた雪ゆき菜なが、うずくまって絶叫した。

　こうして約一名の心に消えない傷を残しながらも、絃いと神がみ島じまには再び平和が訪れた。

　たとえそれが世界の吸血鬼〝第だい四よん真しん祖そ〟と、その監視役の少女に与えられた、束つかの間まの平穏に過ぎないとしても──

　消え残っていた朝霧はいつの間にか薄れて、眩まばゆい太陽が人工島の大地を照らしている。

　今日もまた絃神島は暑くなりそうだった。

　　　　　Episode 〝Legacy Of The Doll Maker〟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　── The End.


　　　　　　　　あとがき

　というわけで、『ストライク・ザ・ブラッド ＡＰＰＥＮＤ１』をお届けしております。

　本作はアニメ『ストライク・ザ・ブラッド』のＤＶＤ・ブルーレイの購入者向け特典として発表した連作短たん篇ぺん四本を、文庫用に加筆修正したものです。時系列としては、文庫一巻と二巻の間、主に『聖者の右腕』事件の後ご日じつ譚たんとなります。今になって読み返してみると、登場人物、特に古こ城じようと雪ゆき菜なが知り合って間もないということで、今よりだいぶ初うい々ういしい気がしますね。

　今回収録された短篇はいずれも、アニメで新たに作品を知ってくれた視聴者に対する情報の補完と、キャラクターや作品世界の紹介を目的に書かれたものです。おおまかにストーリーはつながっているものの、各話ごとに主要な登場人物や舞台が変わっているのはそのせい。

　個人的にはこういう、大きな事件の背後で起きていた小さな事件、を描くのが好きなので、毎回、楽しんで書いておりました。気に入ってもらえたら嬉うれしいです。

■『先輩、お大事に』のこと

　以前からやってみたかった看病ネタ、雪菜が古城の世話を焼く話です。不死身の吸血鬼が病気に罹かかるのかという真ま面じ目めに考えると奧の深そうな問題を、コロンブスの卵的な解釈で華麗に解決しております（そんな大層な話ではない）。

　雪菜が食事を作る場面は、これまでにもたびたび描かれていますが、腕前について、あまり好意的に評価されることがないのが可哀かわい想そう。本人が主張しているように、決して料理下手ではないのです。思考がサバイバル方面に特化しているのと、食材などの条件が悪いだけで。

■『媛ひめと魔女の円舞曲ワルツ』のこと

　事件の捜査中だった紗さ矢や華かと那な月つきが、それぞれとてつもない強敵と遭遇する話。シリーズの中でもっとも気に入っているエピソードのひとつです。姿を見せない敵との駆け引き主体の戦闘というのは、ちょっと新鮮で楽しかったです。ストーリー上、ポンコツな面が強調されることの多い紗矢華ですが、スペック的にはもっとも優遇されているヒロインの一人です。作中最強クラスの人物とも、なんやかやで互角に戦っていたりします。

■『人形の夜』のこと

　少しホラー的なテイストを目指してみた浅あさ葱ぎのメイン回。何なに気げに浅葱とアスタルテの和解を描いたエピソードでもあります。彩さい海かい学園で水泳の授業が描かれたのは、シリーズを通じて、実は初めてかもしれません。今読み返してみると、恋愛脳なくせに頭脳担当で男前（そして不幸）という、浅あさ葱ぎの特徴が本ほん篇ぺん以上に色濃く反映されていますね。

　こちらのエピソードで使われた化学反応は、動画投稿サイトなどで見ることができますが、大変危険ですので浅葱の真似まねはしないでください。いやマジで。

■『永遠の終しゆう焉えん』のこと

　スワニルダ篇の最終回です。派手に盛り上げるべく、ゾンビ映画風パニックムービーっぽいテイストになりました。雪ゆき菜なはファッションに無む頓とん着ちやくな体育会系ジャージ少女というイメージがあったのですが、ようやくそれが作中に反映できて楽しかったです。

　なお、こちらは特典版とは若じやつ干かん内容が変わっています。主に雪菜のファッションが。特典版で雪菜が身に着けた衣装については、マニャ子さんの素敵なイラストと合わせて、ＤＶＤ・ブルーレイを購入してくださった方だけのお楽しみということで。ストーリーについては大きな変更はありませんので、ご安心ください。

　さて、そんな感じでお届けしてきた『ストライク・ザ・ブラッド』番外編ですが、第二弾『ＡＰＰＥＮＤ２』も、なるべく早めにお届けできればと思っています。こちらは古こ城じようたちが通う彩海学園の文化祭、「彩さい昂こう祭さい」がテーマです。この巻で登場しなかったキャラもそれぞれ活躍しておりますので、どうかご期待いただければ。

　さらにシリーズ本篇のほうも引き続き準備を進めています。こちらは作品世界でも最大級の危険人物がついに絃いと神がみ島じまに上陸して、盛り上がっております。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　それでは本作のイラストを担当してくださっているマニャ子さま、今回も素晴らしい作品を仕上げていただき本当にありがとうございました。

　併せて本書の制作・流通に関かかわってくださったすべての皆様にも心からお礼を申し上げます。

　もちろんこの本を読んでくださった皆様にも精一杯の感謝を

　それではどうか、また次巻でお目にかかれますように。

三み雲くも岳がく斗と　


[image: ]


三み雲くも岳がく斗と

大分県出身。主に小説などを書いてる人。先日近所で発見したカレーパン専門店のカレーパンが衝撃の美味さで、健康を損なわない程度に通いつめております。カレーパンの美味さの限界をなめてました。これほどとは。現実の世界もまだまだ捨てたものじゃない。
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イラスト／マニャ子こ

佐賀県出身。東京都在住。フリーでイラストレーターをやっています。主にライトノベルの挿絵やゲーム原画＆キャラクターデザイン等。好きなものは銀髪とロン毛です。


本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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